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　　　　▽〔現在　海境四年〈16才〉八月二日〕△




　エルフは瞬まばたきをしている。壊こわれたように、何度も、何度も。目の前の光景が信じられないのだろう。僕だって信じられない。

　僕らはいま、柩きゆう艦かんエルフリーデの艦上に立っていて、付近の海面で燃えているものを見つめている。バラバラだけど航空機に似ている。炎上していて翼つばさが吹き飛んでいる。

　残ざん骸がいだ。

　柩艦の、残骸だ。

　ゆっくりと海に沈んでいく。

「……日下部くさかべ……？　いまの爆発は何ですッ!?　日下部ッ!?　返事して下さいよッ！」

　エルフが、沈んでいく残骸を見ながら泣なき叫さけぶ。

「日下部ェェエエエエエエエ────ッッッ!!」

　あの残骸には、人としての名前があった。

　日下部舞まいという名だ。

　彼女はフュルギア。《艦装クライド》という、〝艦かん艇ていへ変へん化げする〟能力を持っている少女のこと。艦が沈めば、少女も死ぬ。柩艦は爆発して沈んだ。日下部は死んだのだ。

　エルフが海に下りようとしたので止める。

「よせ！　行ったって救助できない」

「師し匠しようは、どうして平気な顔なんですかッ!?　あれは日下部なんですよッ!?　この翼の破片も、浮いている胴どう体たいも、海に流れ出たオイルも……一つ一つが、日下部なんですよッ！」

　エルフが膝ひざから床ゆかに崩れ落ちる。

「どうして日下部は死ななきゃいけなかったんですか？」

　思い浮かんだ答えはある。でも、僕はそれを言わなかった。

　艦隊のメンバーが、エルフの艦上に集まってくる。味方同士なら艦へとコマンダーや幻げん体たいを転送できるのだ。幻体とはフュルギアが柩艦となっているとき、発生させる少女の幻まぼろしだ。

　現れた幻体は茜あかね子こと、闇やみ子こ。茜子は燃えている残骸を眺めて立ち尽つくす。

「日下部……死んだの……？」

　ぺた、と茜子が床に尻しりをついた。

　爆音が聞こえてくる。朝日の中に、機影がある。大型飛行艇だ。

　エアライナー・ナンバー４。メーア・シュロス財団の総責任者、ブルクハルト・エプシュタインの所有機が僕らに近づいてくる。

「──動揺なさっておられるところ、申し訳ありません」

　突然声がした。いつの間にか、僕の後ろに小こ町まちが立っている。

「サルベージ致しますので、皆さん、下がっていただけますか」

「……サルベージ？」

　さらに小こ町まちが増えていく。小町が二人、三人……。

「え？　え？　えッ？」

　合計、九人も出現した。

「おい小町ッ!?」

　僕の横にいる小町が、眉まゆをひそめる。

「精神集中の邪じや魔までございますので、先にお運び致しますね」

「え？」

　僕の身体が光の球面に包まれたかと思うと、目の前が真っ暗になった──。




　　　　▽△




　暗い部屋で意識を取り戻した。背中が痛いから、落ちたんだろう。目が慣れてくる。貨物室かな？　高い天井の方から僅わずかに光が届いている。

　いきなり明るい光が差し込む。奥にあるドアが開いたんだ。

　アルマが顔を覗のぞかせる。

「……スネイク、ここか？」

「ここだよ」

「居たか。さっさと出ろ」

　貨物室を出て廊下を歩く。

　アルマはいま、小学校高学年くらいの年頃だ。眼がん帯たいをしている。服は戦せん闘とう服ふくじゃなくて普段着に戻っている。早足でどんどん先に行く。

「ここは？」

「エアライナーの内部だ」

「茜あかね子ことエルフは？」

「治ち療りよう室しつに向かわせた」

「日下部くさかべの治療？」

　返事がない。アルマの目がやけに鋭するどい。怒っているのか。

　二メートル間かん隔かくぐらいで両側にドアが並んだ廊下に出る。以前、ここのドアを開けようとしたら、アルマに念動力で浮かされたっけ……。

　そのドアを、今回はアルマご本人が率先して開けた。

　中は広いホールだ。奥の方に十じゆう字じ架かの形をした巨大液えき槽そうがあり、その前にブルクハルトが立っている。液槽の中には、緑の髪をした少女が漂っている。

「……エルフ？」

　顔はエルフリーデだけど……そいつの下半身は、魚だ。

「…………人魚？」

　胸には黒い柩きゆう章しようがある。どこかで見覚えがある……？

　アルマは液えき槽そうの前に立つブルクハルトに詰め寄る。

「モントゥを起動して、日下部くさかべをサルベージするのか」

「必要な措そ置ちだ」

「沈んでいった他のフュルギアは無視したのにか」

「必要だと言った。他に理由が必要かね？」

　二人はしばらく睨にらみ合う。

「他に用件がないのなら、下がりたまえ」

「《大だい審しん判ぱん》なるものが始まる直前と聞いた」

　ブルクハルトの眉まゆが僅わずかに上がる。

「どこからそれを？」

「おまえはエルフリーデを過小評価している。大審判に対抗するためとはいえ、あんなシステムを埋め込む必要はない」

「人類が勝利するために必要な措置だ。日下部の件も、エルフリーデの件もな。アルマ、君は意見を言いすぎのようだが？」

「言いすぎているから、何だ？　力で組み伏せるか？　殺すか？」

　ブルクハルトとアルマはまた睨み合う。

　会話を再開したのは、アルマの方からだ。

「おまえは虚きよ無むの海の本当の怖さを知らない。あそこには眠っているのだ。天てん使しや悪あく魔まさえも遙はるかに超えた、全知全能の破は壊かい者しやが……」

「ヤツのことを言っているのなら、その始末はついている。話は終わりだ。出ていきたまえ」

　ブルクハルトの周囲に八頭の黒いライオンが現れる。

　アルマは歯は嚙がみして、ドアに向かって歩き始めたので僕も従う。

「いまのはどういう意味……？」

　僕の問いかけに、アルマは足を止めた。じっと見み据すえてくる。

「スネイク。エルフリーデを捕まえて、永遠に放すな」

「どういうこと……？」

　アルマはそれ以上何も言わなかった。




　　　　▽△




　連れられてきた場所は、ガラス張りの集中治ち療りよう室しつだ。

　大量の研究機材が置いてあり、医療スタッフが緊迫した様子で治療を行おこなっている。その場の中央に水を張った柩ひつぎがある。

「あの柩に日下部くさかべが……？」

　治療を見守っているエルフに訊たずねると、泣きそうな顔で頷うなずいた。

　長なが椅い子すに座る。小こ町まちと茜あかね子こも座っている。

　小町が僕に訊ねてくる。

「ここに沖おき三さん姉し妹まい様、杉すぎ本もと涙る衣い様、日下部凪なぎ様を転送して宜よろしいでしょうか？」

「してくれ」

　小町は頷いて消え、三秒くらいあとに揃そろって転送されてくる。

「「「お姉様ッ！」」」

　現れてすぐ三姉妹は治療室の壁まで走り、泣き始める。

「酷ひどい……お姉様が……」

「何で棺かん桶おけなんですか!?」

「死んだってことですか!?」

　落ち着かせようと思って立ち上がったら、凪が僕に歩み寄ってきて、襟えり首くびを摑つかんだ。

「貴様を信じて舞まいを残した。なのに、この為体ていたらくか」

「……ごめん」

　凪は僕の手に、小こ太だ刀ちを鞘さやごと押しつけてくる。

「謝るならば腹を切れ。腹を切らぬならば黙れッ！」

　答えない僕を突き放し、凪は治療室の仕切りへと歩いていく。

　僕のせいだ。

　命令無視する日下部をムリにでも制するべきだったのに、しなかった。心の底で、あいつなら切り抜けてくれると思っていた。甘え、だった──。

『どうして日下部は死ななきゃいけなかったんですか？』

　その質問に対する答えは一つしかない。

　僕のせいだ。あの瞬しゆん間かん、僕は無意識に選んだ。茜子の代わりに、日下部が死ぬことを。

　あれは《生いく盾たて戦せん術じゆつ》そのものだった。
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　　　　▽〔現在　海境四年〈16才〉八月一五日〕△




「──日下部くさかべ、退院おめでとォオですっ！」
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　エルフが肩にかついでいる筒つつ型がたのものが、ボンッ、と尋じん常じようじゃない音を立てた。

　日下部の頭が紙テープまみれになって悲鳴を上げる。三姉妹がパニックになって、きゃあきゃあ言いながら駆かけ回って、星ほし歌かだけコケている。

「いやあああ──っ、エルフさん何ですかこれ」

「二九発のクラッカーをまとめて威力を増した、クラッカーバズーカです！」

「何で威力を追求したッ!?」

　あれから二週間。日下部は、財団の医い療りよう施し設せつから無事に帰ってきた。撃げき沈ちんなんて事態に陥ったわりには肌に傷なども残っておらず、包帯も巻いていない。

「相変わらずですね……」

　日下部は本当に嬉うれしそうに笑っている。

　演えん習しゆう空くう間かんにある僕の家の居間は紙の花や紙かみ鎖ぐさりで飾りつけられ、『日下部おかえりなさいパーティー』と血文字で書かれた横断幕が壁にある──って、血文字ッ？

「闇やみ子こッ、お祝いなんだから血文字はダメだろッ!?」

「人の血で書いていないのでセーフです……」

「充分アウトだよッ！」

「さあさあ、食べてちょうだい」

　母さんと凪なぎが料理やお菓子を運んでくる。凪がふりふりエプロンなんだけど、和風の身なりと全然合っていない。

「マドレーヌを焼いたぞ」

「────アーモンド・マドレーヌぅぅうう──ッ！」

　エルフが野生動物みたいな動きで跳び回って、凪のお盆にある皿から半分以上のマドレーヌをかっぱらって、部屋の隅すみで四よつん這ばいになって食べ始める。

　日下部くさかべが呆あきれている。

「……ちょ、エルフさん……？」

「マドレーヌ食うときは野性化するんだよ」

「……え」

「「「お姉様、見なかったことにしましょう！」」」

　沖おき三姉妹が日下部に抱きついている。

「さあさあ、お姉様、何か食べましょうよ！」

「月つきちゃんはジュースを持ってきましたよ！」

「陽ようちゃんは料理を取り分けてきましたよ！」

　日下部は楽しそうに笑いながら料理の皿を受け取ろうとしたけど……、

　ヒィンと機械音を発して、右腕が関節と逆の方向に動き、皿は壁まで飛んでいって、粉々になって、料理がぶちまけられた。

　その場が凍りついた──。

　みんな知っている。サルベージされた日下部の肉体に、右腕がなかったことを。治ち療りようにあたった研究員からは『天てん使しによる汚染が激しく、完全な再構成を断念した』と説明された。

　義手の指がまだ動いている。ヒンヒンと音を立て、人間なら曲がらない方向に高速で動き続けている。

　エルフが震ふるえ声を出す。

「日下部……？」

　日下部は我に返ったように左手で、義手の指を摑つかんで止める。

「…………」

　沈黙が重い。

　誰だれもが、声をかけられないでいる。

　義手を制御できていない。それがどんな意味を持つか、僕らはよく知っている。

　操そう艦かんも、戦せん闘とう言げん語ごの打ち込みも、ホログラムＯＳで行う。義手が以前のように動かなければ、第一線級のフュルギアとして戦うことはできない。

「……戦いたいのに」

　日下部くさかべが悔しそうに呟つぶやいた。

　自分の母親が病に倒れ、救えなかった──という後悔を抱いた日下部は、滅めつ葬そう戦せんで〝誰だれかの命を守りたい〟という信念を抱くようになった。

　以前、日下部が口にした言葉を思い出した。

『身につけた戦いの技で、誰かを救うことができる。たったそれだけで、わたしは毎日が楽しく感じられます。道場ではこんな気持ちになれなかった……』

　日下部はそういうヤツなんだ。九死に一生を得たとはいえ、フュルギアとして再出発できないとなれば、〝誰かを守りたい〟という信念は無に帰きしてしまう。日下部はどれだけ絶望するだろうか……。

「さあ、さあ！　気を取り直して歌いますよ！」

　明るくそう言って、エルフがテレビに接続した家庭用カラオケのマイクを摑つかむ。

　古い演歌を熱唱している。あのバカ、ヘンなチョイスするから微妙な空気じゃん……。

　日下部は微笑んでいるけど、まだムリしているな。

「お兄ギャん、ジュースをどうぞ」

「あ。ありが……」

　礼を言う途中で凍りついた。

　コップの中にドス紫色の液体がある。炭酸とも呼べないほどにごぽごぽ泡立っている。

「……闇やみ子こ、黒くろ魔ま術じゆつの呪のろいのポーションっぽいこれは？」

「黒魔術だなんて人聞きが悪いです。白魔術の呪いの惚ほれ薬ぐすりです」

「呪ってんじゃんッ！」

　曲が変わった。今度は三姉妹がやたら明るい曲調に乗せて踊り出している。

〔〔〔わっふるふー♪　わっふるふー♪　わっふるぷるぷる、わっふるふぅー♪〕〕〕

「……何この、あからさまな電波ソング」

「師し匠しよう、知らないんですか？」

　歌い終わったエルフが僕の横にお尻しり突っ込んで、ムリヤリ入ってくる。闇子が床ゆかに倒れたけどおかまいなしだ。

「この曲は、わっふる☆ぷるぷるワンダーマジカルっていうアニメの主題歌です！」

「うっわー……タイトルだけでお腹いっぱい……」

〔〔〔おいしい、わっふるちゃん☆　恋のひだひだ、乙女のぱりぱり、とろりクリーム、生です・わおっ♪〕〕〕

　キラキラなアイドル振付で歌いきった。やっと終わってくれたと思ったら、鬱うつ曲きよくばかり歌うので有名な歌手の曲が入る。このチョイスは、ヤツかッ!?

「ダメだッ、闇やみ子こに歌わせてはいけない！」

　闇子からマイクを取ろうとしたら日下部くさかべが止めてきた。

「まあ、いいじゃないですか。暗い曲くらい……」

「出るんだよッ！　こいつが歌うと！」

「出る……？」

　遅かった。

　イントロ明けで阿あ鼻び叫きよう喚かんになっちゃって、パーティーが台なしだよ。




　　　　▽△




「「「……ふぇぇん」」」

　見てはいけないものを見てしまった沖おき三姉妹が声を揃そろえて泣いているので、そっちは涙る衣いと茜あかね子こに任せた。

　僕が日下部を送っていくことになり、潜せん水すい要よう塞さいオケアノスの広間を歩いている。床ゆかが壊こわれて海水が溜たまり、瓦が礫れきが散乱し、照明も薄暗い場所だ。さっき見たものを思い出しているのだろう。日下部の顔色が悪い。

「日下部」

「ななななな何ですか、吉よし岡おかくん」

「ごめん。うちの妹は昔からああで、僕も小さい頃から怪奇現象を……」

「もうその話はいいです！」

「いだだだッ、」

「え？」

「日下部、手！　手ェエエエ──ッ！」

　義手が、僕の腕を万まん力りきのように摑つかんでいる。日下部は慌あわてて引き剝はがした。

「ごめんなさい……」

「いや、いいよ。リハビリが必要ってことだろ？　財団が作った最新式の義手だし、高性能って言っていたから。そのうち慣れるさ」

「…………」

　日下部は反対の手で僕の腕を摑んでくる。

「……日下部？」

「こ、怖いので、仕方なくですよ」

　いや、そうじゃなくて、胸が当たっているんだよなぁ。これ、くんくんされてぶん殴られるパターンだよね……？

　って思っていたのに、してこない。

　照明の明るい場所に差しかかる。日下部くさかべの頰ほおが赤い。

　足元が段差になって危なくなった。下を向きながら注意して進む。

「死ぬかと思った瞬しゆん間かん……」

「ん？」

　急に話が変わったから何だろうと思って、日下部を見る。

「思い出したのは、吉よし岡おかくんのことだったんです」

「僕の？」

「はい。わたし、姉上の件で意い固こ地じになっていたじゃないですか」

「あー……うん」

「……いま面倒臭そうな顔をしましたよね？」

「いや、ちがっ」

　くすっと笑って、冗談ですよと切り返してくる。

「吉岡くんは言ってくれましたよね。人生で一度ぐらい、校則違反してみろ──って」

「言ったね。ちょっと言い方キツかったかも」

「いいえ。わたし、あの言葉で我に返ったんです。それまで越えるべき壁だったり、倒すべき敵であったり、みたいな風に思っていて……」

「それ、父子関係の話だよね……？」

「自分のそういう感覚が、世間とかけ離れているのも、気づきませんでした。吉岡くんが許してやれとか、二度と会えないから会えよとか、命令口調で言ってくるのに、なぜかいまにも泣きそうな顔で……」

「えっと。あのときの僕、そんなヘタレっぽい顔だったんだ」

「素敵でしたよ」

「は？」

　ぎゅ、と腕を摑つかむ力を強める。胸がモロに当たって思わずビクッとしちゃった。

「……日下部？」

「わたし、撃げき沈ちんしたあと、血のような赤い空と、黒い海の広がる場所にいました」

「それって……」

「あの世、かもしれません。でも、見えたんです。吉岡くんが。導くように立っていて、そこに行こうと海面を必死に走りました。そのあと、水を張った柩ひつぎの中で目を覚ましました」

　それは財団の研究施設にある、エルフやアルマの入っていた柩だ。

「治ち療りようにあたった研究員の方に、亡なき骸がらの涙なみだの説明を受けました。復活するには、わたしを亡骸の涙にしなければならなかったそうで──」

「そうか」

「腕もありませんでした。ショックはありました。でも、そんなことよりも、あの黒い海の中で見た吉よし岡おかくんが気になって」

「僕はそんな場所に行ってないよ？」

「判わかってます。でも、あれがあの世なら、きっとわたしの心残りは──」

「心残りは？」

　日下部くさかべの足が止まる。僕をうるうるした目で見て、急激に顔を赤くして、僕を地面の割れ目の海水溜まりに突き飛ばした。

「──ちょッ、何すんだよ、日下部ッ！」

「校則違反です！　特に理由はありませんが、吉岡くんは重大な校則違反ですから！」

「せめて理由つけろよ──って、スマホまた死んだ！　どうしてくれるんだよッ」

「見送りはここでいいです！　さよなら」

　日下部は顔を手で押さえて駆かけていった。何なの、もう……。
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　江え戸ど海かいは穏おだやかで、水平線の上の空には入道雲がかかっている。

　僕らは海辺の公園に集まっている。強きよう烈れつな夏の日差しの中で、日下部が腕を広げて言う。

「──《艦装クライド》──……」

　数秒経過しても、何も起こらなかった。

　日下部の柩きゆう章しようは削けずれている。削れた場所が少なければ艦装クライドできるかもしれない。でもダメだった。

「やっぱりダメですね」

　励はげまそうと思ったのに、言葉が出なかった。

　フィールドを電光石火の勢いで駆かけ巡めぐったルン級地じ面めん効こう果か翼よく機き艦かんは、海に戻れない。

　命は助かった。でも、僕らは、日下部というフュルギアを失ったのだ──。

　日下部は空に目を向ける。

「残るはコマンダーとしての道のみ、ですね……」

　平静を装っているけど、絶対に傷ついている。

　沖おき三姉妹が泣きそうになったので、日下部は微笑む。

「深刻にならないで下さい。葬そう技ぎの柩章は残っていますし、操艦テクニックだって負けません。きっといいコマンダーになってみせますから」

「「「お姉様……」」」

　ぐずっ、と鼻をすするタイミングまで同時にして、三姉妹は日下部に抱きつく。

「頑張りましょうね！」

「お姉様は星ほしちゃんに乗って貰もらいますから！」

「ずるい、陽ようちゃんですよ！」

　姉妹たちに揉もみくちゃにされて日下部くさかべは声を立てて笑っている。

　アルマが腕組みしながら言う。

「コマンダーも棄すてたものではないぞ。葬そう技ぎも使えない粗そ忽こつ者ものが、今期最優秀コマンダー賞候補などと呼ばれているからな。狙ねらい目めだ」

　僕がノミネートされているヤツで、その中で葬技が使えないの僕だけなんだけど……。

「……誰だれのことなんだろうね、アルマ」

「すまない。口が滑すべった」

　日下部が微笑んで会話に加わる。

「吉よし岡おかくんは無能なりに頑張っていますよ」

「そうですよ！　師し匠しようは無能なりに頑張っています！」

「おまえが言うなァァアアア──ッ！」

　ほっぺ摑つかんで広げてやった。

「あがが、なんれエルフだけツッコミまふかあ！」

　上がった笑い声につられて、日下部の表情も明るくなっている。

　エルフが率先して雰ふん囲い気きを変えてくれるから、日下部も落ち込まずに済んでいる。こいつの天然ボケも少しはチームに貢こう献けんしているな。
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　その日の演えん習しゆうは、日下部にコマンダーとしてのオペレーションをつきっきりでレクチャーした。筋すじがいいから覚えは早かったけど、やっぱり何度も義手が暴走した。

　僕はその場で戦せん闘とう言げん語ごを書いてマクロを組んで、暴走したとき〝している作業を巻き戻す〟非常用ボタンを作り、左手で押せるようにしたんだけど、そのボタンを見つめる日下部の顔は、悔しさと悲しさの入り交じった、いまにも泣きそうな顔だった。

「酷ひどいことしちゃったのかなぁ……」

　よかれと思ってしたことだけど、日下部には屈くつ辱じよくだったかもしれない。

　ヘッドセットを脱ぎ、ＡアＱクａアネットからログオフする。柩きゆう艦かんエルフの改修モデルを組んでいる途中だけど、そういう気分じゃなくなった。

　夜中の二時。そろそろ眠ってもいい時間かな、と考えていたときだ。

「…………──ッ!?」

　視線を感じ、ゾクッとして──。

　ドアがちょっとだけ開いている。その隙すき間まに、不気味な眼光が閃ひらめいている。

「ギャアアアア──ッ！」

「お兄ギャん……わたしです」

「来るのはいいけど、ノックしてドアを開けて！　頼むからそうして！」

「呪のろってもいないのに大げさです」

「呪ったら大おお事ごとだよッ!?」

　闇やみ子こが入ってくる。死しに装しよう束ぞくっていう白い着物姿だ。ちょこんと正座して、礼をする。

「……お兄ギャんに折り入ってご相談があります」

「怖いのはナシだぞ」

「…………」

「この間まは何だッッ!?」

「大丈夫です。人間界の話です……」

「おまえが普段、どの界に属するかを、会話の中で垣かい間ま見みたくなかったよ！」

「小こ町まちさんのことです」

「え？」

「信頼してはなりません」

「……どういうこと」

「大勢の小町さんが居たのを見たと思いますが」

「日下部くさかべをサルベージしたときか」

「気になったので、生いけ贄にえを捧ささげて占ってみました」

「生け贄って、何にッ!?　何をッ!?」

「すると小町さんは災わざわいの元凶であり、罪ざい業ごうという鎖くさりに縛しばられていると出ました。そして世界を終わらせる鍵かぎでもあると」

「鍵……？」

　闇子は立ち上がった。

「行っちゃうのかよ!?　話はここからじゃん！」

「ここから先は有料です。わたしと煉れん獄ごくの魂たましいの契約を結べば……」

「課金すんのかよ！」

「魂のローン払いも……」

「もういいよ！」

　闇子は行ってしまった。あいつは何を考えているのか判わからない妹だけど、こういうときの勘かんは鋭するどいから、はっきりさせた方がいいかも。

「小町、いる？」

「小町でございます」

「あのさ……って、わああああ！」

　頭にシャンプーハットをつけ、バスタオルだけを巻いた小町が立っている。

「その格好は何だ!?」

「お風呂中でしたので」

「なら、あとでいいよ！」

「何度も転送を使うのは疲れますので、さっさと話していただけないでしょうか」

「あ、疲れるから魚ぎよ雷らい通学させたんだ……」

「いえ、あれは趣しゆ味みでございますが？」

「趣味であんなことさせたのかあ──ッ！」

「あるいは」

「あるいは、じゃねえ！」

「さっさと本題に入らないとバスタオルを落とさせていただきますが、宜よろしいでしょうか」

「宜しくねえよ！　あのさ、闇やみ子こがおまえを信用するなって言っていたんだよ。災わざわいの元凶とか、罪ざい業ごうに縛しばられているとか、世界を終わらせる鍵かぎだとか」

「…………」

「そんなことないよな？　誤解だろ？」

　小こ町まちが返事をしない。

「まさか、本当じゃないよな……？」

「わたくしが説明していいかどうか、決められることではございません。許可がいただければご主人様にお話しする機会もございましょう。ですが、その確率は低いとだけ申し上げます。失礼をいたしました。どうか切にご理解のほどを──」

　深く礼をすると、小町は去っていった。

　許可が要るってことは、何らかの真実が闇子の言葉に含まれるってことか？　あいつが世界の災いで、罪を背負っていて、世界を終わらせる……？　ただ事じゃないぞ。

　…………。

　おい、僕の部屋の床ゆかが、お湯とシャンプーでびしょびしょじゃねーか……。
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　起きたら朝じゃなかった。もう昼近い。闇子がヘンな話をするから気になって、夜が明けるまで考え込んじゃったんだな……。

　外が騒さわがしい。沖おき三姉妹がきゃいきゃい言っている。カーテンと窓を開けると、家の前の砂浜に涙る衣いが居て、三姉妹にたかられて困った顔をしている。

「わたしはアルマさんに用事がですね」

「アルマさん居ませんし！」

「エルフさんも居ませんし！」

「闇やみ子こちゃんも不ふ穏おんな黒くろ魔ま術じゆつで忙しいですし！」

　待て、最後のは何だ。

「なら帰ります」

「いいじゃないですか。月つきちゃんたちと遊びに行きましょう！」

「陽ようちゃんたちと、デパートの駄だ菓が子しフェア行きましょう！」

「だが……？　ダガーですか？　あれは日本の法律で禁止されているはず」

　ぷっ、と思わず噴ふき出しちゃって、涙る衣いに睨にらまれた。

「先せん輩ぱい、いまのは何です？」

「ダガーナイフじゃないよ。駄菓子って言ったじゃん」

「そのダガシって何ですか」

　一いつ瞬しゆん、しんとなった……。

「……この沈黙は何です？」

「単にびっくりしただけ。駄菓子知らない日本人なんて存在したんだ……」

「駄菓子知らないなんてダメですよ！」

「人間としてダメですよ！」

「女の子としてもダメですよ！」

　せーの、と声を合わせる。

「「「女によ児じ力りよくが足りませんねッ！」」」

「えええっ──!?」

　助けを求めて僕を見てきたけど、笑うのに忙しくてなかなか答えられなかった。

「観念して行ってきたら？」

　涙衣の目が怒ったように据すわる。

「先輩が行くなら行きますよ」

「ちょ、涙衣、おまえ！」

「「「決まりですね」」」

　クソ、兵器改造のプログラミングも終わってないし、夏休みの課題も手をつけてないのに。巻き添えにしやがって……。

　仕方ないので顔を洗って着替える。日下部くさかべや茜あかね子こも誘おうと思って番号にかけてみたら、どっちも出ない。日下部はともかく、茜子は珍しい。いつもは二四時間監かん視し状じよう態たいで、かける前にかけてくるのにさ。

　朝食を摂とろうとしたら、陽よう歌かが上がってきて僕の手を摑つかんだ。

「これから食べるのに、食べてどうするんですか！」

「ええっ、食べるの駄菓子だよね？」

「駄菓子以外のお菓子ブースもあります！」

「お菓子じゃん。食べたいのは朝食だから」

「朝食などという存在は陽ようちゃんには見えません！　おそらくはステルスですね！」

「ステルス朝食ッ!?」

　逃がさないように陽よう歌かが腕を組んで玄関へ。涙る衣いも星ほし歌かと月つき歌かに両方組まれちゃっていて、もう観念するしかないな……。

　魚ぎよ雷らいで向こう岸に行って、船ふな橋ばしって駅のデパートに向かう。着いたのは全国スウィーツフェアってヤツ。

「駄だ菓が子しフェアじゃないじゃん……」

「川かわ越ごえのお菓子横丁ブースってところがそうです！」

「最初に行きますよ！」

「星ちゃん、月ちゃん、弾薬の準備はいいですか？」

「「「いぇーす！」」」

　三姉妹が同時に一万円を出す。

「おまえら、駄菓子に万札使うな！」

　涙衣は溜ため息いきをつく。

「まあ、選抜戦参加補助金が余りまくりますからね」

　この補助金は、軍ぐん艦かん学がく園えんの生徒が〝滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんに出ると貰もらえるおカネ〟──戦せん績せきに応じて高くなるけど、三姉妹は前半戦勝っているので補助金も高額だろう。僕の場合、母さんに通帳取られちゃっているので、使えるのは月のお小こ遣づかいだけ。

「涙衣は補助金どうしているの？」

「生活費と、武装で消えますね……」

「二つ目のそれは、銃刀法の範はん囲い内ないなんだろうなッ？」

　駄菓子のブースに着いた。昭和の木造建築を真似た建物が組んであり、けっこう本格的。ここだけ子供連れが集中している。

　陽歌が楽しげに指差してくる。

「天てん才さい先せん輩ぱい、あの瓶びんは何ですか？」

「コーラって書いてある。瓶入りもあったんだね」

　あれ？　他の姉妹と涙衣の姿が見えない。はぐれたかな。

「天才先輩、喉のど渇かわきません？」

「あ。じゃあ買おう」

　空すいている屋台に寄って、瓶入りの飲料を適当に買う。

「これ何だろう……ラムネ？　ラムネって、タブレットみたいなお菓子だよね？」

「ラムネを水に溶かしただけかもしれません」

「そんな適当な商売しないでしょ……」

「あれ？　カランしましたよ」

「カラン？」

　……なんかガラスの玉が入っているんだけど。何だこれ。確かに、瓶びんを揺らすとカランって音が鳴る。

　陽よう歌かが飲もうとしたらカラン、とガラス玉が下がって、流れを止めてしまった。

「飲めませんよ！」

「どうして玉入れたんだろうね」

「でも味は美お味いしいです。天てん才さい先せん輩ぱい、どうにか飲めるようにして下さい」

「たぶん……もうちょっと、こんな角度で……」

「こうですか──ぷほっ」

　上手く行ったけど、話す途中だったのでラムネを飲めず、噴ふいちゃっている。

「ああもう、仕方ないなぁ……」

　ハンカチを出して拭ふいていたら陽歌が顔を真っ赤にしている。そこで冷静にいまの状況を再確認したんだけど、陽歌の顎あごを手で持って唇から胸元までを拭いているわけで。

　喩たとえるなら、キスする直前の姿勢──？

「ああっ、ごめん！」

「……いえ。あの。えっと……ありがとうです。ちょっとだけ天才先輩でした」

　陽歌がモジモジしちゃって気まずいったらない。

「ああ、居たですよ！」

「変態先輩が陽ちゃん誘ゆう拐かいしています！」

「無む闇やみに犯罪臭におわすのやめて！」

　そこからみんなで露ろ店てんを回る。駄だ菓が子しをカゴに満まん載さいして大人買いする三姉妹に呆あきれながらも、飲食席に行った。

　きゃあきゃあ言いながら子供みたいに駄菓子食べている三姉妹のテンションについて行けず、涙る衣いと一緒にテーブルに突っ伏した。

「涙衣、生きている？」

「死ぬかと思いましたよ。先輩があそこで助けてくれないから、こうなるんですよ」

「ごめん」

　星ほし歌かたちに見つかって、顔を上げさせられる。

「何で駄菓子買っていないんですか！」

「駄菓子への裏切り行為ですよ！」

「駄菓子をバカにしていますね！」

「してないよッ。極めて友好的だけど買う暇ひまがなかっただけだよ」

　陽歌が赤い顔をしながら「食べて下さい……」とカツっぽい何か薄いものを差し出してくる。

「う、うん……ありがと」

　涙る衣いの前に色々とぽんぽん置かれる。

「ほら、涙衣ちゃん、この赤いダイコンっぽい謎の物体とか、わざわざ赤くしたイカ的なものとか、赤い液体に漬つけられたウメボシみたいなモモっぽい果物も食べて下さい！」

「……ハァ……やけに赤ばっかりですけど、これ食べ物なんですか？」

「「「食べ物に決まってますよ！」」」

　三方位から説教をくらって、涙衣もさすがに観念したのか、駄だ菓が子しを一つ摘つまみ、袋を破って口に運ぶ。

「……………………あ…………」

　涙衣の表情が驚きに変わる。

「……美お味いしい」

「ほら、でしょう！」

「月つきちゃんのこれも食べて下さい！」

「ずるいです！　陽ようちゃんの出したヤツが先ですよ！」

　駆かけ寄られて揉もみくちゃにされている間に、涙衣が笑顔になっていく。

　笑顔なんて滅多に見せないヤツだから、とても新鮮に思えた。駄菓子パワーだなあ、なんて考えながら僕も駄菓子を食べていたら、急にしんとなった。

　涙衣が、静かに涙なみだを流している。

「……おい、涙衣？」

「ホントは不ま味ずかったですか？」

「月ちゃんのせいですか？」

「陽ちゃんもごめんなさいです」

「違います。これはそんなんじゃなくて。ただ……こんな楽しいのは初めてで……だから胸が痛くて……ごめんなさい。トイレに行きます」

　涙を拭ふきながら、駆かけ去っていく。

　陽よう歌かが泣きそうな顔で僕の腕にすがってくる。

「天てん才さい先せん輩ぱい、追いかけた方がいいですか？」

　スマホが鳴った。応答拒否にしようと思ったけど、茜あかね子こからだ。

「茜子、いま涙衣が……」

〔礼を言うわ〕

「え？」

〔あたしがやろうと思ってできなかったことよ〕

「僕らが何をやったの……？」

〔追いかけなくていいから。顔を洗っているだけよ。今のことには触れないで。今日は涙衣に優しくしてあげて〕

「……どういうことなの？」

〔これで涙る衣いも、ふっきれたと思うわ〕

　通話が切れた。
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　全国スウィーツフェアから帰って、本日の演えん習しゆう。

　日下部くさかべの義手暴走はなかった。対ボット戦で、そこそこのスコアも出た。

「大丈夫そうだな」

「ホントですかッ？」

「うん。まあ、暴走もなかったし」

　演習後のミーティングで僕は日下部を褒ほめて、チーム内の緊張はいったん解けた。

　茜あかね子こはそのことに触れないまま解散して、スマホで僕をオケアノスの広間に呼びつけた。

　床ゆかが砕けて瓦が礫れきになった場所で、魚ぎよ雷らいに乗るときに通る道だ。

　水着姿で、床の割れ目に溜たまっている海水に浸つかって涼んでいる。深いらしく、浮き輪でぷかぷか浮かんでいる。

「何……？」

「日下部の操そう舵だは、精せい彩さいを欠いていたわ。無難なことしかしていない。あの子の持ち味の大胆で素早い切り回しが一切ないじゃない」

「判わかっているよ」

「褒めるにもテクニックが要るのよ。あんたは空気を読んだのかもしれないけど、ああすることが日下部のためになるとは思えないわ」

「……特に問題ないだろ？」

「もしあの子が、致命的な場面で義手を暴走させたり、命令無視をしたらどうなると思う？」

　想像してみて、僕は反論の気勢を失った。

　一度安心してしまったことで、日下部の絶望はより大きくなるんじゃないかと思い当たったからだ。

「…………」

「あんたもね、日下部の気持ちを考えていることは判るわ。でも、チームのために何が一番なのかも考えて。あたしの言いたいのはそれだけよ」

　そう言って茜子は水から上がり、魚雷の置いてある方へと歩き始めた。

　瓦礫の上に座って、茜子の言葉を考える。一〇分くらいして小こ町まちが通りがかったけど、何も言わずにお辞じ儀ぎだけして通りすぎてくれた。

「……日下部くさかべを外はずす、か」

　あいつは死ぬはずだった。命が助かっただけ幸運だった。

　だけど、あいつは片腕になっても戦いたがっている。必死に取り組んでいる。もしメンバーから外されたら、どんなに苦しむか。

　誰だれかを救うことで、毎日が楽しく感じられる──日下部は僕にそう言った。なら、誰も救えない毎日を楽しく感じることなんかできないはずだ。

　いや。楽しくないどころか、絶望の毎日じゃないか。

「言えるかよ……そんなの、絶対にダメだ」

　僕はうずき始めた胃の痛みに耐える。

　物音が聞こえたのでふり向くと、エルフがビクッと瓦が礫れきに身を隠す。

「何？」

　焦りまくっているエルフが、飛び出てくる。

「えええええとッ、夕食はとっくにできているのに、師し匠しようが遅いので！　師匠の番号にかけましたが電波の届かない位置なんて言いやがりますから、様子を見にですね。場所は小こ町まちから聞きました。あのっ、お邪じや魔までしたかあ!?」

「別に」

　僕は黙った。エルフも静かにしている。

「エルフはどう思うんだ？　日下部がこのまま艦かん隊たいに復帰できなかったら……」

「え……？　あり得ませんよね……？　今日の演えん習しゆうで褒ほめていたじゃないですか！」

　そっか、茜あかね子こが心配したのはこれだ。中途半端に希望をもたせたら、より大きいショックを与えてしまう。

　僕は瓦礫から腰を上げる。

「帰るぞ」

　僕は失敗したかもしれない。そう考えたら気が重い。
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　夕食のあと、風呂が空くのを待ちつつ、自分の部屋で作業をしている。下から茜子とエルフの声が聞こえてくる。僕の部屋の下はバスルーム。おそらく二人で入っていて、その声が聞こえてきたのだろう。

　いま僕は一人でＡアＱクａア通信をしている。人間の感覚器をコンピューター制御する通信なので、周囲は見えないはずだけど、拡張現実モードっていう〝現実の僕〟の周りが見えるモードで実行しているから、ホログラムのウインドウなどを見ながら、現実の肉体で聞こえる音なども聞けるし、周りの様子も見える。

　椅い子すにもたれて一息入れる。缶コーヒーを飲もうとして、飲み口の後ろがヘッドセットのゴーグル部分に当たって音を立てた。ゴーグルはＡアＱクａア通信を経由して、視覚から除去してある。取らないと飲みにくい。ちょっと迷って、缶を置いた。

「やるか」

　再びウインドウに向き直って、表示されているたくさんの情報に目を走らせる。

　柩きゆう艦かんエルフにはスーパーコンピューター《プルートー》が搭とう載さいされていて、その有り余るスペックで改修プランの計算や、シミュレートなども行おこなってくれて大助かりなんだけど、エルフは未み来らい艦かんで改修の幅が広く、それでも間に合わない状況だ。

　今回のプランで問題点となったのは、エルフの探たん知ち範はん囲いの狭さだ。いままでは茜あかね子こたちに頼ってきたけど、戦況によっては探知できなくなる。

「……もっといいセンサーか」

　そこまで考えて、疲れを感じた。通信用のヘッドセットを外し、椅子の背にもたれかかってテーブルの上の缶コーヒーを飲む。

「やっぱり課題が防空だったし、レーダーピケット型に改修してみるかな。そうすれば、僕も攻こう撃げきに参加できるし」

「レーダーは張りすぎても標的になる」

「でもさ、そうは言うけど……」

　返事しかけて、部屋には僕しか居なかったことを思い出した。窓から脚を引っかけてアルマが入ってくる。

「…………ドアから入れよ」

「二人きりのところを見つかって、また嫉しつ妬とでぎゃあぎゃあ騒さわがれたいのか？」

「いま風呂だし」

「茜子もな。そこが重要だ」

「重要……？」

　アルマは僕のところまで来ると、膝ひざにちょこんと座ってヘッドセットを被る。懐なつかしい髪の香りがする。シュラフトの頃にも、こんな匂いがした。あのゲーム、そこまで再現しているのかな……。

「続きを話せ」

「エルフは頑がん丈じようだし、攻撃を集めた方がよくない？」

「いままではそれでよかったろう。だが、これからは敵も対エルフリーデ戦を意識する。リーゼ級を短時間で撃げき沈ちんできる攻撃も、少ないがなくもない。例えば大型対たい艦かんミサイルなどの直撃をくらえば厚い装甲も破られる。現代戦において守りは絶対ではない」

　僕は一回戦で茜子にやられたＭＯＰ対艦爆撃を思い出して、ストレスで胃がきゅっと締しまるのを感じた。

「……だね。アルマの言う通りかも。エルフの防御力は相手の意表を突いただけで、対抗改修で相応ふさわしい兵装を用意されれば沈められる」

「やるならば偵てい察さつ機きを増やせ。視覚情報の方が、ヴァルキューレの感覚では理解しやすい」

「なるほど」

　アルマは、ピアノを弾ひくみたいに指を素早く動かしている。ヘッドセットがないので僕には見えないけど、アルマにはホログラムのウインドウが見えている。操作しているのだ。

　しばらくしてヘッドセットを取る。

「仮組みのプランを作っておいた。あとで確認しろ」

「うん」

　ふと気づいたように、アルマが僕を見てきた。

「スネイク、浮かない顔をしているな」

「日下部くさかべのこと、どう思う……？」

「抜いた方がいい」

「……はっきり言うんだな」

「次の試合には間に合わない」

　僕にだって本当は判わかっている。日下部を抜いた方がいい。ここで大きな失敗をしたら、今度こそ挫ざ折せつしてしまうだろう。

「だが、最終的にはスネイクのやりたいようにやれ。日下部のことを助けたいのなら、全力で助ければいい。おまえは大事なことをグズグズする。人生は短いと言ったろう」

　溜ため息いきをついて天井を見上げる。

「でも、日下部は義手を制御できていないし」

「あやつならば、いずれ何とかする」

「何とかするまで、あいつを最前線に居させていいのかな」

「一つヒントをやろう。財団はなぜ、日下部をサルベージしたか？」

　言われてみればおかしい。財団にとっては日下部も、沈んでいった他の艦かんも、戦力的には同じなはずなのに。

「日下部に、生かす価値がある……？」

　アルマは頷うなずいて、僕の膝ひざから下りる。そして窓の方を見る。

「どうした？」

「今夜は月が出ている」

「……出ているね」

　アルマはシャツの襟えりを開け、自分の柩きゆう章しようを見ている。

「スネイク、黒い柩章を見たことは？」

「──え？」

　そう訊きかれて思い出したのは、滅めつ葬そう選せん抜ばつの一回戦の前夜。

　あの夜、月明かりの下でエルフの胸に黒い柩きゆう章しようが現れた。その直後、僕は過去を幻げん視しした。

「おまえも、過去を視みたのか？」

「そうか。スネイクも、か。その光景は、モントゥが視せたものだ」

　その名は聞いたことがある。あれは確か日下部くさかべが撃げき沈ちんした日だ。ブルクハルト専用機の内部に居た、液えき槽そうに浸つかったエルフそっくりの人魚。黒い柩章が胸にあった。

「……あいつか。おまえはどんな過去を視たんだ？」

「それはワゴンしだいだ。知るべきときが来て、おまえがワゴンを納得させられれば知ることができるだろう。手帳も渡してある」

「手帳？」

「出かけてくるぞ、スネイク」

「こんな遅くに？」

「監かん視しが緩ゆるむのは、いまぐらいしかないのでな。始まる前に確かめておかなければ」

「監視？　ああ、茜あかね子こ？」

　アルマは周りを見回して、ある場所で遠い目をする。

「スネイクはそれでいい。この艦隊を守れ。いずれ全ぜん貌ぼうは見えてくるだろうが、そのときに気づく。この仲間が、世界に選ばれていることを」

「……何の話？　始まる前、って大だい審しん判ぱんのこと？」

「もっと色々だ。スネイク、杉すぎ本もと涙る衣いはおまえに……」

　そこでアルマは、ハッと後ろを向く。棚に置いてある地球儀を見ている。

「涙衣が、何？」

「いや。ワゴンが信じるなら、わたしも従おう」

　地球儀から目を離して、アルマは窓から出ていった。

「何なんだよ、もう。最後までちゃんと説明しろって」

　まあ、アルマは昔からそうだけどね。

　溜ため息いきをついていたら、あいつの言葉を思い出した──。

『日下部くさかべのことを助けたいのなら、全力で助ければいい』

　そうだな。行動を遅らせるよりは、いつもの僕らしく行こう。
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「ごめん、来ちゃった」

「来ちゃったって……」

　日下部が呆ぼう然ぜんとしている。なにせ、日下部のマンションの前だし。

　僕は早朝からこいつの家の呼び鈴を鳴らした。いま玄関ドアの前に立っている。インターホンをスルーして直接玄関に来た日下部くさかべは、パジャマ姿だ。

　ドアは半開きで、チェーンはまだかかっている。妙におどおどした顔で訊きいてくる。
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「用事は何ですか」

「ちょっと話したくて」

「わたしは話したくないんですけど？」

「まあ、そう言わずに」

「だいたい吉よし岡おかくん、どうしてわたしのマンションを知っているんですか」

「夜遅くなったとき小こ町まちに送って貰もらったらしいじゃん。ダメだよ、あいつは口止めしないと何でも喋しやべっちゃうから」

「うぅ……ッ！　小町さん、何てことを。完全に校則違反じゃないですか」

「あいつ生徒じゃないし。ねえ、さっきから気になっていたんだけど、日下部、おまえ顔が赤くない？」

「当たり前ですよ！　ここは女子の部屋ですよッ？」

「いや、うちには闇やみ子この部屋だってあるし、いまはエルフの部屋だってあるから見慣れているって。恥ずかしくないない」

「わたしは恥ずかしいです！　男子に部屋を見られるなんて、完全に不純異性交遊じゃないですか。矯きよう正せい室しつ送りますよ」

「そんないちいち部屋入ったくらいで矯正室だったら、毎日送られちゃうって。ほら、ドアチェーン外はずして」

「イヤですよ！」

　閉めようとしたので手を入れて阻そ止しする。

「……警察呼びますよ？」

「判わかった。ここでいいから、話そう」

　ちょうどそのとき、お隣となりさんのドアが開いて、僕の後ろを通っていった。

　日下部くさかべが半はん目めで僕を睨にらんだかと思うと、ドアチェーンを外す。

「あれ？　いいの？」

「早く入って下さい！　近所に筒つつ抜ぬけじゃないですか」

「けっこう気を遣つかってんだなあ」

　靴を脱いで中に入る。日下部の部屋はフローリングの、普通の部屋だ。家具は最低限。なので太た刀ち二本と木ぼく刀とうと竹刀しないのセットがあるのは非常に目立つ。

　エルフが見せて貰もらったと言っていた零ゼロ戦せんパイロットのゴーグルもしまってある。

　フローリングに、三枚の畳たたみをそのまま並べ、布団を敷しいて寝ているのがシュールだ。

「……この畳は？」

「畳じゃないと眠れないんですよ」

「はぁ。だいたい、何で寮りようじゃないの？」

「滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんに出たら、滅めつ葬そう戦せん参さん加か者しや生せい活かつ補ほ助じよ制せい度どっていうのを利用できるようになったんですよ。好きなマンションに住んで家や賃ちんも光こう熱ねつ費ひも無料になるっていうので、思い切って寮を出ました」

「うはぁ……そんなのあるんだ」

　ダイニングにあるテーブルにつく。

「お茶でいいですよね」

「コーヒーが……」

　睨まれた。

「お茶でいいです」

　急須があるのに、パックのお茶を出されたよ。

「お茶ちや請うけは……」

　睨まれた。

「なくても大丈夫です」

　日下部もテーブルの反対側につく。スマホを出して何かを確認して「あれ？」と言っている。

「電波ないよ。いま小こ町まちにジャミングして貰もらっているから」

「はいッ？」

「茜あかね子こに見つかりたくなかったから。僕だけで動きたかったんだ。じゃあ本題。ちょっと込み入ったことを訊きくよ？」

「何ですか、妙に改まって」

「日下部くさかべはどうしてもコマンダーとしてやっていきたいわけだよね？」

　その問いかけを聞いて、日下部の顔から面倒そうだった表情が消えた。

「もちろんです」

「義手の暴走が試合中に起きたら、って考えたことは？」

「……あります」

「昨日の演えん習しゆうでは、義手を暴走させないように、って神経使いすぎて日下部らしい動きが一つもできていなかった──」

　日下部の目に怒りの色が宿ったので、先に謝る。

「ごめん。褒ほめたのは本心じゃなかった」

「……そうですか」

　口元がヒクッとした。出さないように抑おさえているけど、完全に怒っている。

「正直、コマンダーとしても復帰できる見込みが薄い状況だ」

「辞めろ、って言いにきたんですね」

「いや、逆」

「はい？」

「やれ、って言いにきた」

　日下部は目を丸くして僕を見つめている。

「正直さ。日下部を撃げき沈ちんさせてしまったのは僕だと思っている」

「そんな！　あれは、わたしの……」

　日下部の答えを手を突き出して制する。

「おまえが命令無視したあと、僕は強く止めなかった。許したも同じだ」

「…………」

「だからこの状況も僕に半分責任がある。その分はきっちりと償つぐなわせて貰もらう」

「償いなんて必要ありません」

「おまえに必要なくても、やる。僕が納得できないんだよ」

「……やるって、何をするつもりですか？」

「最後まで諦あきらめず、おまえの面倒を見る」

　自分のお茶を飲もうとして、噴ふいて咳せき込んでいる。お茶がよっぽど熱かったらしい。顔が真っ赤だ。

「大丈夫？」

「大丈夫ですよ！　けほっ。もう、こんなときに優しくするなんて。二学期始まったら反省文を四〇〇字詰め原稿用紙に六億枚ほど書いて貰もらいますからね！」

「六億枚買うだけで人生終わりそうだけどッ？」

　立ち上がって、僕の腕を摑つかむ。

「ほら、帰って下さい！」

「あ。えっと、まだ話が……」

　日下部くさかべが真っ赤な顔で、太た刀ちを手に取った。

「判わかりました！　帰ります、すいませんでした！」

　逃げるように部屋をあとにする。マンションを出てから、ふり返る。日下部の部屋の窓のカーテンが、シャッと閉まった。

　とりあえず決意表明はしたわけだ。大変なのはこれからだけど。

　まずは、あいつが復帰できるための方策を考えないと──。
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「ふぁッッ？」

　エルフが驚きの声を発したのは、当てたと思った砲ほう撃げきが躱かわされたからだ。

　躱したのはコルベット星ほし歌かだ。日下部が操そう艦かんを担当していて、砲撃を察して際どい取とり舵かじを入れて、着弾で発生した巨大な波も、サーフィンするみたいに上手く捌さばききった。

　本日行われた紅白対抗・実じつ戦せん演えん習しゆうでは、日下部の操艦にキレが戻った。もちろん義手の暴走もしていない。くじ運が悪くて、うちの白組は涙る衣いも茜あかね子こもいたから、日下部の居る紅組の負けは確実だったんだけど、勝てないまでもエルフにミサイルを一発くらわせる大だい健けん闘とう。三姉妹が発射した三本のミサイルを束ねて二本で迎撃をブロックしてから、低空から艦かん橋きようの窓にぶち当ててきた。余裕ぶっこいていたエルフも、胸がセルブレイクして悲鳴上げていたよ。

　決着ついたあと、柩きゆう艦かん茜子にコマンダー転送して貰って、直接話す。

「いいんじゃない？　試合出せそうだよね？」

「あんた、朝、何を言ったの」

「……バレたか」

「ふん。コソコソやってなさいよ、バカ」

　茜子は日下部のオペレーションを映した動画と、実際の戦局の流れを示す海図を同期させて見み較くらべてから、ポケットから何かを出す。生徒手帳……？

　茜子はしばらく生徒手帳を見つめてから、またポケットにしまう。

「あたしは反対」

「えぇ……まだ？」

「話はおしまい。今日の演えん習しゆうを終了するわよ」
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　アルマはそのあと、編成発表を行おこなった。

「今回の編成はわたしが担当した。出場メンバーはエルフ、茜あかね子こ、三姉妹、闇やみ子こ……以上だ。指揮権はスネイクに委い譲じようする。コマンダー日下部くさかべの搭とう乗じよう艦かんは星ほし歌かとする」

　編成させて、と前から言い張っていた茜子がくってかかる。

「今日は良かったけど、今日だけかもしれないわ。日下部はもう少し様子を見てから試合に出すべきよ」

　言いやがった──。

「茜子。それ言っちゃダメだろ」

「あと、涙る衣いを入れなさいよ！」

「涙衣とわたしは用事がある。試合当日だけでなく、当分は演習にも参加できないかもしれないな」

　茜子が涙衣を睨にらみつける。

「聞いてないわよ、涙衣。あっちの仕事はやめなさい、って言ったじゃない」

「あっちの仕事？」

「峰ほう介すけは黙ってて！」

「あ。ハイ……」

「あんたの扱いを巡めぐって取引したのは、動きやすくするためじゃない。足を洗って欲しいのよ。このままじゃ、あんた幸せになれないわよ？」

　茜子が何を言っているのか判わからないけど、スウィーツフェアで涙衣が泣いた件と関係があるだろう。涙衣には何か事情があるのだ。

　涙衣は困り果てた顔で考えていたけど、毅き然ぜんと答える。

「これはどうしてもしなきゃいけなくて、そのためにアルマさんとも話し合って、協力してやっていこうと」

「どこに行くのよ!?　何しに行くのよ!?　もうあたしの協力は必要ないってことッ？」

「…………」

「いいわよ！　みんな勝手にうどんこねてればいいじゃない！」

　むくれた顔で茜子が帰っていく。

　日下部がしょんぼりした顔をしている。試合から外せと言われたのが、ショックだったんだろう。

「気にするな、日下部。試合まであと一週間ある。その間に何とかしよう」

「……はい」

　去っていく姿が哀しそうで見ていられない。もう少しフォローしようかと思ったら、エルフが行ってくれた。

　マズいよな。艦かん隊たいの雰囲気が重くなっている。このままだと試合前に空中分解しそうだ。

　砂浜を歩きながら考える。

　涙る衣いと茜あかね子こも何かありそうではあるし、アルマがやけに留守がちなのもおかしい。そんなときに日下部くさかべの問題が片づくかどうか瀬戸際の状態だし。どうする……？　動いた方がいいだろうか。

「やあ、アスタロト」

　おおっと……。遂ついに現れやがった。

　砂浜を歩いてくるのは、ツインテールの男子制服の、男だか女だか判わからないヤツ。

　ミカエルだ。こいつの正体は判らないけど、滅めつ葬そう戦せんで天てん使しが襲しゆう来らいするたび、僕に預よ言げんを持ってくる。滅葬戦の中で天使の柩ひつぎの上に乗って、白い羽根を広げたりと、すっごい怪しい行動を取っている。もしかしたら敵かもしれないけど、いまのところ預言で僕を助けてくれる。なので、強引に正体を聞き出すわけにもいかない……。

　とりあえず、普通の人間でないのは確かだ。

「とうとうオケアノスまで入ってきたな」

「まあ、ボクに境界は引けないからね」

「もういいから、さっさと預言を頼む」

「それなんだけど、条件をつけようかと思って」

「条件──？」

　ミカエルの口元には妙に含みがありそうな笑みが浮かんでいる。

「君がこっちサイドなら、天使攻略の預言を与えていい」

「どっちと、どっちがあるんだ？」

「君はアルマとブルクハルト、どっちにつくんだい」

　……そうきたか。

「ミカエルはどっち側？」

「いままでは、君は文句を言いながらもブルクハルトに従ってきたよね。でも、これからは違う。アルマには絶対つかない、って約束できるかい？」

　二人が対立していることは、エアライナーでの会話で薄々と察していた。

「約束はできない。ブルクハルトの行動が危ういなら、僕も止める側に回るかもしれない」

「そう……残念だよ。君との蜜みつ月げつの関係もここまでなんてね」

　ミカエルの背中に白い翼つばさが翻ひるがえった。そして、その姿が大量の羽根を散らして消える。

　あいつ、ブルクハルト側か。

　色々と厳しくなってきた。次の滅めつ葬そう戦せんが始まったら、預よ言げん抜きで勝たなきゃいけないし、ブルクハルトが敵に回る可能性まである。

「こんなんで、天てん使しに勝てるのかよ……？」

　いまのは、誰だれに向かって言ったでもない。強いて言うなら自分への戒めだ。
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　準決勝、当日──。

　僕らは生徒会長《黒くろ崎さき冴さえ子こ》率ひきいる黒崎艦かん隊たいに挑んでいる。試合は終しゆう盤ばん戦せんに差しかかり、有利か不利かで言えば、不利どころか負け寸前だ。

「茜あかね子こはステルスして自じ陣じん三番まで後退！　日下部くさかべ、コルベットチームを散開させて。主力はエルフに相手させるから、回り込んで裏取りして自陣一番を取り戻して」

〔了解です、吉よし岡おかくん〕

　敵の航空戦力が猛攻を仕掛けてきて、それに対処するのに手一杯。茜子の言う通り、涙る衣いは抜かない方がよかった。

　海図は敵を示す赤のマーカーだらけ。フィールドもどんどん後退し、自陣ベースを取られて現在二対四。すぐに一対五にされるだろう。そうなると相手のボット総数が増していまより大量に襲おそってくる。この流れだけはくい止めないと。

　エルフは自陣三番ベース手前に陣取る。空くう間かん断だん層そうが海かい峡きようになっていて、しかも天井が低い。エルフを倒さないと突破できない場所で、まさしく最後の砦とりで──ここを抜かれたらゲームオーバーだ。

　高級ターレットのゲイボルグを買い、対艦攻撃に備える。

〔さすが黒崎艦隊ね。隙すきがまったくないわ〕

　黒崎冴子は生徒会長で、滅葬戦においては総そう司し令れい官かんとして軍ぐん艦かん学がく園えんのフュルギア全体を統とう率そつしている。並みの器では務まらない地位だけあって、そのファイティングスタイルは強気ではあるものの無む謀ぼうではなく、反撃の余地を残さない。艦隊も米海軍の第七艦隊をモデルとした攻防自在な編成。技量も圧巻だ。こっちはスピード展開で押したのに、スピードでも負けた。

「守り通すぞ！」

　防空戦に備え、ブイや目め眩くらましを飛ばし、エルフの艦かん載さい機きである滅めつ葬そう零ゼロ式しきを発進させる。

　だけど間に合わない。対艦ミサイルをベースにぶち当てられ、破壊。自陣ベースは陥落、これで一対五──。

「……あああ師し匠しよう、敵が山のように来ます！」

「全部引き受けるぞ、エルフ」

「ええっ!?　あんなにいっぱい攻撃くらったら、エルフ壊こわれちゃいます……ぎゃひんッ！」

　警報の前に、爆音がして巨きよ艦かんの床ゆかが揺れる。船速がみるみる落ちる。エルフの足元がセルブレイクしている。固定軸のスクリューを壊されたみたいだ。

　だけど、抜かりはない。エルフの機関部は大幅改修されていて、機関出力を多数備えている。

「マスカー放出！　電でん気き推すい進しんアジマススラスター、全基展開！」

　巡じゆん洋よう戦せん艦かんの船底に四基のスラスターが迫せり出る。これは、水平方向に三六〇度の回転が可能なポッド推進装置で、従来のスクリューではできない動きが可能となる。

　僕は柩きゆう艦かんエルフを真横にスライドするように動かし、次に放たれた魚ぎよ雷らいを躱かわす。

「闇やみ子こ、潜せん水すい艦かんの始末は任せたぞ！」

〔おまかせ下さい、お兄ギャん〕

　エルフの対潜装備は外はずしてあるので、闇子が仕留めてくれるのを信じるしかない。

　光学分析ウインドウが、警告音を発する。映像解析によるとミサイル接近中とのこと。

「来るぞ、エルフ。新型兵装の出来映えを見せてやれ！」

「ふぇぇん……きっと痛いですよぅ」

「当たる前から泣くな！　発射基ＶＬＳ、オープン！」

　マックスＢＯＸのコントローラを何十個も出現させて、対空ミサイルの追つい尾び装置に連動させて投げ渡す。

「当たったら痛いぞ！　当たりたくなきゃ、ガンガン射うち墜おとせ」

「鬼です！　師し匠しようは鬼です！」

「一基のボットさえも抜かれるな！　殲せん滅めつしろッ」

「五い十そ六ろくたんは言いました。ここを奪とられたら命運は決する。あらゆる手段を尽くし……」

「ウンチクはいいから射てッ！」

　鼻をすんすんしながら、エルフは対空ミサイルをコントローラで操作。ステルスされてレーダーの効かないミサイルにぶち当てていく。

　僕は《三さん位み一いつ体たい》ウインドウを確認。エルフがその奇跡の実力を発はつ揮きするとき、このウインドウに表示されるメンタルバランスを示す三角形が、正三角形に近づくよう設計されている。

　バランスが僅わずかに悪い。

「おまえシータ波は出しすぎだ！　対艦ミサイルごときにビビってんじゃねえッ」

「ムチャ言わないで下さいよう！」

　それでも、投げ渡すコントローラで次々とミサイルを迎げい撃げきし続ける。

　新兵装、手動イージスシステム──。

　この余りにバカげたシステムは、おそらくエルフにしか動かせない。こいつの野生児じみた反射神経と、ヴァルキューレの超視力に依存して構築されている。

　通常のイージスでは迎撃できないステルスミサイルさえも墜とせる。

「いいぞ、これなら……」

　なんて思ったのが甘かった。海上を覆おおうような数のボットが湧わいてきて──、

〔きゃあ！〕

「おい、茜あかね子こッ？」

　ステルスモードで身を隠していたはずの茜子が、集中攻撃をくらっている。おそらくは〝ボットにぶつかった〟のだろう。衝しよう突とつなんて事態は普通は考えられないけど、これだけ数がいればあり得なくもない……。

　日下部くさかべが声を上げる。

〔援えん護ごします！〕

「待て、日下部！　ムチャするなって！」

　柩きゆう艦かん星ほし歌かが、茜子の包囲網に接近する。敵ボットが気づいて、星歌にも撃うってきて──。

　二、三発まではその砲ほう撃げきを躱かわしていたのに、いきなり妙な動きをして直撃弾をくらった。

「……日下部!?」

　通信映像を観ると、炎に包まれた艦かん内ないで日下部が放心したような顔をしている。義手が暴走してヘンな動きをしている。

〔ごめんなさい……〕

　────通信途絶。映像は砂嵐ノイズに変わる。星歌のマーカーに、撃げき沈ちんの表示が出る。

　リカバリーしようと舵かじを切った月つき歌か、陽よう歌かも撃沈。

「…………クソ、何でこうなるッ！」

「師し匠しよう……」

　日下部のコマンダーとしての再スタートの日だった。あいつを勝たせて自信を持たせてやりたかったのに──。

「師匠、早く命令して下さい！　やられちゃいますよ」

　爆音が響ひびき、警報が鳴る。エルフが攻撃されている。空も海も、敵、敵、敵、ボットにミサイルに航空機に敵柩艦。

　目の前が敵で覆われている。勝てるわけがない。

「──師匠オオォ──ッ！」

　エルフの絶ぜつ叫きように、我に返る。

　そうだ。まだエルフが居る。僕の使命は、こいつを最強の柩艦に育て上げること。海の女王であり、滅めつ葬そう戦せんの象徴となる絶対的な存在──滅葬のエルフリーデを、誕生させることだ。

「コイル迎撃砲、展開ッ！」

　コイルとは、酸素ケミカル・ヨウ素オキシゲン・化学アイデインの略。化学反応を利用したレーザー迎撃砲だ。

　艦外カメラの映像を見る。迫せり出てきた丸い兵装モジュールが、レンズの砲口を天に向ける。

　僕は二四個のコントローラをコイルに連動させ、次々とエルフに投げ渡していく。

　エルフはコントローラを受け取り、撃ち、受け取り、撃ち──。

　コイルの放つレーザー光が、射程に入ったミサイルも航空機も撃うち墜おとす。近くにいるボットも薙なぎ払われ、次々に爆発していく。

　次のコントローラを投げ渡す。

「滅めつ葬そう零ゼロ式しき、フルアタック・モード！」

　上空を抜けていった未来型水上機が、ハリネズミのような形に変型する。兵装のハッチを開け、ステルス性を棄すてた姿。この無防備な状態から放たれるのは──絶大な攻撃力だ。

　零式が百発ものミサイルを放つ。花のようなルートで飛行してから、敵へと牙きばを剝むく。海が火の海となり、怯おびえた敵てき艦かんが後退を始める。

「三さん式しき砲ほう弾だん・改、自動給弾ベルトに挿入！」

　カメラ映像を見る。エルフの甲板の装甲シャッターが開き、戦せん艦かん大和やまとの四六センチ主砲のレプリカが二基、迫せり出てくる。いや、もはや戦艦大和のレプリカですらない。砲身が異常に太い。七つの砲口のついた回転砲身だ。

「イナーシャモーター始動、火器反動制御ジャイロ、スタンバイ──」

　唸うなるような音と共に、砲身が高速回転を始める。

　僕は主砲の管制システムにコントローラを接続し、エルフに投げ渡す。

　受け取ったエルフが、二刀流コントローラで敵に狙ねらいをつける。

「────シリンダーキャノン、ファイア！」

　咆ほう哮こうのような砲声が発されたけど、それは終わらない。

　エルフ最大の武器である巨砲は、改造によってガトリング式速射砲へと変へん貌ぼうしている。

　毎分二六〇〇発の発射速度で爆ばく発はつ成せい形けい侵しん徹てつ体たいの成形炸薬弾シエイプド・チヤージを発射する。これは爆圧によって液化した金属の波が、飛びながら〝自ら砲弾としての形状を作り上げる〟という代物で、従来よりも遙はるかに強力な貫通力を備えた砲弾だ。

　成形炸薬弾シエイプド・チヤージが嵐のように敵にぶちまけられて、破壊のオーケストラが始まる。ボットなどは直撃しなくても衝しよう撃げき波はで潰つぶれ、転てん覆ぷくし、かすっただけでミサイルがスピンして爆発し、敵の艦かん載さい機きも撃げき墜ついされていく。後退して距離を取った敵艦も狙い撃ちされて次々と撃沈──。

　普段滅多に揺れない柩きゆう艦かんエルフの床ゆかが、主砲猛連射の反動で揺れまくって、艦がのけぞり位置まで変わっている。なのに、エルフは砲撃をまったく外はずさない。

　敵潜水艦が切り札とばかりに、海面から六発の大型ミサイルを射うち上げたけど、エルフは素早く回転してコイル迎撃砲のコントローラを摑つかみ、すべて迎撃。

〔──お兄ギャん、フィニッシュです〕

　闇やみ子こが水中から敵潜水艦を突き上げて、エルフがシリンダーキャノンを放ち、敵が空中にいる間に撃ち抜く。

　……──空に、花火が上がる。

〔戦せん艦かんエルフリーデ、何と一対五からの逆転勝利ッ！　海を覆おおう大軍を、たった三〇秒で葬ほうむり去りました！〕

　嵐のような歓声が巻き起こる。エルフコールが木こ霊だまするように聞こえてくる。

〔わああ、やりましたねっ、エルフさん！〕

〔勝利おめでとうです！〕

　はしゃいでいるメンバーの通信ウインドウの中で、日下部くさかべが一人だけうつむいている。

僕も喜べない。このままだと日下部は立ち直れない。

　何とかしなきゃ──。
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　江え戸ど川がわには思い出がある。お袋ふくろによく連れてきて貰もらった。

　懐なつかしい、と思いながら土手の遊歩道を歩いて行く。ジョギングのおじさんとすれ違う。

　しばらく歩くと、橋の下からブォ、という重い風音かざおとが響ひびいてきた。

　日下部くさかべが太た刀ちを振る音だ。草むらが太刀の巻き起こす風で揺らいでいるけど、以前ほどじゃない。剣圧が弱くなった原因は、太刀を片手で振っているからだろう。

　日下部は、息を荒くしながら太刀を見つめる。両手で握ってみて、目を閉じて精神集中。

「──《無む塵じん双ぞう》！」

　無む念ねん流りゆうの奥義。低空から斬きり上げる技なんだけど、今回は大した剣けん圧あつも起こらず、しかも最後に義手がヘンな方向に曲がってしまい、太刀は草むらの中に落ちてしまった。

「気にすることないよ」

　僕の声に、日下部がビクッとふり返る。

「また無念流剣技を教えてくれない？」

「わたしにはもうムリです。剣術も操そう艦かんも同じです。両手があってこそ、です」

「でもさ、義手に慣れればきっと……」

「吉よし岡おかくんだって気づいているでしょう？　コルベットじゃダメなんです。わたしはウィグのスピードの中でしか生きられない」

　確かに日下部にはウィグが必要かもしれないけど、ウィグは超レア柩きゆう艦かん。代わりが見つかるとは思えない。

「滅めつ葬そう戦せんを辞めます」

「日下部……」

「どうしようもないじゃないですか。こんな弱いわたしでは誰だれも守れません」




　　　　▽△




〔あの高枝切りばさみが六本セットで、何と一万円！〕

「あらっ！　まあまあ！」

　母さんが目を輝かがやかせたので、全力で阻そ止しする。

「待って、高枝切りばさみに使う木がないから！　しかも六本なんて必要ないでしょ」

　僕らは居間で食事しながらテレビを観ている。茜あかね子こも来ている。こいつ独ひとり暮らしで出前と食堂ばっかりなのを知った母さんが、食事のたびに声をかけるようになっちゃったんだ。

　日下部も誘ったけど、来なかったらしい。あいつ、いつ引退を切り出す気だろう。エルフを使って様子を見てみるか。

「おいエルフ。日下部くさかべなんだけど、演えん習しゆうにいつ来るって言っていた？」

「あ。電話してみますね」

　茜あかね子こが睨にらんできている。

「ブレてる、って言ったわよね。それでもあんたは、日下部にちょっかい出すのよね。ホント最低だわ。永久にうどんこねてなさいよ、バカ」

「永久はムリだろ」

　茜子が溜ため息いきをついて告げる。

「アルマがあたしにこれを託たくしたわ」

　茜子が僕に何かを差し出す。この前の生徒手帳……？　茜子のじゃない。証明写真は知らない女の子の顔だ。

「嗣し子し道どう朱す咲ざく？」

「あたしは反対なんだからね！」
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「……ここかな？」

　僕は軍ぐん艦かん学がく園えんの中庭に立っている。

　生徒手帳には、手書きの地図が挟まっていた。色鉛筆で丁てい寧ねいに描かれた可愛いイラストつきだ。その地図の×バツ印がここなんだけど……。

「ふんふん、ふふーん♪　お水ですぅ」

　ゆるーい歌声が聞こえてきたぞ。

　中庭はレンガで仕切られて花か壇だんが作ってあるんだけど、その花壇に水を撒まいている女の子がいる。

　おだんごシニヨンヘアーの先っぽに、お花の形のリボンをしている。着ているのは軍艦学園初等部の制服だ。

[image: ]

　僕は花壇に寄っていく。

「あ……」

　女の子が僕に気づいて、口をぽっかり開けて眺めてくる。

「あ……？」

「あ！」

「あ？」

　女の子は笑顔になった。僕もとりあえず笑った。

「えいっ！」

　防犯ブザー鳴らされたあああ！

「助けて下さいなのッ、事案発生なのッ、襲おそわれるのぉ！」

「落ち着いて！　生徒手帳を拾って届けに来ただけだから。嗣し子し道どう朱す咲ざくさんだよね!?」

　生徒手帳を見せると、嗣子道さんはブザーを止め、警戒した顔で手帳を引ったくる。

「ありがとうなの。でも嗣子道さんは、だからと言って男性を近づけさせたりしないの。それがデキる女の嗜たしなみなの。判わかりましたか？」

「……はい」

　他の花か壇だんに水を撒まき、雑草を抜き始めた。手伝おうとしたら睨にらまれたので、手は出さないでおいた。

　途中でいきなりハッとした顔をしたかと思うと、ポケットからチョークを取り出し、道に絵を描き始める。──って、激上手いッ！

　描き上がったのは、袴はかま姿すがたに太た刀ちを持ったロングヘアの女子…………あれ、見覚えある……？

「武ぶ士し女おんな……？　いだっ」

　おでこにチョーク投げられた……。

「マスゴミがつけたニックネームで、武士様を呼ばないでなの！」

　嗣子道さんはスマホを出して、絵を出してきたぞ。

「ちなみにこれは去年の夏コミの表紙なの。織お田だ信のぶ長なが×伊だ達て政まさ宗むねでしたの。今年は信長を武士様にして下げ克こく上じようからの同軸リバ・オレ様受けで行こうかと思ってるの」

　次のページを見せてくる。

「て、わあああッ、ちゃんと大事な部分を修正しろ！　あと日下部くさかべは女だからな」

「日下部って誰だれなの？」

「武士様本人だよ。僕の知り合い……え……ちょっと嗣し子し道どうさん何やってるの」

　嗣子道さんがタイを外はずしてわざと胸元を開けて、靴下を下ろしている。

「……ええええ、ちょっと」

　防犯ブザーを突き出された。

「いますぐ武士様に会わせないと、性的なアレやコレやされたって交番に駆かけ込むの」

「いますぐゥ!?」




　　　　▽△




「ごめん、来ちゃった」

　日下部のマンションの玄関ドアの前に立っている。今回はチェーンも外してドアを開けてくれた。僕の横には嗣子道さんが居る。

「…………物もの凄すごいデジャヴを感じますけど？」

「そうね。二度目だね」

　日下部のこめかみがピクッとした。

「ねえ、吉よし岡おかくん」

「はい」

「わたしの家には真しん剣けんの太た刀ちが置いてありますよね？」

「そうですね」

　返事した瞬しゆん間かん、殺人も厭いとわない目で睨にらまれた。

「マジで斬きりますよ？」

「土下座でカンベンしてくれないかなあ……？」

「斬られるのが背中になるだけですね。ったく、とにかく上がって下さい。ご近所さんにうるさい人が居るんです」

「ごめん」

　僕と嗣子道さんは部屋に入った。嗣子道さんは日下部に近づいて目をきらきらさせる。

「あふぅー……間違いなく武士様ですなのぉ」

「な、何ですか、この子……」

「おまえのファン」

「はい……？」

　ヤバい。日下部くさかべの目が厳しくなった。

「朝、あんなシビアな話をしたあとに、こんな空気読まないことしたら、わたしがキレるかなあとは一いつ瞬しゆんたりとも思わなかったわけですか？」

「思いました……」

　僕らの会話に嗣し子し道どうさんが割り込んでくる。

「嗣子道朱す咲ざくって言いますなの。女の子だけど、武士様と結婚したいの……。これいつも持ち歩いている婚こん姻いん届とどけなの」

　そう言って半分書いてある婚姻届出してきた……。

　ヌルい空気が流れた。

　どうリアクションしていいか判わからないので、とりあえず日下部を見た。無言で剣を取りに行っている。僕は日下部を羽は交がい締じめにした。

「感情に任せて武器を手に取る行為は、悲劇しか生まないよ！」

「吉よし岡おかくんをぶちのめすのはあとにします」

「ぶちのめされるんだ……」

　嗣子道さんが日下部の布団に寝て、日下部の枕まくらを〝すーはー〟し始めたけど、見なかったことにして、日下部と話す。

「あのさ、朝の件なんだけど考え直してくれない？」

「よしてくれます？」

「日下部だって辞めたいとは思っていないだろ」

「……それは」

「諦あきらめるには早いって」

「希望的観測ですよね」

「でも、ウィグがないって話以外は、努力次第で何とか──」

「────いま、ウィグって言ったなの？」

　嗣子道さんは敵でも見るような目で、僕らを睨にらんでいる。

「言ったけど？」

「滅めつ葬そう戦せんには絶対出ませんの」

「どういうこと？」

「嗣子道さんは説得してもムダなの。何度言われてもお断りなの。嗣子道さんはあの日、思い知ったの。戦うなんてバカのすることだって。憧あこがれの武士様に逢あえたと思ったのに、欺だましてたなんて……最低なの！」

　嗣子道さんは涙ぐんで、部屋を出ていった。

「吉岡くん、いまの何ですか？」

「さあ……」
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　そこから日下部くさかべを強制連行して、演えん習しゆうに参加させた。終始ふくれっ面ではあったものの、辞めるという話は切り出さないでいてくれた。

　演習中も相当考えたけど、演習後のミーティングでも、僕はこの謎だらけの事態をどうにかしようと考えていた。

　この件で、なぜアルマが茜あかね子こに〝嗣し子し道どうさんの〟生徒手帳を渡したか、という点。まずこれが第一の謎だ。

　嗣子道さんの生徒手帳を茜子に預けることによって、アルマは〝茜子の許可〟という流れにしたかったのだと思う。つまり僕が嗣子道さんに関わりを持つことが、艦かん隊たいのためになるのかどうかを茜子に判断させたかった──？

　仮にそうだとすると、嗣子道さんには何か重要な意味があるということになる。アルマは黒い柩きゆう章しようを見て、僕と同じように過去を幻げん視ししたという。過去の光景の中で、嗣子道さんという存在が、僕らの艦隊を救うきっかけになると、気づいたのだとしたら──？

　……うん。仮説だけど可能性は高そうだ。

　僕らはいま、日下部が艦隊を去りかけているという窮きゆう地ちに陥っている。あくまでも推測だけど、嗣子道さんと日下部の件は繫つながっているんじゃないかと思うんだ。つまり嗣子道さんには、日下部を救う何らかの力があるんじゃないか──？

　ああっ、もっと情報が欲しいけど、アルマは僕の家を出ていて、連絡取れないし。

　茜子が、締しめの言葉を言う。

「これで本日の演習を終わるわ。決勝戦は準決勝よりも格下の相手ではあるけど、油断せずに挑むこと。判わかったわね？」

　はいッ、と皆が声を上げて、解散。帰って行こうとする茜子を止める。

「頼むから、嗣子道さんの情報ちょうだい」

「イヤよ」

「何を怒っているんだよ？　日下部のことが心配じゃ……」

　うわ、二〇メートルくらい離れているのに、海面に立っている日下部が鼻をくんくんさせながら立ち止まって、こっちに走ってきた。

「余計なことをするのはやめてくれますか？」

「でも、日下部……」

「吉よし岡おかくんがしていることは、迷惑なんですよ！」

　大声だったので、周りが凍りついた。

　静まり返っている中で、日下部は僕でなくみんなに向き直る。

「今日で艦かん隊たいを辞めさせていただきます」

　しばらく静寂の時間が流れた。

　エルフが青い顔で近づいてくる。

「冗談ですよね……？　日下部くさかべ」

「いいえ」

　日下部は去っていく。追いかけようとしたエルフに「来ないで下さいッ！」と叫さけんで、海上のドアへと向かう。

　仲間が一人、艦隊を去る。覚悟はしていたけど目まの当たりにすると、どうしていいか判わからずに立ち尽くした。
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　眠れない。時計を見る。午前三時だ。

　外に出て、砂浜に座る。夜の海はひっそりとしていて、潮しお騒さいだけが響ひびき渡っている。

　月が雲に隠れていて、波打ち際は暗く沈み込んでいる。

　こうして寂さびしげな場所で独ひとりになってみると、認めたくなかったことも、目の前に突きつけられるような気がしてくる。

　僕のせいで、失敗した日下部のショックは余計に大きくなった。

　間違いだった。茜あかね子この言う通り、もっとゆっくりと日下部を復帰させるべきだった。

　あの様子では日下部は戻って来ないだろう。艦隊の雰ふん囲い気きも落ち込んだ。もう元には戻らないかも。こんなどうしようもない事態にした責任は、指揮官である僕にある。

　僕はもう、日下部の件に関わってはいけない。関われば関わるほど、あいつの哀しみを大きくするだけだから……。

　後ろの方から小こ町まちの声がする。

「どうなされましたか？」

「眠れないだけだよ」

「奇き遇ぐうでございますね。同じように眠れない方がいらっしゃいます」

「……は？」

「話し合ってはいかがでしょうか」

「誰だれ？　……っておいッ！　いきなり転送すんなって！」

　僕の足元が光り出して、逃げようとしたけど遅かった。

　地面がなくなったかと思うと、少し落ちて尻しりを打って──。

「あだッ！」

　ヒュ、と風かざ音おとが鳴って、僕の顎あごに何か触れる。冷たい感触だ。金属──？

「って、これ刃じゃねえかよ！　うわあ、やめえええッ！」

「貴様か。驚かすでない」

　目の前に立っている凪なぎが、僕の顎あごに刃を据すえている。

　流れるような動作で剣を鞘さやにしまうと、溜ため息いきをつく。

「このような場所に現れるから曲者と思ったではないか」

「このような場所って、どこだよ……ヒィイイ──ッ！」

　軍ぐん艦かん学がく園えんの第一校舎の屋上だ。フェンスもなくて立入禁止になっている。僕が居るのはへりの部分で、あと数センチほどズレていたら落ちている。

「何でこんなとこに居るんだ!?」

「父上が『心赴おもむく場所に行け』と仰おつ有しやったのでな。この地より争いの臭においがするのだ」

「嗅きゆう覚かくで何でも判断するのは日下部くさかべ家けの伝統か……」

「すまなかった。腹を切れなどと申して」

「いや……僕が不ふ甲が斐いないばっかりに、妹さんをあんな目に」

「貴様のせいでないのは、承知済みであった」

「でも、あの妹さんは……」

「舞まいはすべて諦あきらめようとしておる」

「…………」

「貴様はそれでよいのか」

「本人の問題だし」

「貴様は我と舞の関係を修復しようと奔ほん走そうしておった刻ときでさえも、周りから非難を受けていたのであろう？　我の気持ちも、舞の気持ちも無視して引っ張り回し、仲なか違たがいを吞のみ込めとまでのたまった」

「強引すぎたよね」

「貴様はそうあるべきである」

「…………え……」

　凪が微笑む。

「己を晒さらし、己の道を征ゆけ。誰だれになじられようと心を減らすな。信じて突き進み、誰にも見えない勝利を摑つかんでみせよ」

　雲が流れて、月が顔を出す。

　月明かりが屋上を照らし上げる。海の顔を煌きらびやかに変える。凪が笑みながら、告げる。

「バカでいいのだ。貴様らしく、もがき続けよ」

　もがき続ける、って言葉にハッとした。

　凪はさらっと言ったけど、それは僕が忘れてきたことだ。

　僕の考えは理解されないときが多い。理り路ろ整せい然ぜんと言われながらも直感を信じることも多かったし、感情が僕を衝つき動かしてきたことも多かった。

　僕は本来そうなんだ。試合でもそうじゃないか。誰だれかに気を遣つかって二にの足あしを踏ふむようなことをしてこなかったから、勝てた。

　日下部くさかべと凪なぎが仲なか違たがいをしたとき、強引に結びつけたのは僕だった。

　あのときの熱い気持ちを忘れかけていた。仲間の絆きずなを守ったという、かけがえのない達成感を忘れかけていた──……。

　そうか。

　こんなんじゃ、ダメだ。

　僕は萎い縮しゆくして、つまらない男になろうとしていた。僕が自分を信じずに、誰が信じるっていうんだ。信じる道を貫かないなら、そんなのは僕じゃない。

　吉よし岡おか峰ほう介すけは、たとえ失敗してでも突き進む。それが僕だ。最後までもがき続けよう。

　凪が問う。

「貴様が、いま一番大事にしたいのは、何だ？」

「仲間が苦しんでいる。絆を失おうとしている。僕は指揮官としてミスをしたかもしれない。でもさ、大事なのはミスしないことじゃないんだ。僕は日下部の心を守りたい。そうするためには、徹底的に関わるしかない。たとえどんな結果になろうとも」

　凪は僕の肩に手を置いた。

「迷いは晴れたな。行け」

「……ありがとう。やってみるよ」

「うむ」

「小こ町まち！」

「小町でございます」

「日下部の部屋に」

　間かん髪はつ入れずに転送が始まる。

　日下部のマンションの前に出た。窓に明かりがある。起きているな。

　部屋に行ってインターホンを鳴らす。

　一分近く粘ねばられた。日下部はチェーンをつけたまま、ドアを開ける。

「こんな時間に失礼ですよ。帰って貰もらえませんか？」

　泣いていたんだろう。表情は疲れきり、目の下が腫はれている。

「開けてくれ」

「イヤです。話したくありません。ほっといて下さい」

　閉めようとしたので手を突っ込んだ。ドアで挟まれた。

「──いぎィッ、」

「吉岡くん!?　何てことするんですか！　手をケガしたらオペレーションができなくなりますよ！」

「気の毒に思うなら中に入れろ」

「イヤですよ。帰って下さい」

　ガチャッと隣となりの部屋のドアが開く音がして、日下部くさかべが困った顔をする。

「もう！　入って下さい」

　チェーンを開けて、ドアを閉める。僕らはリビングまで行ってから、また話し始める。

「何で逃げる？　おまえは剣の修行も、厳しい演えん習しゆうも乗り越えた。今更やめるなよ。どんな状況でも戦えよッ！」

「片手ではムリですよッ！」

　日下部の右腕を摑つかむ。

「まだ残っているだろッ！」

　日下部は僕の手をふり払う。

「こんなの、わたしの手じゃありません」

「努力を続けろよ！」

「希望なんてありません」

「滅めつ葬そう戦せんの試合や演習は楽しくなかったか？　戦いの合間に仲間と過ごす時間は楽しくなかったか？」

「…………」

「希望って、小さい幸せの積み重ねなんじゃないのか？」

「………………違いますよ」

　日下部の目に溜たまった涙が、決壊してぽろぽろ落ちていく。

「戦えなくなったなんて、自分への言いわけです」

「どういうこと……？」

　解けるように濡ぬれた日下部の目が、僕をじっと見つめる。

「絶望するな、って言いましたよね？」

「言った」

「でしたら、ほんの少し希望を下さい」

「希望？」

　答える代わりに日下部から差し出されたのは──……唇。

　キスだ。日下部と僕は、いまキスしている。深く押しつけるように交わった唇の熱が、僕の脳を焦こがす。

　動けない。指一本──すら。

　──ガタッ、と大きな音がして。




　その方向を見た僕は、戦せん慄りつを覚えた。

　椅い子すに立てかけられていた太た刀ちが倒れた音だった。

　ダイニングの奥に人影がある。

　居るはずがないヤツだ。いまここに、居てはならないヤツだ。

　エルフだ。

「…………あ……ええとですね……日下部くさかべと、お菓か子しパーティーを……しようと」

　コンビニの袋をテーブルに置いたけど、その手は震ふるえている。

「あの……聞いて下さい、エルフさん。これは……」

「黙って下さいよ、日下部ッ!!」

　怒鳴りつけたあと、エルフは肩を震わせながらうつむく。

　エルフの目から涙がこぼれる。見せまいとするように手で覆おおい、去っていく。

「……追わないんですか？」

　日下部の言葉にさえ、僕は答えられなかった。
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　ドアが閉まってからどのぐらい立ち尽くしていたろう。

　スマホが鳴る。茜あかね子こからだ。

〔あんた、何やってるのよッ!?　あの子は世界一重要なフュルギアなのよ!?〕

「判わかっている」

〔判ってないわよ！　天てん使しが襲しゆう来らいしたらあの子抜きに戦えないのに──〕

「それも判っている」

　日下部くさかべが泣きながら僕の腕を摑つかむ。

「ごめんなさい、吉よし岡おかくん……わたしのせいです」

「日下部のせいじゃない。追い詰めたのは僕だ」

〔誰だれのせいか、なんてどうでもいいのよ！　あの子が戦わなきゃ、世界が終わるのよ!?　峰ほう介すけがいま一番大事にすべきなのは、あの子じゃない〕

「そうかもしれないけど、いまのあいつに、何を言ってもムダだろう。時間が必要だ」

〔……ほっておくの？〕

　僕はエルフが出ていったドアを見つめてから、日下部を見る。

「そうじゃない……でも、いまは日下部の問題を解決しに来ている。中途半端にしたくない」

〔エルフを優先すべきよッ！　あの子の力は……〕

「──違うッ！」

　大きな声を思わず出してしまった。茜子の声が止まる。

「力の問題じゃない。心の問題だよ。日下部は壊こわれる寸前なんだ。いまこいつを見み棄すてたら、きっと這はい上あがれない」

　日下部を見る。僕から顔をそむけて、震ふるえている。

「こいつのタイムリミットは、いま、この時間なんだよ。日下部に、ほんの僅わずかでも希望を持たせなければ──僕らは大事なものを失う」

「……大事なものって何よ」

　茜子の肉声が聞こえた。ドアを開けて茜子が入ってきたのだ。急いでいたらしく、息を切らせている。

「滅めつ葬そう戦せんを戦い抜いて来られたのは、みんなに実力があったからだけじゃないだろう？」

「何があったっていうの？」

「絆きずながあった」

「……あった、じゃない。いまもあるわよ」

　茜子は溜ため息いきをつく。

「そうね。あんたの言う通りね。ごめんなさい、日下部くさかべ……あたしキツく言いすぎたわ。怒ってばかりで……支えるべき、だったわね……」

　日下部は答えず、涙をぽろぽろと床ゆかに落としている。

「で、どう解決するつもりよ？」

「何で嗣し子し道どうさんのことを教えない？」

「…………」

「アルマは何かを知っていた。おそらく嗣子道さんの存在。生徒手帳を持っていたってことは、嗣子道さんの過去を知っていたんじゃないのか？　あいつは知るべきときがくれば、ワゴンが教えてくれると言っていた。おまえが真相のすべてを知っているんじゃないのか？」

「……」

「おまえには、言いたくない理由があるんだろう。でも、どうか話してくれ。僕のために。日下部のために。仲間のために。お願いだ。力を貸してくれ……」

　茜あかね子こが顔をそむける。

　そのまま、かなり長く沈黙が続いた。やがて茜子は悔しそうにぽつりと言う。

「ベリエフＢｅ─２５００《ネプチューン》──」

「何……？」

「嗣子道朱す雀ざくの柩きゆう艦かんは、最新型のウィグよ。水陸両用で、高高度を飛行する航空機としての機能も備えている」

「……ウィグが、あるんですか？」

　日下部の目から涙がこぼれたけど、その一粒に込められたのは哀しみじゃない。

　希望だ。生きる望みができた、安あん堵どの涙だ。

「どうして隠した？」

「嗣子道は滅めつ葬そう戦せんを嫌っているわ。アルマも断られ続けている」

「理由は？」

「最初の天てん使しが現れた日を憶おぼえているわよね」

「忘れるわけない」

　あれは僕と茜子が和解して、僕らが茜子艦かん隊たいに編入された日だ。突然上空に天使の柩ひつぎが現れ、滅葬戦が開始されたのだ。味方である軍ぐん艦かん学がく園えんの生徒たちの中からも戦死者が出るような激しい戦いだったし、民間にも被害が多数あった。

「あの日、空に出現した柩からレーザー攻撃が放たれたでしょう。その被害者なの」

「は？」

「嗣子道朱雀は、あのレーザーで自分の家を吹き飛ばされて、目の前で自分の母親が灰に変わる瞬しゆん間かんを目撃したわ。そのせいで《艦装クライド》するのが怖くなってしまったのよ。だから初等部術じゆつ科か英才コースから一般コースへ移ってしまったらしくて」

「だからウィグの話をしたとき、あんなに怒ったのか」

　シャツの胸のところを、ぎゅっと摑つかむ。

「あのレーザー攻撃で、母さんが死んだと思って、僕は戦えなくなった。嗣し子し道どうさんも、あれと同じ痛みを味わったんだな」

「やっぱり思い出して、そんな顔するじゃない。だから言いたくなかったのよ」

「茜あかね子こは僕が苦しむと知って、内緒にしてくれたんだよね？」

「あの悲劇は、あんたのせいじゃない。でも責任を感じて苦しむのよね。あの日、あたしは戦えなくなったあんたを叩たたいたわ。あのとき、あんた本当に〝弱い顔〟をしていたの。あんな顔、二度と見たくない……」

「ありがとう、茜子。でも僕は大丈夫だよ。嗣子道さんともう一度話してみる」

「どうする気……？」

　嗣子道さんの気持ちは痛いほど判わかる。僕の場合、母さんは無事だった。でも、嗣子道さんは本当に死んでしまった。心情を推おし量はかれば、日下部くさかべのために再び艦装クライドして「戦え」なんて絶対に言えない。

　でも、日下部がどうとかじゃない。僕は嗣子道さんの過去を知ってしまった。心の傷きず痕あとを癒いやせるのは、同じ痛みを一いつ瞬しゆんでも味わった僕だけのような気がする。

「……まだ判らないけど、嗣子道さんに全力で関わってみる。それで日下部が救われる保証はないかもしれないけど、そうしたいんだ」

　日下部は頷うなずく。

「吉よし岡おかくんがわたしのために奔ほん走そうしてくれたとき、とても嬉うれしかったんですよ。あの子も、きっとそう思うはずです」

　茜子は溜ため息いきしたあと、ほんのちょっとだけ微笑む。

「またブレて……でも、それがあんたらしいわね。仕方ないから手伝ってあげるわ」




　　　　▽△




　本日、某ぼう所しよでイベントが行われる。猛もう然ぜんとした人混みに圧倒されながら、僕は建物の中に入っていく。横にエスカレーターが見えるけど、人が多すぎて雪な崩だれみたいだ。

「膝ひざに矢を受けても、立ち止まらないで下さーい！」

　誘ゆう導どう役のスタッフの人が、拡声器でムチャ言っている。

「ええと……次、どっち？」

　僕はスマホで、茜子の誘導を受けている。

〔東３だから右ね〕

「待って、そっちには人の壁が」

〔待機列ってヤツだから並ばないとダメね〕

「ええええ……これ最後尾見えないんだけど？」

〔並ぶしかないわよ。それか、終わるまで待つかね〕

　列の中にはコスプレの人たちも混ざっていて、ピンクの髪の女の子やら、肌の露ろ出しゆつ大盛りなコスプレも見える。

〔それより、エルフのことはあのままでいいの？〕

　胸に言いようのない不安が、モヤッとよどむ。

　昨日から、エルフは姿を消している。僕の家には帰っていない。連絡も取れない。小こ町まちの話では潜せん水すい要よう塞さいオケアノスには居るらしいけど、案内するのは拒否された。

「……どうにかする」

〔どうやってよ？〕

「判わからないけど」

〔あとは列に従えば大丈夫よ。切るわね〕

「茜あかね子こって優しいよな」

〔え？　ええええ？　なななによ急に！〕

「反対するわりには、こうして手伝ってくれるし、〝切り札〟も見つけてくれたじゃん」

〔それは……〕

　小さい声でごにょごにょ言っている。聴き取れない。

「日下部くさかべの件ではおまえに内緒で動いたけど、ないがしろにしている、ってわけじゃないんだ。むしろ、おまえから独ひとり立だちしたいっていうか……負担かけたくないっていうか」

〔……峰ほう介すけ〕

「ありがとう。あとは僕だけでやれるよ」

〔しっかりやりなさい〕

　二時間待って、ようやく先頭の方まで来た。待つ間に色々見て、もう疲れ切っている。

　お店が見えてきた。テーブルの上には同人誌が積まれ、たくさんのＰＯＰや、大きめのタブレットでホログラム動画を表示して作品のアピールをしている。売り子をしている中に、見覚えのある女の子がいる。

　嗣し子し道どうさんだ。巫み女こ服ふくを着ている。

「はい、おつり五〇〇円になりますなの……あ」

　僕を見つけて目を細める。

「嗣子道さん……あの」

「あー……」

「あー？」

　防犯ブザー鳴らされた！

「声かけ事案ですの！　あまり害はないけど小学生的に怖いので通報しますなの！」

「通報やめて下さいお願いします！」

「あの人に、自分で描いた本みたいなことされちゃうのーっ！」

「そんなこと本に描いちゃダメだよ、小学生！」

　騒さわぎになってスタッフさんと警備の人が来て摑つかまれそうになったので、逃げて嗣し子し道どうさんの前に土下座する。

「やめてなの、お兄ちゃん！　土下座なんかされたら悪目立ちしてサークル名ごと掲示板に曝さらされて、まとめサイトにまとめられちゃう！」

「頼む、嗣子道さん」

「嗣子道さんは、絶対に戦いたくない理由があるの！」

「知っている──」

　顔を上げる。

　嗣子道さんが、息を吞のんでいる。

「あの日に起きたことを、僕は知っている」

「やめてなの……」

「あのレーザーは僕の家も灼やくはずだった。僕の母さんも死ぬはずだった。でも財団に助けて貰もらったんだ……でもそれを知らなかった僕は、母さんが死んだと思って、戦えなくなった」

　嗣子道さんが僕を見つめる。

「君と同じだ。家族を失ってまで戦えるかって思った。戦争なんて冗談じゃない。そう思ったよ。君と同じだ」

「当たり前なの……そう思って当然なの」

　嗣子道さんの目から涙が落ちる。

「あのとき、嗣子道さんは叫さけぶばかりで、逃げ回るばかりで、ママの死を泣けなかったの。ママが死んだっていうのに、思ったのは『死にたくない』だけだったの……あんなに好きなママだったのに……」

　こんな小さな子に、僕は心の傷と向き合えなんて言おうとしている。ムチャだ。

　でも、このまま嗣子道さんが過去から逃げ続けても、得るものなんて何もない。心の傷を抱えて生きるのは、逃げ続けることより辛つらいことだから。

「僕だって怖かった。母さんを見るたび、あの日を思い出して……」

「なら、戦いなんかやめちゃえばいいの」

「逆だよ。僕には母さんを守れる力がある。そう思えたことで、その不安がマシになった。力がある、ってそういうことだ。コマンダーとしての自信があるから、どうしようもない不安を抱えても歩いていける」

「噓うそなの！」

「あの花か壇だん……前に全部掘り返されて、植えられていた花がダメになったって聞いた」

「──ッ、」

「嗣し子し道どうさんが世話をしていたのは、その罪つみ滅ほろぼしじゃないのか？」

「………………」

「逃げないで向き合おう？」

「お兄ちゃんは、ウィグとしての嗣子道さんが欲しいだけなの」

「……否定はしないよ。でも、それだけじゃない。嗣子道さんは、大事なものを見失っている。取り戻す手助けがしたい」

「どうやってなの……？」

「おい、小こ町まち」

「小町でございます」

　僕の横に、スク水メイドが歩み出てくる。

「やってくれ」

　転送が始まって、僕らは光の球体に包まれる。嗣子道さんが叫さけぶ。

「これ何なのッ!?」

「心配ないよ。動かないで」

　転送が終わる。

　海岸に面した丘の上に、僕らは居る。丘にはたくさんの白い十じゆう字じ架かが並んでいる。

「……ここは？」

　僕は目の前にある十字架を指差す。目を向けた嗣子道さんの動きが止まる。

　風が吹き抜けて、嗣子道さんの髪が小さく揺れる。

　彼女は凍りついたように、ただ一点を見つめている。

　十字架の根元の台座に刻まれている、アルファベットで書かれた名前に、目を大きく見開いている。

「………………ママ……？」

　顔色が青ざめる。一歩、後ろに行こうとしたのを、僕は止める。

「逃げないで。これからの、嗣子道さんの人生のために」

「……イヤなの」

　首をふる嗣子道さんから手を離す。これ以上、止めるのも酷こくかもしれないと思ったからだ。逃げることをどうしても選ぶなら、それも嗣子道さんの生き方か。

　でも、嗣子道さんはそれ以上逃げなかった。迷うような、戸惑うような顔をしながらも、母親の墓に向かい合っている。

　彼女が一度も墓参りをしてないことを突き止めたのは茜あかね子こだ。心理カウンセラーの資料ファイルにあったらしい。

　──墓参りをさせる──。

　これが説得の〝切り札〟だ。根拠も勝算もない。ヘタしたら一生嫌われ続けるだろう。

　でも、僕にはこれしか思いつかなかった。

「…………どうして、ここに連れてきたなの」

「何もできなかった自分を思い出すから、死と向き合うのは辛つらいよな。でもさ、事実からは逃げられない。どんなに望んでも、それはできない……」

　嗣し子し道どうさんの肩が震ふるえ出す。

「……どんなに逃げても……ダメなの？」

「そうだ」

　一歩──。

　たった一歩だけ、嗣子道さんは前に進んだ。そして止まった。少し震えが大きくなる。しばらくそのまま立っていたけど、また歩き始める。絞しぼり出すように一歩ずつ進んで、墓の前に来て、膝ひざをついてへたり込む。

　しばらくそうしていた。長い時間、潮しお騒さいと風の音だけが聞こえて。やがて、掠かすれ声の呟つぶやきが漏もれる。

「ごめんなの……」

　嗣子道さんは嗚お咽えつをし始めた。だんだん激しくなり、子供のように泣いている。

「ずっと来なくてごめんなの……あの日を思い出すから、ママの前に来るのが怖かったの。頭から追い出そうとしてごめんなの。ママは素敵だったの。大好きだったの。寂さびしかったよね。ごめんなの。許して……」

　墓を抱いて泣く嗣子道さんを、夕陽が海に沈んでも見守り続けた。

　暗くなって満天の星空の中、やがて嗣子道さんは立ち上がった。

「泣いたけど嗣子道さんは戦う気なんて、これっぽっちもないの」

「……そう」

「ここまでしたって嗣子道さんが戦うかどうか判わからないと、思わなかったの？」

「さっき言ったじゃん。嗣子道さんの手助けがしたい、って」

「そう……」

　嗣子道さんは僕をじっと見つめる。まだ少し泣なき濡ぬれている目が、月明かりで僅わずかに照った。きつく結ばれていた唇が、ふっと緩ゆるむ。

　そして、くすっと笑った。

「素敵なバカをありがとうなの」

「はは……」

「戦う理由には充分なの」

「……嗣子道さん、それって」

「やってみるの」

　嗣し子し道どうさんは崖がけの手前まで歩いていく。目を閉じて、腕を広げる。緊張しているのだろう。額ひたいに汗の玉が光っている。

「ムリしなくても」

「お兄ちゃんが言ったの。力があれば、不安がマシになるって」

「…………」

「マシにしたいの。ママみたいな哀しい死を、増やしたくないから──」

「嗣子道さん……」

　すうっと深呼吸して集中して、その言葉を口にする。

「──《艦装クライド》──」

　閃せん光こうが生じた。

　嗣子道さんの服が破けるように一いつ瞬しゆん消えて、やがてその肢し体たいも消え去って、夜の海面に艦かん影えいが出現する。しっかりとした後こう退たい翼よくに、機首に四基、二枚の垂すい直ちよく尾び翼よく付近にさらに二基のエンジンがついている。

　ネプチューンはルン級ウィグとは比べものにならない大きさで、強豪艦になるのは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　間違いない。この柩きゆう艦かんがあれば、日下部くさかべはコマンダーとして戦える──。
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　その日から三日間、演えん習しゆうが修しゆ羅ら場ばになった。シュラフトも滅めつ葬そう戦せんも経験がない初等部の子をいきなり決勝戦に出そう、という発想そのものにムリがあった。

　メンバー全員はウチに泊まり込んで合宿し、特に日下部くさかべと嗣し子し道どうさんは眠る時間も削けずって、凄すさまじい量のメニューをこなしていった。見ているこっちが心配になるぐらいだったけど、嗣子道さんは小学生なのになぜか徹てつ夜や耐たい性せいついていたし、日下部は僕が教えたことをキッチリと憶おぼえていて、一つ一つ嗣子道さんに叩たたき込んでいった。




「……はい、今日はもう上がって」

　嗣子道さんの位置を示すマーカーがまだ動いている。

「おーい、上がりだよ」

　通信ウインドウの日下部は僕を見ていない。

〔まだやれます！　そうですよねッ？〕

〔ハイッ、武士様！〕

「……いや、メンタルな面じゃなくてさ。もう明日試合だろ？　ちゃんと寝て、疲労回復してくれないと試合に差さし支つかえるって意味だよ」

　通信ウインドウの日下部がやっと僕を見る。

〔判わかりましたよ〕

「義手の調子は？」

〔今日は暴走していません〕

　良かった。明日も正常に動けばいいけど。

　砂浜に全員集まった。三姉妹が「「「ふにゃーん」」」ってバテている。嗣子道＆日下部ペアのスパーリング・パートナーをやったので、相当ボコボコにされたのだろう。

　茜あかね子こが成績をノートパソコンで見ながら言う。

「本日は仕上がり充分ってところね。改修した兵装にも慣れたみたいだし。明日は決勝戦よ。準決勝よりも格下だとナメたりせずに、全力を出し切って。特に嗣子道と日下部──」

　二人の表情が引き締しまるのを見てから、茜子は続ける。

「プレッシャーになるからあんまり言いたくないけど、あんたたちはハンディキャップを抱えているわ。この三日間、人の何倍も努力した。それは認めるわ。でもね、それだけやっても埋まらない、とてつもない壁があんたらにはあるのよ。覚悟しなさい」

「「はいッ！」」

　あまりに整ったいい返事だったので、逆に茜子の方がビビっている。

　これなら、決勝戦も勝てそう────かな？
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「エルフ、おかわり……」

　遂ついにやってしまった。

　毎回言いかけて、そのたびに自制してきたんだけど、今夜はふと言ってしまった。

　僕が〝誰だれも居ない席〟に差し出したままの茶碗を、闇やみ子こが取り、よそいに行く。茜あかね子こはジト目だし、嗣し子し道どうさんはきょとんとしているし、日下部くさかべがエルフのことを思いだしてしゅんとなっている。気まずい……。

「エルフさん、どうしていますかね」

「小こ町まちの話では、オケアノスに居るって話だけど」

　茜子が声を出さずに何か言っている。や、め、ろ、……か。話題にするなってことだね。

　母さんが茶碗と箸はしを置いた。

「お兄ちゃん」

「はい？」

「エルフちゃんとケンカしましたね？」

「……えっと。ケンカというか。あれは……」

「言いわけはしないの！」

「ハイッ」

　助けを求めて茜子を見るけど、声を出さずにバ、カ、……って言われた。

「謝ってらっしゃい」

「えっ、でも、どこに居るかは……」

　母さんの目が、見たことないぐらいにクワッとなった。

「いますぐ謝ってらっしゃいッ！」

「ハィィイイ──ッ！」

　逃げるように家を駆かけ出て、とりあえず演えん習しゆう空くう間かんから出る。

　魚ぎよ雷らい通学のコースには居ないのは判わかっているし、オケアノスの深部に向かうルートへ。

　とは言っても、道はダンジョンみたいで、一五分ちょいでもう迷った。ダメだ。ギブアップ。

「……小町」

「小町でございます」

　スク水メイドの幼女が僕の背後にいる。

「エルフに会いたいんだけど」

「会いたくありませんよ、ぷんぷん！　絶対に連れて来ないで下さいね──と言っておられましたので、わたくしの方からは何ともしがたく」

「だよね……」

　ダンジョンっぽい要よう塞さいを歩いていく。深部に行くほど床ゆかや天井、壁などの損傷が激しくなり、床の割れ目に海水が溜たまっている。

「なあ、何でオケアノスの内部って壊こわれているの？」

「わたくしが壊したのでございます」

「は？」

「正確には、元のわたくしでございますが」

「はぁ……？」

「ちょっと飛びますよ」

　そう言うと、小こ町まちがいきなり転送をした。転送先はオケアノスの空中通路。タンクっぽい何かが下にたくさん見える。

「──急に何だよ！　ここどこッ？」

「それほど離れていない、適当な場所でございます。ご主人様がこちらに来たのは、偶然にしては非常にいいタイミングでございましたね」

　小町が横よこ薙なぎに手を振る。すると、彼女の周囲に何十枚ものホログラム・ウインドウが出現する。螺ら旋せん状じように浮いていて、いくつかの映像を表示している。僕の家の周りに何人もの人間が潜ひそんでいる映像もある。

「えッ!?　何あの人たち！」

「財団の監かん視しでございますよ」

　小町はウインドウに目を走らせ、操作を行う。さっと実行してしまったので読み取れなかったけど『ダミー』の文字が入っている戦せん闘とう言げん語ごのプログラムだった。すると映像ウインドウの一枚に〝僕と小町の姿〟が映った──。

「へッ？」

　もちろん、それは僕じゃない。違う場所に、僕と小町そっくりのヤツが歩いている。監視の人員の何人かが気づいて、尾行していく。

「財団の方でトラブルがありまして、監視が緩ゆるんでおります」

「トラブル……？」

「涙る衣い様がちょっと。ただ心配する必要はございません。アルマお嬢じよう様さまが対処いたしました。それよりも、せっかく監視から逃れたのですからお話の続きをいたしませんか？」

「話の続き？」

「前に訊たずねられた件でございます。災わざわいの元凶、罪ざい業ごうに縛しばられている、世界を終わらせる鍵かぎ」

「……ああ」

「まずは何の罪業に縛られているのか、お答えしましょう」

　小こ町まちは目を伏せながら告げる。

「わたくしは許されざる罪を犯したのです。ご主人様もよく知っておられる事件です」

「……事件？」

「シー・クレーター事件の犯人は、わたくしなのでございます……」
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　……──言われてみて、初めて気づいた。

　小町が転移の能力を使うとき、虹色の光球が出現する。あれはシー・クレーター事件の兆ちよう候こうと酷こく似じしている。シー・クレーターの災害エリアは、直径二二二・二キロメートルの真円。偶然にしてはできすぎている数値だ。人じん為い的てきに引き起こされたものではないかと、マスコミもこぞって報道していた。

「シー・クレーター事件は人災でございました。わたくしの元人格は次じ元げん力りよくの獲かく得とくによって世界を憎み、暴走してあのような真似に及んだのであります」

「……でも財団は、おまえを生かしている」

「わたくしは多重人格で、人格別に分離しました。そして罪を犯したと思われる人格のみが溶かされました。ご主人様の見た九人の小町は、そのすべてがわたくしなのでございます。過去に犯した罪を償つぐなうため、わたくしたちは人類様の忠実な下げ僕ぼくとなりました」

「だから、メイドの格好を？」

「はい……」

　趣しゆ味みです、って言ったじゃないか──。

　そんな哀しい事情があるなら、ムリして笑い取るなよ。

「罪なんて言うけど、もう過去のことじゃないか」

「過去ではございません。それでは災わざわいの元凶ということについて、お話しします。わたくしたちは天てん使しを呼び寄せて、滅めつ葬そう戦せんを引き起こしていました」

「──ッ!?　おまえが……天使を運んでいたのか!?」

「はい。天使を運ぶ者。すなわち、災いの元凶でございます」

　そうだ。そうだよ。天使が出現するときもシー・クレーター事件と同じ兆候があった。

「財団の命令かッ？　財団はなぜ言わなかった!?　予告もなしにそんなことをしたせいで、どれだけの人間が死んだと思っているんだよッ！」

「天使の魂たましいは、すでに限界へ達しておられます。いつ朽くちるか判わかりません」

「天使が朽ちるとどうなるんだ？」

「滅葬をせずに天使が朽ちて、所有権なき次元力が解放されれば、最初の光が始まってしまうのです」

「最初の光？」

「混こん沌とんの闇やみに満ちた刻とき初はじめに、神は仰おつ有しやられました。〈《光在れフイアツト・ルクス》〉──すると宇宙に光が満ちたのです」

「…………聖書の言葉か」

「いいえ、この宇宙における史実であり、自然現象でございます」

「宇宙の史実……？　自然現象……？」

　僕の脳裏で閃ひらめきがあった。

　でも、考えることも恐ろしいアイデアだ。

　そんなことが起こったら、文字通り世界が終わる。いや終わるというのも間違いか。なぜならそれは、始まりを意味するのだから。

「もしかして……ブルクハルトたちが言う、世界の終わりって……」

　唾つばを飲み込んで、続きを口にする。

「…………ビッグバン、なのか？」

　宇宙は大爆発ビツグバンによって始まった──。

　フリードマン宇宙論として知られるこの理論では、宇宙が最初《高熱高密度の塊かたまり》であったと定義し、それが爆発することによって生まれたのが、現在の宇宙であると説いている。

「はい。ビッグバンによって宇宙はふり出しに戻るのでございます」

「待てよ、想像もつかないぞ。具体的にどうなるんだ……？」

「まずは地球も太陽も、他の天体も集まって一つになるのです」

「……どのぐらいの期間で？」

「僅わずかな時間でございます。別れの言葉を口にする間もなく、滅ほろびが始まります。地球上のすべての生物は、惑星激突の衝しよう撃げきで死に絶えるでしょう。そのあと地球は他の天体と混ざり合って燃え溶けて凝ぎよう縮しゆくされ、高熱高密度の塊かたまりと化し、爆発いたします。新たな創そう世せいです」

「その新しい宇宙に人類は居ないんだよな……？」

「わたくしには判わかりかねます。地球があるのか、ないのか。もし生命が生まれたとして、そこに知的文明が根づくかどうかも。もしいまも神ヤハウエがおられるなら知的創世インテリジエント・デザインをなさるかもしれませんが、わたくしは〝悪あく魔まとの戦いにおいて、神は滅めつ葬そうされた〟と聞かされました」

「…………」

　これが、次じ元げん壊かいの正体だ。

　所有権のない次じ元げん力りよくが解放されることで、宇宙そのものがリセットされてしまう。言うなればビッグバンの起爆タイマーがセットされたような状態で、僕らはかろうじて生きている。ブルクハルトが記者会見で明言を避さけたのも頷うなずける。こんな絶望的な真実が広まれば、世界中で暴動が起こるだろう。

「ビッグバンが起こるのが時間の問題にすぎないとしたら……世界はどう足あ搔がいても終わるってことか」

「左さ様ようでございます。ただ、アルマ様もボスも、そうは思っておりません」

「…………世界を終わらせる鍵かぎ、ってのは？」

「わたくしたちはいまから、門を開きます」

「門？」

「多くの天てん使しが同時に朽くちようとしています。大だい審しん判ぱんの門と呼ばれるそれを開かねば、対処できません」

「それが大審判の正体か」

「はい。お話はこれまででございます。引き続き、お迷いになられますか？」

　小こ町まちは僕の前に続いている通路に手を向ける。蜿えん蜒えんと続いていて、その先にホールが見える。

「あそこに行っても、エルフは居ないよね……？」

「機関部の一つでございますので、おりませんね」

「……ごめん、家に戻して貰もらえる？」

「畏かしこまりました」

　家に転送して貰って、へとへとになりながらベッドに倒れ込んだ。




　　　　▽△




　決勝戦──。

　試合開始、直前。

〔ほーっほっほほッ！　わたくしが今日転校してくるとは思いもよらなかったでしょう。明らかに呆ぼう然ぜんですわね！　当然ですわ、もっと驚いても宜よろしくてよ？〕

「…………」

　勝てそうなんて思った僕が、大おお甘あまだった。

　テレビも騒そう然ぜんとなっている。なにせ、原げん子し力りよく空くう母ぼのスピーカーから響ひびくその声は──、

　クローディア・エンフィールド。

　シュラフトで圧倒的な強さを見せつけ、デビューより一度も沈むことなく連続優勝を果たし、ついた二つ名は《不ふ沈ちん空母》──シュラフトの女王登場でギャラリーが沸わかないわけがない。

　テレビ放送のアナウンサーの声も興奮して上うわ擦ずっている。

〔これはまさかの展開ですね！　滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せん運営本部がサプライズがあると予告していましたが、超ちよう弩ど級きゆうのサプライズですッ！〕
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　敵てき艦かん隊たいの編成表にはクローディアの名はなかったけど、この発表のあと書き換わった。

「……冗談じゃない。女王対策なんてしてないぞ」

　胃が痛い。どうしよう……。それでなくても問題があるのに。

　横のフュルギアシートを見る。そこに立っているエルフが、ふんっとそっぽを向く。

「エルフ……」

「知りませんよ。試合中も日下部くさかべとイチャイチャすればいいじゃないですか」

「だから誤解だって」

　僕はいま、巡じゆん洋よう戦せん艦かんエルフリーデに乗っている。こいつ、試合直前に戻ってきたけど、凄すごく機嫌悪い。

「違うって。説明させてよ、エルフ」

「何がどう違うんですか、峰介くん」

「え？」

「尊敬できない人を、師し匠しようとは呼べませんから」

　こじれている……。

　日下部くさかべとのキスを見られたんだから、当然かもしれないけど。

　通信ウインドウから茜あかね子この声がする。

〔どうするのよ？〕

「最初のプランは棄すてて行こう」

　編成表を見る。クローディア以外の柩きゆう艦かんは、以下の通り。

　沿えん海かい域いき戦せん闘とう艦かんＬＣＳ─３雨あま宮みや、ポモルニク型エアクッション揚よう陸りく艦かん岩いわ井い、スラヴァ級ミサイル巡洋艦間ま島じま──、

「あああああっ、スラヴァ級も残っているじゃん！」

　髪を搔かきむしっていたら、茜子に呆あきれたような声をかけられた。

〔……落ち着きなさいよ〕

　深呼吸して、ちゃんと分析する。

　ＬＣＳ─３……エルフのモデル艦であるリーゼ級の〝ご先祖様の一つ〟とされる艦だ。現代艦の中でも最新クラスに属していて、近接防空以外は砲ほう撃げきを中心として戦う、ミニ・エルフリーデって感じの艦。茜子と同じステルスモードと強固なデータリンクを備えているので、いきなり接近されちゃうかも。

　ポルモニクはいわゆるホヴァークラフト。迎撃機関砲シーウスと近距離ミサイルによる防空能力と、ロケット弾での攻撃能力がある。

　スラヴァ級が最悪。超音速の大型対艦攻撃ミサイルを八基も備え、他にもミサイルランチャーで甲板の上が埋まっているような外観だ。攻撃のことしか考えていない悪夢のような超打撃型巡洋艦。歴戦の三年生でレベルは12と高いし、おそらく改修も進んでいる。こいつにミサイル全弾くらったらエルフでも沈む。

　そこに女王が加わるなんて、ムリ。どうにかして……。

〔とりあえず初動を決めなさい〕

　溜ため息いきをつく。僕の艦隊の編成は、最新ウィグのネプチューンである嗣し子し道どうさんとコマンダー日下部、星ほし歌かと陽よう歌かのコルベットチーム、潜せん水すい艦かんの闇やみ子こ。そして電でん子し指し揮き艦かん茜子と巡洋戦艦エルフだ。

「茜あかね子こと闇やみ子こでこっそり動いて、どうにか女王の位置を突き止める。コルベットとウィグはベース制圧しつつ守備と攪かく乱らん。危なくなったらすぐ後退、」

　胃の痛みが激しいので、いったん話を中断。収まってから続ける。

「気をつけて欲しいのは、女王の使う《ローレライの歌》──自分が認識する攻こう撃げきを全弾叩たたき墜おとすことができる上に、力を収束させることで艦かん艇ていも沈められる葬そう技ぎだ。さらに厄やつ介かいなのは、原げん子し力りよく空くう母ぼなのに茜子並みのステルスモードを有しているってこと」

〔…………強い、ですね〕

　みんな息を吞のんでいる。天てん使しが襲しゆう来らいしたときは心強い味方だったけど、敵となるとこれほど厄介なヤツは居ない。

　スターティング・ポジションに着く。地形を確認して、デジャヴを感じて唾つばを飲み込む。

〔峰ほう介すけ、これ……〕

「ああ、あの試合のフィールドマップだ」

　僕らが戦ったシュラフト決勝戦──。

　中心に空くう間かん断だん層そうの〝万ばん里りの長ちよう城じよう〟が聳そびえる、あのマップが完全再現されている。

　やってくれるよな。これは燃えてくる。

「茜子はステルス、闇子は潜せん水すいして」

〔〔了解〕〕

　フィールドマップを確認する。

　滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんのフィールドは円形になっていて、中央のセンターラインを隔へだてて自じ陣じんと敵陣に分かれている。各所には、地形と同じくランダムにベースが配置される。ベースはセンターラインに近い順から一番、二番、三番と番号が割り振られる。

　そして両サイドの、最も奥にあるベースがホームベースだ。これが壊こわされるか、制圧されると勝敗がつく。または番号の振られたベースをすべて制圧、または破壊した側の勝利となる。

　フィールドにはタイマーが設置されていて、もしタイムアップになった場合は、獲かく得とくしたベース数や損害状況を元に、判定で勝敗が決まる。

　手っ取り早く勝ちたい場合は、敵を全艦沈めればいい。まあ、それが簡単にできないから苦労するわけだけど。

　今回のマップは、センターラインにどっしりと〝万里の長城〟のような巨大な空間断層の壁が控えている。壁には多数のトンネルがあるけど、そこを通すのは至難の業わざ──、

　──の、はずなんだけど。万里の長城を越えるための自動プログラムを、女王クローディアは最初から持っている。奇くしくも僕が書いたヤツのコピーだ。初しよっぱなからミサイルや艦かん載さい機きがガンガン飛んでくるだろう。

　女王は航空戦力に特化している。航空戦力でベース制圧はムリなので、確実にこっちの全艦撃沈を狙ってくる。僕らは自陣ベースを速攻で制圧し、カネに物を言わせて高級ボットを送り込んでプレッシャーをかける作戦しかない。

　待機時間が残り少ない。見落としがないか再考する。胃が痛い。集中できない……。

　カウント・ゼロ──試合開始だ！

「全ぜん艦かん、速攻をかける。嗣し子し道どうさんは自じ陣じん一番制圧。コルベットチームはまとまって三番、二番と順に制圧。日下部くさかべ、飛びながらグローセを散布して。茜あかね子こは自陣三番付近で待機。各人、制圧後にゲイボルグ・ターレットとハンター・ボットをありったけ召しよう喚かんして」

　ターレットは守備用の自動砲ほう台だい。ボットは敵陣攻撃用の自じ動どう艇ていだ。どっちもＡＩで動き、戦力もフュルギアに較くらべれば弱いとされるけど、ゲイボルグとハンターは艦かん艇てい並みの攻撃力を備える高級品だ。

　ターレットなどは使つかい棄すてなので、高額な召喚は避さけるのがセオリーだけど、エルフたちはいまや大人気フュルギアなので、観客からの投資を受けつけるシステムによって多くの水すい貨かを得ている。大金をかける余裕はある。

　柩きゆう艦かんエルフをホームベースにつける。ゲイボルグ・ターレットを召喚して防空戦に備える。

　甲板の装甲カバーを開け、コイル迎げい撃げき砲ほうと防空ミサイルの垂直発射基ＶＬＳをスタンバイする。

　エルフは改修によって〝防空域を持つ〟ようになった。ちょっと難しい表現だけど、要するにミサイルを発射して敵のミサイルや航空機を撃げき墜ついできるので、その射程内なら味方を守れるようになった。その守れる範はん囲いが、防空域だ。これがけっこう重要で、いままでは敵の対艦ミサイルなどにビクビクしながら各艦の動きを決めなければならなかったけど、いまはその心配をせずに動ける。

　コルベットチームが自陣三番ベースを先取した。これで一対○ゼロ。ボットとターレットを召喚して、二番ベースに向かう。

　先せん鋒ぽうである柩艦嗣子道は、すでに自陣二番ベースを通過。ネプチューン速すぎだろ……。

　茜子から通信。

〔レーダーを照射しなくていいの？〕

「相手は女王だ。絶対ステルス・ミサイルでくる。おまえは切り札だから、とにかくいまは隠れて」

〔そうね。じゃあ、あれを起動しておきなさい〕

「あれ？」

〔新システムよ。光学装備だからステルスにも有効よ〕

「ああ……そっか」

　僕はマトンに音声コマンドを告げる。

「滅めつ葬そう零ゼロ式しき・改かい──発進」

　カタパルトから艦かん載さい機きを出す。

　零式・改には、翼よく下かの浮舟フロートが八つもある。高度が充分に上がったのを確認してから、追加コマンド。

「アルゴスをすべて展開」

　零ゼロ式しき・改かいから八つのフロートが分離し、翼つばさを出してジェットを噴ふん射しやして自律飛行を始める。この分離した無む人じん偵てい察さつ機きがアルゴス──名前の由来はギリシア神話に登場する、百の目を持つ巨人だ。フロートの装甲カバーが開き、いくつものカメラが出てきて周囲を見抜く。

　戦せん闘とう指し揮き所しよ正面にある大型スクリーンに百枚以上の映像ウインドウが表示される。

　その一つに、黒い点が見えた気がして目を凝こらしていたら、エルフがぼそっと呟つぶやく。

「ミサイルですよ、峰ほう介すけくん」

「え……うわッ、」

　プルートーが映像を解析し、自動的にズームを始めた。いきなり大量のミサイルが見えて会話どころじゃなくなった。

「ミサイルだ！　日下部くさかべ、退さがらせろ」

〔こんなに早いはずないでしょう……？　って、わきゃあああああっ──〕

　わきゃあ、出るの早いよ！

　制圧に向かう途中のウィグとコルベットチームに超音速ミサイルが飛来し、数発が爆発して何かをバラ撒まいている。

「機き雷らい弾だん頭とうだ、コルベットは退がって！」

〔でも、二番がまだ……〕

「いいから退がって。日下部、ベース制圧を中止！　嗣し子し道どうさんの高度を上げて、グローセの散布に集中して」

　配置を確認する。ネプチューンは自じ陣じん一番付近まで来ている。コルベットチームは二番に行く途中で舵かじを切っている。

　通信映像の闇やみ子こが首を捻ひねりながら報告してくる。

〔お兄ギャん……音おん響きよう解析によると、敵ミサイルが来る途中で大量に爆発しております〕

「……機き雷らい原げん戦法か」

　機雷とは、敵てき艦かんが通りかかったら爆発するトラップのようなものだ。

　これを突破するには掃そう海かい装そう備びというものが必要になるけど、僕らの艦隊にはその兵装がない。ダメージを受けながら前進するか、あるいは前進を諦あきらめるか──二択にされてしまった。

　ただこの戦法の問題として、相手の柩きゆう艦かんは友ゆう軍ぐん信号を出せるので機雷を避さけられるけど、ボットにはその信号が出せないので、相手はボットを送れなくなる。

　茜あかね子こが長い息をつく。

〔機雷使いはシュラフトでも何人か居たけど、こんな速攻で展開させたヤツは初めてよ〕

「撒くためだけに億単位の未来型超音速ミサイルをガンガン使うなんて発想、あいつじゃないと思いつかないよ。さすが女王、最強にえげつない」

　とりあえず対応策として安めのボットを大量に召しよう喚かんして送り込む。こいつらが機き雷らいと接触して爆発させてくれることを祈る。

　スコアがひっくり返る。一対二。通信ウインドウに映る日下部くさかべが焦っている。

〔降下してベース制圧しましょう〕

「やめて。機雷に接触したら、一発撃げき沈ちんだから。そのままグローセ撒まき続けて」

〔でも、このままじゃ……あッ、警報！〕

「何ッ？」

　ミサイル第二波が飛んでくる。今度もレーダーに映らない。

　コルベットチームはまとまって迎撃態勢に入る。

〔きゃあきゃあ！　やられちゃいます！〕

〔スピード速すぎ！　ミサイルなのにマッハ４って何ですか〕

　フィールド前方に居る柩艦嗣子道ネプチユーンが高度を上げて加速する。コマンダー日下部が鋭するどい声で指示する。

〔わたしたちが貰もらいます、コルベットチーム、電でん子し静せい粛しゆくしてフレア！　嗣し子し道どう！〕

〔判わかってますの、武士様──レーダー最大照射〕

　コルベットたちは目め眩くらましの閃せん光こう弾だんを射うち上げて、レーダーを切る。

　ネプチューンは逆にレーダーを照射して、ミサイル群を誘さそう。日下部はよく状況を見ている。このミサイルは、最終的な誘ゆう導どうに『敵レーダーの追つい尾びを優先する』タイプだ。改造されていない限り、ミサイルは確実に柩きゆう艦かん嗣子道を追う。

〔行きますの──武士様〕

　嗣子道さんが葬そう技ぎを発動する。

〔血よ滴したたれ、痛みを紡つむげ。断つべきは骨、砕くべきは魂たましい──《斬ざん撃げきのイカロス》〕

　アルゴスのカメラ映像の一つをズームさせ、ネプチューンを見る。その翼つばさが光り始めて、ホログラムの刃やいばを纏まとう。胴体に追加したロケットエンジンを吹かして急上昇、機体をひねりながらミサイルを回かい避ひ。次々と抜けていく。切り抜けたあとにアクティブ防護システムを作動させているので背後で爆発して、天高く爆炎の柱が創つくり上げられる──。

「……凄すごい」

　あれが日下部の力……？　まるで戦乙女ヴアルキユーレだ。

　上空に舞まい上がったネプチューンは、そのまま戦せん闘とう機きのように飛び回って、ウイングのブレードと高角砲でミサイルを迎撃している。兵器管制を担当している嗣子道さんが当てる当てる。

　通信ウインドウの嗣子道さんを見ると、マンガの作画に使うペン型の入力端末で射撃画面に標的指定をしている。

〔さすが世界に誇るＭＡＣＯＭペンタブ──筆ひつ圧あつ感知、傾かたむき検出ともに高精度なの！〕

　散布されたグローセが探知を開始した。ステルス・ミサイルの位置が暴あばかれる。僕は防空ミサイルを発射。敵ミサイルを次々に撃げき墜ついする。

　これでステルスに対しても、エルフの防空域が機能するようになった。一安心だ。

「よくやった。日下部くさかべたちは上空待機。コルベットチームは三番ベースに戻って！　茜あかね子こ、一度フルパワーで探知くれ！」

　柩きゆう艦かん茜子はステルスモードを解いて、搭とう載さいされている中で一番強力なレーダーを放つ。海図に表示される地形が一気に広がる。敵てき艦かんを示すマーカーも表示される。航空戦力が山のように展開されている。

　そうか。そうだよ。ボットは来ないけど、機き雷らい原げんは航空戦力で越えられる。こっちは空を飛べる嗣し子し道どうさんと、潜せん水すいしている闇やみ子こしか動けない。最悪だ……。

「うはぁ……っ」

〔天てん才さい先せん輩ぱい、どうするんですか!?　マップが敵で真っ赤です！〕

〔弾が足りませんよ!?〕

　しかも闇子の位置を示すマーカーに、大破という文字が表示される。

　闇子と通信ウインドウが繫つながる。

〔……お兄ギャん〕

「おい、どうした闇子!?」

〔あの歌う潜水艦には、通用しません……何も……わたしの葬そう技ぎも……〕

「歌う……？」

　闇子の幻げん体たいが水に吞のまれて、ゲームから除外された。

　茜子が青ざめる。

〔どういうことなの？　潜水艦なんて編成に入ってなかったわよ〕

「判わからない……」

　大量のミサイルが飛んできて、また防戦一方になる。

〔峰ほう介すけ、どうするのよ！　このままじゃ終わりよ！　って、またそれ？〕

　ピンチすぎて笑っちゃったよ。

〔変態先輩キモすぎです〕

　女王強い。判っていたけど、強い。笑うしかない。

　海図を見渡す。

　迫り来るミサイルと航空機。その流れ、その意図を読む。

　クローディアの言動、そしてクセ。あいつのとった戦術を思い出す。

　シュラフトでの戦いで、あいつはこう言った。

『《理り路ろ整せい然ぜんの悪あく魔ま》様……貴方あなた様のプレイを徹底分析させていただきましたわ』

　あいつはやけに、僕に関心がある。

　僕に関心があるなら、そのアプローチから戦術を読めないだろうか。僕ならどういう意図を持って、この戦術を組む？

　機き雷らいを撒まいてフィールドの大半を先制するのが目的……ここに違和感がある。

　僕なら機雷なんてストレートな戦術は採とらない。判わかりやすいけど強いものは、判りやすく破られる。逆転をくらうと致命的になりやすいから、手を出さない。

　闇やみ子この言葉が脳裏を過よぎる。

『あの歌う潜せん水すい艦かんには、通用しません』

　──……歌？

　海に敵ボットの姿がないのは機き雷らい原げんがあるからだと思っていた。でも、単にそう見せかけるために〝使っていない〟だけだとしたら？

「……フェイクだ」

「え？」

　エルフが目を丸くしてこっちを見たけど、また「ふん」って顔をそむける。

　そうだ、機雷はフェイクだ。これは機雷じゃない。

「茜あかね子こと、コルベットチームは前進！　自じ陣じん二番ベースを取って！」

〔はぁッ!?　機雷は〕

　さっき買ったボットを見る。機雷原を通っているのに無事だ。

「大丈夫、そいつは爆発しない。少なくとも機雷ではない」

〔何言ってるのよッ？〕

　説明している時間はない。自陣一番を取られた。レーダーに映っていないけど、ステルスモードのＬＣＳ─３が居る。この流れだと自陣二番も取られる。そうなったらボットを大量に放ってこられて終わりだ。

「信じろッ！」

〔────信じますよッ！〕

　陽よう歌かが大きな声を出したので、星ほし歌かがびっくりして止まっている。

〔陽ちゃん……？〕

〔天てん才さい先せん輩ぱいは天才ですから、陽ちゃんは信じますッ！〕

　陽歌だけが全速前進して機雷原に突入する。

〔陽ちゃん、待って！〕

　星歌も追いかけている。茜子は溜ため息いきする。

〔……そうね。信じるわ〕

「おまえら……ありがとう」

　柩きゆう艦かん陽歌が機雷原に突入したけど、無事だ。

〔ホントに通れます！〕

〔じゃあこのぷかぷかしたの、何です？〕

「判わからない。闇やみ子この言った『歌う潜せん水すい艦かん』ってヤツに関係あると思うけど……もうちょっと考えさせて」

　コルベットチームが自じ陣じん二番ベースを制圧。スコアは三対二。

「ターレットだけ召しよう喚かんして、自陣一番ベースに向かって！　気をつけろ、付近にステルスモードの敵がいるぞ」

〔暴あばいてやるわ〕

　茜あかね子こがレーダー波を増強して照射する。たとえステルスでも強大なレーダー波を浴びれば位置が露ろ見けんしてしまう。自陣一番ベースの近くに居たＬＣＳ─３が暴かれ、慌あわてて戦せん闘とう態たい勢せいに移る。敵は対たい艦かんミサイルがなく、コルベットは撃うち尽くしたので砲ほう撃げき戦せんになり、激しい応おう酬しゆうが始まる。

　敵は大量のミサイルでＬＣＳ─３を支援しようとしたけど、僕が防空ミサイルで迎撃して手を出させないようにする。

〔陽ようちゃん、挟み打ち！〕

〔星ほしちゃん、同時にかかるよ！〕

　小回りを活かしてサイドに回りこんだコルベットチームが、ＬＣＳ─３に砲弾を叩たたき込んで、見事撃げき沈ちんする。

「よくやった！　コルベットチームは自陣一番ベースを制圧して！」

〔〔はい！〕〕

　防空を続けながら歌の正体を考える。真っ先に思いつくのは通信手段だ。これだけの大軍勢をステルスモードで、なおかつ離れて指揮することはできない。

　僕ならどうする？　戦闘言語でミサイルの巡航プログラムを書いて飛ばすしかない。かなり複雑なプログラムになる。

　……。

　いや、ムリだ……これだけの大群になれば思考ルーチンが膨ぼう大だいになる。リアルタイムで手動補正しない限り……、

「──あ」

　閃ひらめいたものがある。ゾクッ、と鳥肌が湧わく。

「なるほどね……歌か。だから闇子にしか判らなかった……」

「判ったんです？」

　エルフが僕を見ている。答えようとしたら、またぷいっとそっぽを向く。

　データリンクがジャミングされている。出力を上げ、嗣し子し道どうさんと通信を繫つなぐ。

「嗣子道さん、突撃」

〔ハァ？　敵の艦かん載さい機きが……〕

「手を出すな。そうすれば抜けられる。おまえはそのままホームベースに直行して空爆してくれ。そうすれば潜せん水すい艦かんが焦って浮上するから」

　次はコルベットチームと通信。

「星ほし歌かと陽よう歌かはスピーカー大音量にして、この間のカラオケのアレを歌って」

〔〔え……？〕〕

「さあ、始めてッ！」

　エルフのレベルが上がったことで、航空支援投下パックを試合中に買えるようになった。

　そのパックを利用して、ショップの雑貨品リストに入り、カラオケセットと大型スピーカーを購入。輸送機が飛んできて、エルフの甲板にコンテナを投下した。ぴにゅぴにゅ鳴きながらオートマトンが走っていって、コンテナを開けて、カラオケとスピーカーをセットする。曲が流れ始める。

　通信ウインドウにスピーカー接続して、姉妹の歌声も流す。

〔〔わっふるふー♪　わっふるふー♪　わっふるぷるぷる、わっふるふぅー♪〕〕

　プロジェクター機能もあるので繫つなげる。オンにすると、巨大な沖おき姉妹のホログラムが甲板に出現する。うわ、派手すぎ……ッ！

[image: ]

　そんなのが流れる中で激しい防空戦をやっているんだから、もうかなりカオス。

　日下部くさかべたちが敵の編隊とすれ違う。

〔……あれッ？　ホントに抜けられました〕

〔どういうことなの、お兄ちゃん〕

　もうこうなればこっちのものだ。簡単になった防空をマトンに任せる。

「茜あかね子こ、レーダー最大で怪しい場所を照射して」

〔ミサイルを誘さそっちゃうわよ〕

　柩きゆう艦かん茜子の側そばを、ミサイル群が通過しようとしている。

「もう敵はミサイルに指示を伝えられないし、探知情報もリンクできない」

〔どういうことよ……？〕

「あとで話すから、やって」

　茜子は強力なレーダーで海を走そう査さし、敵てき陣じん一番ベースに隠れているスラヴァ級ミサイル巡じゆん洋よう艦かんと、ポモルニク型エアクッション揚よう陸りく艦かんの位置を暴あばく。二隻とも慌あわてて動き出す。

「嗣し子し道どうさん、空爆！」

　ちょうどポモルニクの上空に嗣子道さんが達したところだ。

〔任せるですの！〕

　嗣子道さんが魚ぎよ雷らいを投下したので焦った。魚雷じゃホヴァークラフトに当たらないって言おうとしたら、投下先が直撃コースで、魚雷を泳がせることなく、爆弾代わりにして当てた。素人の動きじゃない……成長早すぎ。

　おっと、スラヴァ級が撃うってきた。ミサイルを示すマーカーが、一いつ瞬しゆんで大群になる。

　ミサイルの狙ねらいは──全部エルフッ!?

　このスラヴァ級、エルフ殺し艦キラーかよッ！

「うはぁッ、」

〔吉よし岡おかくん、いま引き返してミサイル迎げい撃げきを──〕

「ダメだ、日下部くさかべ。嗣子道さんを前進させて！」

〔でも……〕

「こっちで守るッ！　命令無視しないで！　頼むから、僕を信じて！」

　日下部が微笑む。

〔……はい〕

　防空プログラムを起動する。コイル迎げい撃げき砲ほうと防空ミサイルをスタンバイ。ゲイボルグ・ターレットにも指示を出す。

「茜子、探知！」

〔してるわよ！　そっち、空くう間かん断だん層そうの陰かげだから届かないエリアがあるのよッ！〕

　レーダーの取りこぼしを埋めるために素早くレーダー・ターレットを召しよう喚かんして、とにかく迎撃開始。

「……ヤバいヤバいヤバい！」

　エルフがジトッとした目で見てくる。

「信じてって言ったのに、何ですか」

「大丈夫だけど、ヤバいんだよ！」

　強烈なミサイルがガンガン飛んでくる。分離して八つに分かれるヤツや、途中からレーザーを発射して迎げい撃げきミサイルを迎撃するヤツ、レーダーをジャミングしながら飛んでくるヤツもあって、二発、三発と防空網を抜けてくる。コイルレーザーで撃うつけど、エルフと違ってマトンのオペレーションはなかなか当ててくれなくてヒヤヒヤする。それでもギリギリのところで当たってくれている。ウインドウ枚数をどんどん増やして、大量の迎撃指示をリアルタイムで書き換かえ続ける。

　昔、シュラフトの決勝戦で女王と戦ったときも、こんな風に一方的なミサイル防空戦になった。あのときは迫ってくるミサイルを捌さばき切れなくなって、最後はアルマに助けて貰もらった。でも、いまの僕ならすべて捌ける気が──……、

　……ていうか、ヤバいヤバいヤバい！　どんどんミサイル増えているッ!?　あのスラヴァ級、どれだけ改造しているんだよ！　ミサイル秒間連射しているじゃねーか！　しかもミサイルにカネを惜しまないし──どうせ卒業するから、ってか。ホント、三年生って最悪ッ！

「滅めつ葬そう零ゼロ式しき・改かい、迎撃フルバースト！」

　上空待機していた零式・改の兵装ハッチが開き、防空モードで発射された百発ものミサイルが、スラヴァ級の放った対艦ミサイルを撃ち墜おとしていく。

　スラヴァ級のミサイルが止んだ。捌き切ったぞ。ようやく攻撃に転じられる。

「メガコイルレーザー、起動」

　エルフの艦かん首しゆに、ひときわ巨大なレーザー砲ほうが迫せり上がる。通常のコイル迎撃砲の出力は二五〇キロワットだけど、このメガコイルは一〇〇〇キロワット。弾道ミサイルも迎撃できる超高出力のレーザーだ。

　こいつなら、戦乙女ヴアルキユーレでない僕でも対艦攻撃ができるけど──、

　起動した途端、艦内の照明が落ちる。メガコイルと、その制御に使うプルートーが柩きゆう艦かんエルフの電力の大半を喰くい潰つぶしたんだ。

　ホログラム・ウインドウのほとんどが消え、通信が途絶える。コンソールから迫り出た物理パネルを、液えき晶しよう画が面めんの映像を見ながらパチパチ押して、アナログな指示器を操作して、空くう間かん断だん層そうの向こうに居るはずのスラヴァ級に照準を合わせる。

「……ファイア！」

　発射スイッチを叩たたき押すと、爆音がして、床ゆかが細かく震ふるえた。液晶画面に映る映像が、閃せん光こうで真っ白になる。

　しばらく、何も起こらない。起こらないっていうか、ウインドウが消えたので何が起こっているか判わからないだけだけど。

　急に、ウインドウが点つき直なおす。通信も復活した。陽よう歌かが歓かん声せいを上げる。

〔凄すごいです！　やっつけました！〕

　海図を見る。スラヴァ級が撃げき沈ちんしている。

「よしッ！」

　僕は額ひたいの汗を拭ぬぐって、荒くなった呼吸を整える。

「ふぁあ……あんなにいっぱいミサイルあったのに……」

　エルフも目を丸くしている。

　茜あかね子こが怒鳴ってくる。

〔もういいでしょ！　説明しなさいよ！〕

「あのブイは機き雷らいじゃなくて、スピーカーセットを使って航空勢力を操あやつっていたんだ」

〔音なんかしていませんよ？〕

「超低周波音だからね。人間の耳には音として聞こえない」

〔もしかして、沖おきさんたちに歌わせたのは……〕

「サブウーファーを使って、超低周波音の層を厚くした歌声だ。女王はミサイルや艦かん載さい機きに超低周波音で指示を出していたんだけど、それが使えなくなったんだ」

　ビポ、とあまり鳴らない電子音が鳴る。メインスクリーンに〔強制通信〕の文字が表示される。僕の目の前に、幻げん体たいを映した立体映像が現れる。

　くるくる巻いた見事な黄金の髪。青い目。りんごほっぺ。クローディアだ。

〔わたくしの《静寂の歌サイレント・ソング》を見抜くとは、やってくれましたわね……〕

「あの頃の僕じゃ勝てなかったわけだよ。でも、今回は勝たせて貰もらうよ、女王様」

　女王が声を立てて笑い出した。

「何だよ、その笑い」

〔成長したわたくしの勇姿を、ここから篤とくとご覧あそばせッ！〕

　力強く言い放った直後、床ゆかが揺れる。

　エルフは超ちよう弩ど級きゆうの柩きゆう艦かんだ。主砲での射しや撃げきや、敵の猛攻撃をくらわない限りは滅多に揺れない。なのに、床が波のように跳ね上がって、エルフも立っていられなくなって床を転がる。

「きゃあああ──ッ」

　僕まで転がってしまった。背中を打って止まったあと、痛みをこらえて目を開ける。

「──なッ、」

　メインスクリーンに映っている観測機アルゴスのカメラ映像に、とてつもないものが映っている。

　原げん子し力りよく空くう母ぼだ。柩艦クローディアだろう。

　浮上している。

　原子力空母なのに海中から現れたのだ。まずそこがおかしい。もっとおかしいのは、クローディアが柩艦エルフを甲板に載のせたまま浮上しているということだ……。

　あり得ない。空くう母ぼが潜せん水すいする時点でムチャクチャなのに、超ちよう弩ど級きゆう巡じゆん洋よう戦せん艦かんを甲板に載のせるなんて。

　エルフも呆ぼう然ぜんとしている。沖おき姉妹の歌声も止んでいる。

〔……天てん才さい先せん輩ぱい、何ですか、これ……？〕

　僕は自分の知識を総動員して言葉を探したけど、浮かんできたのはありきたりなものでしかなかった。

「……潜水……空母…………？」

〔いいえ、それだけではございませんわ〕

　海面が泡立ち、クレーターのように抉えぐれ、白い水煙が上がり、柩きゆう艦かんクローディアが艦底から炎を噴射しながら、海面を越えてさらに浮上する──。

　いや、浮上という言葉はおかしい。

　空母が飛行したのだ。

　原子力潜水空中空母《クローディア》──。

〔わたくしが女王で居られた理由を、教えて差し上げます〕

　空母の舷げん側そくが開き、エルフに匹敵する巨大な砲ほう塔とうが顔を出す。

　プルートーが自動で映像解析し、その答えを表示する。五〇口径四〇・六センチ砲──戦艦アイオワ級の主砲だ。それが八基。裏側にも八基出たから、一六基だ。

〔強い者が現れれば、同じやり方で粉砕し、魂たましいの底を抉り取ってきたからですわ。あの試合、わたくしは一発の砲弾によって沈むはずでした……現代海戦において砲ほう撃げきなど取るに足らないと思っておりましたの。間違いでしたわ。女王のプライドにかけて、同じ力で叩たたき潰つぶして差し上げます！〕

　また床が跳ね上がる。女王はカタパルトを使って、柩艦エルフを海面に投げたのだ。

　大きく揺れながらも何とか着水した。

　空中にいる女王が僕らに砲口を据すえる。

　僕も、兵器管制ウインドウを素早く操作して、すべての砲を甲板に出す。

　そして、音声コマンドを叫さけぶ。

「全砲門、」

　ホログラムの女王も叫ぶ。

〔ファイ……、〕

　同時に砲火を発しようとした瞬しゆん間かん──、

　光の波が、海上をさっとよぎる映像が目に入り、僕は砲撃開始のボタンを押す直前で、ビクッと指を止める。




　……────緊急サイレンが鳴る。




　艦内のサイレンじゃない。軍ぐん艦かん学がく園えんが鳴らしている。メインスクリーンのカメラ映像を見る。滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんのバトルフィールドや空くう間かん断だん層そうが消滅していて、軍艦学園や空中スタジアムが見えている。そして水平線上に、妙なものが映っている。

　それは真っ黒な金属の門。

　中世の建物にあるような形だ。その門が海上に浮かんでいるのも妙ではあるけど、本当に妙なのはその大きさだ。

　全高は二〇〇メートルはあるだろうか。

〔何ですの、あれは……〕

　通信ウインドウから戸惑いの声が聞こえてくる。

〔星ほしちゃん目がおかしくなっちゃったですか……？〕

〔陽ようちゃんにも見えてるよ……茜あかね子こ様、あれって門……ですよね？〕

　茜子は答えない。その目には恐れがある。

〔武士様、タイマーが停止しています。試合はどうなりますか？〕

　日下部くさかべが鼻をくんくんさせて眉まゆをひそめる。

〔悪い予感の臭においがしますよ……〕

　そんな臭いがあるかどうかはともかく、日下部の予感は当たっているだろう。

　あの門は間違いなく〝出現した〟のだ。さっき見えた光の波は、小こ町まちたちの転送の痕こん跡せきだろう。とすれば……、

『多くの天てん使しが同時に朽くちようとしています。大だい審しん判ぱんの門と呼ばれるそれを開かねば、対処できません』

「師し匠しよう、あれは……」

「天使が来るぞ」

「え……？」

　門が開く。向こう側は、暗黒の海に、真っ赤な空。

　その海から大量の幽ゆう艦かんが侵しん攻こうしてくる。

　しかも、そのあとに黒い柩ひつぎが空中浮遊しながら続いてくる。いくつも見える。数を数えている間に足が竦すくんでいく。

「そんな……よせ…………」

　小町の言葉で覚悟はしていた。けど、多すぎる。

「エルフしか柩が開かないのに、こんなに相手にできるわけが……」

　クローディアの震ふるえ声ごえが聞こえてきた。

〔天使が、七体……も？〕

　地獄が始まった。
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　再び、胃が痛くなってきた。

　試合が始まれば消えるはずの痛みなのに、どうやら僕は人生最大のストレスを感じているようだ。それはまあ、〝世界の終わり本番〟なわけだから当然か。

　七つの柩ひつぎは海上にゆっくりと降りていく。ベース設置もない。どうやら閉へい鎖さ空くう間かんを作らないようだ。門から出てきた大量の幽ゆう艦かんは散開している。つまりボットやターレットはない。柩きゆう艦かん対幽艦のガチ勝負ってことだ。

　世せ界かい救きゆう済さい委い員いん会かいよりのお知らせが、海に響ひびき渡る。色々な場所の岸から次々とフュルギアが《艦装クライド》して、艦隊を組み始めている。カメラボールや空中スタジアムは緊急離脱し、軍ぐん艦かん学がく園えんも浮上を開始している。

　クローディアから通信が入る。

〔わたくしも、そちらの艦隊に合流しますわ〕

「判わかった。リクエストを出す……」

〔何を怯おびえておりますの。貴方あなたがそんな顔をしたら、フュルギアだって不安になりますわよ〕

「……う。そうだね」

　あの中の一体でも首を刎はねそこねたら、宇宙はビッグバンを起こしてやり直しになる──なんて状況だから、そもそも退路がない。やるしかないんだ。

「エルフ、休戦しよう。おまえだってこの世界が終わるのはイヤだろう？」

「師し匠しよう……」

「レーダー出力最大。アクティブ・ソナー展開」

　音声コマンドを入力、オペレーションを再開する。空中待機している零ゼロ式しき・改かいとアルゴスを配置につかせる。

「預よ言げんがない。ってことは、あいつらの戦い方や弱点を、僕が見抜かなきゃいけないってことか。できるのかよ……胃が痛い」

「師匠……」

「何？　あとにできるなら、あとにして。いま……」

　エルフが震ふるえている。何をそんなに、と思ったけどすぐ判った。《三さん位み一いつ体たい》のウインドウを指差している。

　そこに表示されている三角形の──……、

　…………三角形……の？

　おかしい。目がどうにかなったんだろうか。

　三位一体の、三角形の表示される部分に、アフロヘアーみたいな〝モジャモジャしたもの〟が映っているんだが……？

「……おい、これ」

「しししししし師し匠しよう」

　こんな現象は見たことがないけど間違いない。これはエルフの精神状態が、三さん位み一いつ体たいから限りなく遠いということだ。

「落ち着け！　落ち着くんだ、エルフッ！」

「ででですすすすよよねねねねね」

「いまおまえがヴァルキューレじゃなくなったら、柩ひつぎは開かないんだぞッ？」

「でででですよよよねねねね」

　肩を摑つかんでガクガク揺さぶる。

「頼むよ！　落ち着いてくれ！　あの件は僕が悪かった！　どうすればいいのッ!?　何でもするから、とりあえず落ち着いて！」

「あああああああのけけけん？　あれ？　ここ、どこですか？　エルフは誰だれですか？　師匠は誰に居ますか？」

「うわああ──ッ、正気に戻れェェエエ！」

　ガクガク揺さぶるけど、揺さぶれば揺さぶるほど目が◎◎くるくるになっていくだけだ。

　マズいぞ。僕の人生、ピンチはいくらでもあった。だけど、これほど絶望的なピンチはないというか──つか、何だよこれッ!?　世界どうなっちゃうのォォオオ!?

　通信ウインドウから茜あかね子この声が響ひびいてくる。

〔峰ほう介すけ、何やってるの！〕

「どうしよう、茜子……エルフがおかしくなって柩が開かない！」

〔ハァァアアアア──ッ!?〕

　茜子の幻げん体たいが転送してくる。「あははは……五い十そ六ろくたんが飛んでます」と言いながら何もない空間に手を伸ばすエルフを見て、悲鳴を上げる。

「何をしたのよ！　バカ峰介ェ！」

「判わからない……判らないんだ。急にこうなって……」

　シュゥン──と妙な音がして、戦せん闘とう指し揮き所しよの電灯が赤くなる。

　ウインドウのいくつかに『稼か働どう不ふ能のう』のでっかい赤文字が表示され、アイコンが灰色になる。

「生存優先モード……？」

　フュルギアが大きな損傷をくらい、戦闘よりも帰き投とうを優先しなければならない場合、このモードになる。エンジン出力が低下して、戦闘行為にも支障が出ているので、プルートーがこのモードを実行したのだろう。

　こうなると微速の航行と通信くらいしか行えない。

　茜子は重々しく首を振る。

「とにかく、あたしに指揮権を委い譲じようしなさい」

　頷うなずいて茜あかね子こ艦かん隊たいとして編成し直す。

「時間は稼かせぐわ。支援のラインまで後退していいから、どうにかしなさい」

「どうにか、って……」

　鬼のような顔で睨にらまれた。

「よく判わからないけど、可能性が高いのはキスの件でしょーが！　あんたのせいなんだから、命に代えてもエルフを元に戻しなさいよッッッ!!」

「ハイ……」

　茜子の幻げん体たいが消える。

〔──生徒会長の黒くろ崎さき冴さえ子こよ。全艦に戦術プランを送信する。速やかに動いて〕

　僕らに準決勝で負けた人だ。緊急時には生徒会長が総そう司し令れい官かんになる校則だから、負かしたとはいえこの人の指示に従わなきゃいけない。

　柩きゆう艦かんエルフへのルート指示は──わ。最前線だし。

　茜子に通信を繫つなぐ。

「なあ、この指示……」

〔非承認ボタン押して〕

「いいの？」

〔いいわよ〕

　ヤバいだろ……と思いながらボタンを押す。二秒ぐらいで怒鳴り込まれた。

〔ちょっとッ！　そこのコマンダー、命令違反って何なの！〕

「違反っていうか。遂すい行こう不ふ能のうで……」

〔ハァ!?　エルフリーデに搭とう載さいされた聖せい骸がい機きでしか、天てん使しは倒せないのでしょうッ？〕

「そうだけど……いま生存優先モードだし、動けないよ」

〔あれでしょッ？　自分が負かしたヤツが総司令官なのが気にくわないのよね〕

　通信が切れた。

「……あー……挫くじけそう」

　溜ため息いきしながら海図に黒崎冴子の戦術プランを重ねる。

　強気だ。準決勝でも感じたことだけど、この人のやり方は強気すぎる。準決勝では隙すきがなかったけど、今回は隙がある。強豪艦を最前線に配置して、防空域を狭く設定している。これは幽ゆう艦かんに対して速攻をかけて潰つぶそうという意図があるんだろうけど……、

〔……危ないわね〕

　通信ウインドウから茜子の声が漏もれる。

「同感」

　柩ひつぎの配置が終了し、戦端が開かれ、まずはミサイルの応おう酬しゆうが始まる。会長の意図通り、幽艦に対して優勢だ。敵は次々に撃げき沈ちんしていく。

　ネプチューンの日下部くさかべが不思議そうに訊きく。

〔勝っていますよね？〕

「幽ゆう艦かんにはね」

　茜あかね子こが苛いら立だちを含んだ声で答える。

〔天てん使しの攻撃は予測できないわ。まずは後退しながら航空戦力で仕掛けるべきよ〕

「少なくとも主力を前に置くべきじゃない。それは愚行だ」

　七つの柩ひつぎが同時に開いた。

　そこからが地獄だった。

　蝶ちようの形の天使、海竜の形の天使、砲ほうの塊かたまりのような天使、半はん人じん半はん象ぞうの天使、触手だらけの天使、球形の天使、そして蜘く蛛ものような天使。

　そいつらが一斉に撃うってきた。レーザーや、巨大な竜巻、象のヤツは二〇メートルもの長さがある槍やりを投げてきた。もちろん味方艦は迎撃態勢を取ったけど、明らかに計算外だったことが一つあり、その態勢は崩ほう壊かいした。前衛のフュルギアたちが、悲痛な声を上げる。

〔天使の歌声の射程が長いッ!?〕

〔噓うそでしょッ？　前回のときの一〇倍はあるわ！〕

　その通信音声も、ノイズとなって聞こえなくなる。

　天使が出現したとき聞こえてくる《天使の歌声》──財団の分析によれば、ラテン語の賛美歌だというそれは、歌声の届く範はん囲いにある電子装置を狂わせる。

　迎撃しようと動いていた強豪艦たちがシステムダウンして、天使や幽艦の攻撃を次々にくらって撃沈していく。すでに放たれた迎撃ミサイルも誘導装置を壊され、海に落ちていく。

　思わず全体通信にして叫さけんだ。

「撤退しろッ！」

　黒くろ崎さき冴さえ子こがすかさず、全体通信で怒鳴り返す。

〔怯ひるまずに射うち返しなさい！　ここを譲ったら負けよ〕

　──こいつッ、ダメだ。戦局が見えていない。

「茜子……」

〔従うしかないわよ。総そう司し令れい官かんだもの〕

　そんなのって……目の前で次々と戦死者が出ているのに、見過ごすなんて……。

　戦線の被害が拡大している。味方を示すマーカーに撃沈の文字が刻まれていく。いまは女王クローディアが先せん鋒ぽうとなって、猛もう然ぜんと押し返してくれているものの、この流れを続けたら敗戦は明らかだ。

　僕はフュルギアシートに行き、エルフを揺さぶる。

「しっかりしろよッ、いまが大事なときなんだぞ！」

「…………」

　エルフは放心している。揺さぶっても反応しない。

「死んでいるんだぞ、僕らの仲間が……ッ」

　日下部くさかべを失った瞬しゆん間かんを思い出して、痛みが走った。あんな思いを誰だれかが、いましている。

〔きゃあああ──ッ！〕

　通信ウインドウから聞こえてきた悲鳴にふり向く。茜あかね子この声だ。

　コマンダーシートに戻る。茜子の通信映像が妙だ。誰も映っていない。シートに居ない？　銃じゆう声せいらしき音も聞こえてくる。

「茜子!?　どうした！」

〔天てん才さい先せん輩ぱい、さっきから茜子様がヘンです！〕

「陽よう歌か、そっち経由で僕をコマンダー転送してくれ」

〔はい！〕

　僕は転送リクエストを承認。いったん陽歌のコルベットに行ってから、柩きゆう艦かん茜子の戦せん闘とう指し揮き所しよに送って貰もらった。
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　目の前の景色が切り替わる。僕は指揮所に立っている。

　煙に包まれていて、視界が悪い。滑すべって転びそうになって、気づいた。床ゆかが血まみれだ。

「クソッ、黒いヤツはどこに行ったッ!?」

　ボディーアーマーを着た兵士が煙の中から現れ、僕に気づいて目を剝むく。

　一瞬呆ぼう然ぜんとしてしまって、反応が遅れた。我に返るのは向こうの方が早かった。兵士は銃口を向けようとしたけど、呻うめきながら自分の傷を押さえる。肩を負傷しているので、動くと痛むのだろう。

　相手には隙すきがある。それは悟ったけど、自分を撃うとうとしている人間がいるなんて状況が恐ろしくて、僕は足が竦すくんでいた。逃げることもできずに、相手が苦痛をこらえて銃を向け直すのを見ている。

「峰ほう介すけ、危ないッ」

　後ろから茜子の声が聞こえて、何かが背中にぶち当たって、僕は床に転がった。その瞬間に銃声がして、僕の立っていた場所が火花に包まれた。撃たれたんだ。あそこに立っていたら僕は死んでいたろう。

「新手がいたぞ、こっちだッ！」

　兵士は銃からカートリッジを抜いて、次のカートリッジを入れようとしているけど、血で滑って落としてしまった。

「峰ほう介すけ、隠れてえッ！」

　茜あかね子この声が後ろからした。僕と同じように床ゆかに倒れている。おそらくさっきのは、茜子が突き飛ばしてくれたんだろう。

「早くきてくれ！　俺は負傷している」

　兵士はいまにも死にそうな顔色で、カートリッジを拾い上げる動作もぎこちなく、時間をかけてようやく成功した。弾たまを込めて再び僕に銃じゆう口こうを向ける。

「もう一人はコマンダーのようだぞ、どうするッ？」

　近づいてきた別の兵士が答える。

「ターゲットごと射殺していい！」

　ターゲットっていうのは、おそらく茜子だ。茜子が殺される。そう思った瞬しゆん間かん、僕の中にあった恐れが吹き飛んで、兵士に突とつ撃げきした。

「峰介、やめてェ！」

　兵士が撃うった。僕の肩口と耳たぶを弾がかすめる。でも堪こらえて兵士に飛びかかった。銃を奪おうとしたけど、銃の側面で殴られて後ろによろける。

「邪じや魔まですッ！」

　僕を突き飛ばしていった黒いコートを着た少女が、そいつに襲おそいかかる。

「──削そぎ削ぎしますッ！」

　涙る衣いだ。彼女が手にしているカランビットナイフは、その刃やいばの手前に緑色のホログラム・ブレードを発生させている。

　兵士が撃ってきたけど、涙衣は緑のブレードで弾はじき、接近して敵を削ぎまくる。

　見えない速度のスイングが風圧を起こす。敵は装備も肉も六角形のモザイクになってから消滅して、骨だけ落ちる。
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「……。削ぎすぎだろ」

　残りの兵士が撃ってきているけど涙衣のコートは銃弾を寄せつけない。数センチ手前で着弾せずに落ちていく。

「こちらアルファ、負傷者多数にて作戦遂すい行こう不ふ能のう──これより離脱する」

　兵士が煙の向こうに撤退する。追おうとする涙衣の肩を摑つかむ。

「よせよ、無む闇やみに殺す……」

　カランビットナイフの刃が、僕の喉のど元もとに突きつけられて、僕は黙った。

「茜子様を守れなかった男が何を偉そうに」

「だからって、僕を殺すのか」

「わたしはあっち側ですからね」

「あっち？」

「こいつらと同じ財団のスパイで、邪魔者を消すのが任務ですから」

　僕は床ゆかにある死体を見る。

「財団が……茜あかね子こを殺そうとしたのか？」

「そうですよ。茜子様は情報収集能力に優れすぎています。財団にとっては邪魔者です。幻げん体たいを制圧し、撃げき沈ちんと思わせて爆薬で処理する。そういうシナリオです」

「なのにどうして助けた……？」

　僕の喉のどに、さらに刃やいばを近づけてくる。

「先せん輩ぱいを助けるかどうかは決めていませんよ」

「え？」

「ブルクハルトの支配体制が崩ほう壊かいしかかっています。わたしを送り込んだ人間も、財団内の尖せん鋭えい的てきな派は閥ばつです。裏切って茜子様を助けたわたしなど、連中は平気で始末します。生き残りがかかっているんですよ。先輩の首を土産にすれば……」

「やめて」

　茜子の声に、涙る衣いはビクッと硬直した。

「やめてッ！　涙衣、もう殺す必要なんてないの！」

　それでも涙衣は、僕に刃を据すえ続けている。

「いつか滅めつ葬そう戦せんを始めた理由を話したよね？　茜子から情報提供された恩、だっけ」

「噓うそに決まっているでしょう。茜子様は財団の弱みを握って、わたしを自由にするよう取引してくれたんですよ。だから恩があります。先せん輩ぱいに想像できますか？　小さい頃から殺人のプロとして育てられた、道具としての人生を──」

「……判わからない」

「信用するな、って言ったじゃないですか……」

　涙る衣いの目から、涙が溢あふれ出る。

「わたしは敵なんですよ。その敵を、信用するなんて……茜あかね子こ様も貴方あなたも、艦かん隊たいのみんなも大バカですよ。貴方を殺せと命じられているのですよ？　どうしてですか。茜子様も、貴方も、艦隊のみんなも……どうしてわたしに優しくしたりしますか……。こんな裏切り者を誘さそってくれて、美お味いしいものをくれて、大事にしてくれて、優しくしてくれて……嬉うれしいじゃないですか……嬉しすぎて、胸が痛かったですよ。この人たちを裏切るって思ったら、自分の心臓を削そぎ落としたくなりましたよ……」

　カランビットナイフが下がる。

　茜子が寄ってきて、涙衣を抱き締しめる。

　涙衣は崩れるように身を寄せて、号泣し始める。

「ありがとうございます、茜子様。わたしに居場所を作ってくれて……本当にありがとうございます」

「涙衣は、財団の危険な動きを止めようとしてくれたんだな……？」

「失敗しましたけどね。おまけに尋じん問もんを受けて、柩きゆう章しようまで削けずられて……生きているのはアルマさんのお陰かげです」

　茜子が、涙衣の頭を撫なでる。

「無事に帰ってきてくれて、あたしを守ってくれた。それだけでいいわ」

　爆音がして、柩きゆう艦かん茜子が揺れる。

「時間がない。戦局が悪くなっている。組んで戦え」

「え？」

「削られても、コマンダーとしてなら戦えるだろ？」

　涙衣の欠けた柩章を指差す。右上に小さな柩章が追加されている。

「葬そう技ぎも出てるし、オペレーションなら即戦力だ」

「……そうね。やりましょう、涙衣」

　二人は向き直る。

「わたしこと杉すぎ本もと涙衣は、世界を守る滅めつ葬そう作さく戦せんの使命を理解し、世界を救う勇者としての自覚を保持し、規律を守り、心身を鍛きたえ、たとえ死の淵ふちにあっても、我が身滅めつするとも、自艦《野の尻じり茜子》と共に戦い抜くことを……」

　これは、コマンダー宣せん誓せい。

　滅葬戦を戦い抜く決意のある者しか唱となえてはいけない言葉。

「……──誓ちかいます──」

　引き返せなくなる、その一言を、涙る衣いは口にした。

　涙衣は茜あかね子この胸元にある柩きゆう章しように、右手を置く。涙衣の手の甲に同じ形の紋もん章しようが刻まれる。これで涙衣は、茜子のコマンダーとなった。

「二人とも急いで戦せん闘とう準じゆん備びを」

　フュルギアシートに茜子と一緒に行く。

「おまえに頼みがある」

「何？」

「生徒会長の黒くろ崎さきだよ。あいつダメだ。この状況じゃ確実に負ける」

「どうするの？」

「全ぜん艦かん艇ていにデータリンク接続、生徒会長に通信繫つないで、その通信を全艦艇にオープンにして流して」

　茜子の横にある通信ウインドウに生徒会長が映る。

〔何ッ？　あとにしなさい！　切るわよ〕

　生徒会長、黒崎。こいつは準決勝で僕らに負けている。つまり──……、

　僕らは、こいつに対して一つの権利を持っている。

「──絶対命令権を行使する」

　僕の呟つぶやきに、生徒会長が目を瞠みはる。

〔「「なッ、」」〕

　茜子も涙衣も、絶句して僕を見ている。すべてのウインドウに『絶対命令権／実行』の文字が表示される。

「……軍ぐん艦かん学がく園えん全艦隊の指揮権を、野の尻じり茜子に譲じよう渡としろ」

　生徒会長は凍りついた。

　我に返ると、怒りに満ちた目で通信ウインドウ越しに僕らを睨にらみつけてくる。

〔正気とは思えないわね〕

　生徒会長は総指揮権を譲渡してきた。

　軍艦学園の全艦艇が、茜子の指揮下に入る。

　行こうとすると茜子が僕の肩を摑つかんでくる。

「峰ほう介すけ！　あたし、そんな大役……」

「いいかげん、僕に憧あこがれるな」

「──え？」

「おまえはとっくに、僕よりも優れている。型破りだけど鋭するどく駆かけ引ひきし、ときに静かに、ときに力強く敵を打ち負かせる。悔しいけど、頭脳戦じゃ僕はおまえに勝てない」

「あたしは、いつまでもあんたの……」

「いつまでもスネイク気分で居るな、っておまえが言ったろ？　なら、いつまでもビートルワゴン気分で居るな。自分を誇れよ。おまえに宿った、新しい力を認めてやれよ」

「あたしの……新しい……力？」

　茜あかね子この頭を撫なでる。

「もう僕を支えるな。おまえを、僕が支えるから──」

「峰ほう介すけ……」

　電流がアンテナを通ってビリッときたけど、ガマンして撫で続ける。

「……────見てて、峰介。あたし、やるから」

　茜子はじわっと湧わいた涙を拭ふいて、コンソールに向き直る。素早く海図に目を走らせる。ぶつぶつ言いながら考え、何十枚ものウインドウを出して片っ端から操作し始める。その指が見えないほど速い。

「涙る衣い、展開中の全空母、全艦かん載さい機きのリモートコントロールを任せるわ！」

「了解しました、茜子様！」

　涙衣まで何十枚もウインドウを出して、同じ速さで指を動かし始める。

「灼やき尽つくせ、翼つばさよ。魂たましいを灰に、灰を無に。灼しやく熱ねつの中に正義を刻め──《鳳ほう凰おう殲せん撃げき》！」

　涙衣が葬そう技ぎを発動すると、上空に翼長が二〇メートルはあろうかという火の鳥が、空を覆おおうほど大量に飛来してきて、火の玉を吐いて空爆を始める。

　イージス型の幽ゆう艦かんが火の玉を迎げい撃げきしようとする。

「閉ざされて凍いてつけ。絶望に打うち拉ひしがれよ。煉れん獄ごくの電波を聴き、深海で跪ひざまずけ──《静かなる海》ッ！」

　茜子が葬技を唱となえ、敵の電子機器をダウンさせる。迎撃することもできないまま、幽艦が次々と沈んでいく。

　さらに追い風だ。海図に続々と増援のマーカーが増えている。映像ウインドウを出すと、小こ町まちたちの能力で外国籍のフュルギアたちが転送されてきているらしい。

〔ＵＳＡチャンプの《沈黙のミズーリ》ジョディー・キングだ！　天てん使しの歌を近距離でくらいながら気にせず主しゆ砲ほう撃うってやがる。バケモノか……ッ！〕

〔フランスの誇る《空を統すべる潜せん水すい艦かん》エレーヌもいるわ〕

〔ロシア最凶の第二黒こつ海かい艦かん隊たいが、通常攻撃で天使を吹き飛ばしたぞッ!?〕

　世界中のフュルギアが集まってきている。これなら持ちこたえられるかもしれない。

「よし、エルフに戻る。コマンダー転送を……」

「戻らない方がいいですよ、先せん輩ぱい」

　涙衣がオペレーションをこなしながら、鋭するどい目で僕を見てくる。

「いまあそこに、ブルクハルトとアルマさんが居ます」

「アルマが？　どういうこと……？」

「捕まって尋じん問もんを受けたわたしを助ける代わりに、ブルクハルトの計画に身を売ったんですよ。あのクソ野郎が進めているプランは生き地獄です。人類が生き残るために払う犠ぎ牲せいを、逆らうこともできずに見続けることになります。一生立ち直れないかもしれません」

　茜あかね子こを見る。僕と目が合うと、すぐ逸そらした。きっと茜子も知っているのだ。

「アルマさんとエルフリーデさんの抱えている運命ってのは、それぐらい重いんですよ。ハッピーエンドはありません。まともに暮らしたかったら関わらないことです」

　僕は次の言葉をためらった。

〔〔イヤアアアアァァ──ッ!!〕〕

　通信ウインドウから尋じん常じようじゃない悲鳴が聞こえた。沖おき姉妹の声だ。

「……冗談でしょ」

「茜子、どうした？」

「…………。陽よう歌かが沈んだわ」

　震ふるえ出して、目の前が暗くなって立っていられなくなって、コンソールにもたれる。

　どうして沈んだのか。どんな最さい期ごだったのか。訊きこうと思えば訊けた。でも僕にはとてもできなかった。脳裏に浮かぶ陽歌の笑顔が、痛すぎる。

　スウィーツフェアで上手くラムネを飲めなかった陽歌の口を拭ふいたことを思い出した。

『ありがとうです。ちょっとだけ天才先輩でした』

　顔を赤らめながら、幸せそうな笑顔をした陽歌を思い出した。

　コンソールに拳こぶしを叩たたきつけた。

「こんなに犠牲が増えていくのに、どうして僕は何もできないんだ……ッ！」

　親しかった人が死ぬのは、胸を切り裂かれるように感じることだ。お袋ふくろを失い、アルマを失い、日下部くさかべを失いかけて、そんなのは絶対にくり返したくないと思った。なのに──……、

　陽歌を失って、また同じ思いに囚とらわれている。

「…………ずっと、ここに居なさいよ」

　茜子が泣きながら言う。

「あんたはよくやったわ。あの様子じゃ行ってもエルフは戻らない。財団には切り札があるし、きっとこの戦いは勝てる」

「犠牲を払って、か」

「そうよ。仕方ないでしょう？　世界はこんなに狂っちゃったんだもの──」

　僕は血の滲にじむ拳を解き、自分の手を見る。

「……僕は何だ？」

「何って……？」

「エルフが元に戻るのをただ願っただけだった。何もできなかった。あいつがいなければ世界が救えないと思い知っただけだった。だったら、僕は何だ？　あいつの助けになれないのなら、なぜコマンダーになったんだよ……」

「峰ほう介すけ……」

「僕は無力かもしれない。いや、無力だ。葬そう欠けつだし、箸はしより重いものなんか持ちたくないぐらい貧弱だし、得意にしている戦術や改造でもトップにはなれないし、試合前にはストレスで胃が痛くなるし、勝ったあとあっさり負けるし、周りを引っ張り回して困惑させるし、何度も何度も失敗して、ギリギリで這はい上あがってきただけだ。でも、これが僕だ。あいつにとってどれだけ頼りない手でも、あいつは誰だれかの手が差し伸べられるのを待っているはずだろッ!?」

　茜あかね子こに近づいて、その手を摑つかむ。

「エルフはまだ生きている。救えるかもしれないじゃないか。救えなくてもいい。あいつのために、一緒に死んでやれる。最さい期ごに握り合う手があれば、人生の意味って変わって来るんじゃないか？　まだ死んだことがないから、判わからないけどさ」

　茜子の目がじわっと潤うるみ、口元が崩れるように乱れ、隠すように顔をそむける。

「頼みがある。転……」

　茜子は、僕の唇に指を立てる。黙った僕に、泣いたまま微笑む。

「死にに行くんじゃない。二人で、生き延びるのよ」

　しっかりと頷うなずく。

「コマンダー転送、僚りよう艦かん、エルフリーデ・ヴェンデルガルト・藤ふじ原わら──」




　　　　▽△




　エルフの戦せん闘とう指し揮き所しよに転送された。

　黒いライオンが七頭居て、現れた僕に二足歩行で向き直る。前脚の爪がホログラムのブレードを宿している。おそらく涙る衣いが持っていたのと同じ種類の武器だ。

　エルフの前にブルクハルトが立っている。フュルギアシートは高台なので、僕を見下ろす形になる。普段から力強いその目が、さらに威圧的になっている。

「なぜ戻ってきたのだね。吉よし岡おかくん」

「エルフを正気にします」

「彼女の意識を戻す必要はない。エルフリーデは次じ元げん力りよくを溜ためる電池であればいいのだ」

「電池……？」

　一歩踏ふみ出そうとしたら、黒ライオンが一斉に動いて、僕の首に何本ものホログラム・ブレードを突きつける。ホログラムに触れた髪の毛が、モザイクになって消滅する。

「……悪いが、動かないでくれるかね？　いまここで君を殺すのは簡単なことだし、そうしろと指示もしておいた。だが、エルフリーデの前で君を殺すと、せっかく閉じさせた意識がショックで戻ってしまうかもしれない」

「閉じさせた……？　エルフがおかしくなったのは、おまえの仕し業わざか！」

「仕業も何も、彼女はわたしの所有物だよ。どうしようとわたしの勝手だろう」

「エルフは物じゃない！　人間だ！　普通の女の子だッ！」

「普通だと？」

　ブルクハルトは笑い出した。

「君は細胞分裂して増えるような水の塊かたまりを、本気で人間だと思っているのかね？　これは道具だよ。もっと言えば人の形にもなれる兵器だ。我々人類が生き残るために開発した決戦兵器の一つに過ぎない。そんなものにまで感情移入できる君は、とても人間的と言えるがね。それはあれだな、日本人の好きな擬ぎ人じん化かというものに過ぎないだろう？　強い思い入れのもたらす錯さく綜そうだな」

「違うッ！　こいつは誰だれよりも人にん間げん臭くさくて、僕なんかよりずっと人気があって、楽しいことを楽しいってはっきり言えるヤツで……」

「失礼だが君の持論を聞いている時間もないのだよ」

　ブルクハルトは自分の周りにホログラム・ウインドウを出して、日下部くさかべの乗っている柩艦嗣子道ネプチユーンを見る。

「日下部たちをどうする気だッ！」

「天てん使しの足止めに使う」

「は……？」

「日下部舞まいのサルベージは、それが目的だ」

　ブルクハルトはヘッドセットのイヤホンに目を向ける。何か報告を聞いている──？

「……いいだろう。要求を吞のむ」

　理事長が指を鳴らすと、衛星電話が出現して降ってくる。取って、僕に投げる。

　首をホールドしている黒ライオンたちのホログラム・ブレードが、一斉に引いたので、受け取る。

「これは……？」

「君に、だ」

　おそるおそる手に取ると、声が聞こえてくる。

〔貴様か〕

「凪なぎ？　どうして……」

〔我の為なすべきことが判わかった。だから承しよう諾だくしたのだ〕

「承諾って？」

〔舞を頼むぞ。あれは強くて弱い〕

「ちょっと何だよ、凪」

〔礼を言う。貴様が居たから、世界を守ろうなどと大層な志こころざしに至った。泥どろ臭くさく駆かけずり回る貴様の背中は、追ってみたくなる背中であったぞ……〕

「……どういうことだよ」

「時間だ」

　ブルクハルトは指を鳴らし、衛星電話を塵ちりに変える。

「おいッ、いまのは何だ……？」

　すぐには答えず、懐中時計を確認してから答える。

「彼女には戦乙女ヴアルキユーレの素養が最初からあった。ただ、艦かん艇ていとしての能力は低かったのだよ。我々には好都合な人材であった。いま溶かして向こうに送った」

「…………向こう？」

　ブルクハルトは、メインスクリーンに映っている《門》の向こう──赤い空に黒い海面の、異様な空間を指差す。

「虚きよ無むの海に送り、聖せい骸がい機きに魂たましいを入れ込む」

「凪なぎを殺したのか……ッ！」

「殺す？　判わかっていないな。これは人類が生き残るための戦略だ」

「人の哀しみを、戦略なんて呼ぶなァ──ッ！」

　ブルクハルトに殴りかかったけど、黒ライオンに再び首をホールドされる。かすって、小さなモザイクが発生して血が流れた。

　動けない……。

「落ち着いて、あれを見たまえ」

　アルゴスの送ってくる映像の一つにネプチューンの飛行の様子が映る。

　オープンカーのように胴どう体たいが開く。柩ひつぎが開いて、聖骸機が起き上がる。蛇へびに肩と腕がついた形で、斬ざん馬ば刀とうを握っている。

「日下部くさかべ舞まいは自らの力に目覚め、悪あく魔ま〈アマイモン〉に剣装した」

　剣装──艦装クライドの〝剣バージョン〟だ。

　いま日下部は、聖骸機が握っている斬馬刀へと変へん貌ぼうしたのだ。僕と同じ能力を獲かく得とくしたってことか。で、その剣の名が〈アマイモン〉──。

　いまや日下部は聖骸機を操あやつり、天てん使しの首を刎はねることができる。僕とエルフにしかできなかったことを肩代わりできる。

「もはや人類は、メンタルに問題を抱えるエルフリーデに拠よらずとも戦える。君の使命も終わったな、吉よし岡おかくん。いままでご苦労だった」

「……天使は七体も居るんだぞ」

「切り札は用意した」

　ブルクハルトがアイコンタクトすると、アルマはその身を覆おおっているシーツを取る。

　その白い裸体には真っ黒な柩きゆう章しようがいくつも刻まれている。胸の部分に、円盤状の液えき槽そうが埋め込まれていて、黒い渦巻のようなものが回っている。

　額ひたいには、モントゥと同じ形の柩きゆう章しようがある。

「……アルマ？　その胸……」

　液えき槽そうの中の渦巻が高速回転し始める。エルフの悲鳴が聞こえる。頭を押さえて、床ゆかに崩れ落ちている。

「エルフッ!?」

「心配は要らない。次じ元げん力りよくを制御されて苦痛を感じているだけだ。死にはしない。エルフリーデの方はな」

「エルフの……方？」

「スネイク……」

　口を挟んだアルマを見て、言葉を続けられなくなった。彼女の腰から下が水になっている。水の部分がどんどん増えている。

「お別れだな」

「アルマ！」

　ブルクハルトがヘッドセットのマイクへと告げた。

「始めろ」

　アルマの胸の液槽が閃せん光こうを放つ。放たれた電光に似た光の束が、エルフの柩章に当たる。エルフが悲鳴を上げる。

「エルフ──ッ！」

　ブルクハルトは笑む。

「次元力の転送を確認した。エルフリーデ制御装置──《ゴルゴダの十じゆう字じ架か》モードで起動せよ」

　光が途切れる。液槽が割れ、アルマが前のめりに倒れ込む。

「アルマ、大丈夫かッ!?　返事しろ！」

「もう助かるまい。そのうち水に戻るだろう。そんな些さ細さいなことよりも、あれを見たまえ」

　展開中の天てん使しの背後の海に、鋼鉄リベット留めの十字架が浮上する。十字架の側面にあるハッチが開き、そこから鎖くさりが出てきて天使たちを縛しばり始める。

　抵抗したものの、天使たちは大量の鎖によって動きや攻撃を封じられた。

「……天使が…………」

「判わかるかね、吉よし岡おかくん。これが力だ。人類のテクノロジーは神をも凌りよう駕ができる。科学こそ人類最大の武器であり……」

「そんなの違う」

　ブルクハルトは恍こう惚こつとした目をしていたが、真顔に戻って僕を険しく見み据すえる。

「どう違うというのだね？　現に人類は救われたではないか」

「そうだよ。悪あく魔まアスタロト」

　指揮所の入り口から、ミカエルが入ってくる。

「彼の言う通りだ」

　ミカエルはブルクハルトの腕を取り、寄り添う。

「ボクらはあの腐った神々を葬ほうむってあげたんじゃないか。君がしていたのは《ゴルゴダの十じゆう字じ架か》が完成するまでの単なる時じ間かん稼かせぎさ」

「だから途中までしか預よ言げんを持ってこなかったのか」

　ミカエルは笑う。

「ボクは堕だ天てん使しなんだ。次じ元げん力りよくを悪魔と取引したからそう呼ばれるようになった。神には敵視されて、悪魔には蔑さげすまれる。だから、こうして最強の人間と組んだ。賢いだろ？」

「ブルクハルトは間違っている。僕らに力を貸してくれ！」

「君とエルフリーデの役割はここでおしまい。ハッピーエンドは観たろう？　残念だけれど、君はここで退場……」

「バカな」

　ミカエルの言葉を遮さえぎったのは、ブルクハルトだった。感情を滅多に出さない彼の顔に明らかな恐怖が刻まれている。大量の汗を搔かき、震ふるえてもいる。

　視線を辿たどって、僕にも同じ恐怖が伝わってきた。

　門から何か出てくる。純白の柩ひつぎだ。上部を門に擦こするほど巨大な柩だ。無数の目玉で覆おおわれた逆十字架の浮き彫りがあり、その目玉はぎょろぎょろと動いている。

　歌が聞こえる。聞いたことのない言語だけど、それは賛美歌だと判わかる。

　その柩が通り過ぎただけで、幽ゆう艦かんが灰になって崩れ落ちている。

　戦場が静止している。

　最初に声を発したのはブルクハルトだった。

「────《神ヤハウエ》──か……？」

　柩から放たれた光ルクスの波が、海上を走っていく。その光に触れると、天使たちを縛しばっていた鎖くさりが砕ける。自由になった天使たちが、ケダモノのような咆ほう哮こうを上げる。

　ミカエルがブルクハルトの服を摑つかむ。

「ヤハウェだよ……ブルクハルト……あれ、ヤハウェだよ……？」

　堕天使は顔面を引きつらせながら泣いている。

「ねえ、どうするの？　ヤハウェを滅めつ葬そうできるのは高位の悪魔だけだったのに、もうすべての悪魔が葬られているんだよ……？」

　ブルクハルトは頭を抱えている。

「あり得ない。ヤツは滅葬されたはずだ」

　白い巨大柩が開く。

　通常の天てん使しの倍以上はある巨人だ。白い衣を着ていて、七枚の羽根を神こう々ごうしく背に広げる。美しく凛り々りしいその面容が左右に割れて、頭ず蓋がい骨こつに牙きばの生えた悪あく魔まの顔となる。

　そして眼がん窩かに埋まった鋼鉄の目を動かし、ゆっくり海を見渡す。

　ミカエルが金切り声で叫ぶ。

「《裏切り者ユダ》を探しているッ!?　ねえ助けて、ブルクハルト！　まだ死にたくない」

　神の目が、こっちを向いた。

　ブルクハルトとミカエルが悲鳴を上げて後ずさる。

　牙のついた頭蓋骨が笑う。神聖さをまったく感じられない悪魔の笑みだ。そのあと息を放った。息は光ルクスの波となって拡がり、僕らの居る指揮所の壁を衝つき抜ぬけて通過した。

　そのあとブルクハルトたちを見て戦せん慄りつした──。

　ブルクハルトもミカエルも、骨だけになっている。骨のまま立っていて、カチャカチャと鳴りながらまだ動いていて、自分の姿を〝見て〟から絶ぜつ叫きようするように〝骨格だけの口〟を開いて、骨の結びつきさえ失って床ゆかに落ちる。

　黒いライオンも骨になっていて、次々と崩れて落ちていく。

「……神か。なんて力だ。こんなの勝てないぞ」

　ブルクハルトが絶望するくらいだから、ヤハウェはとてつもない存在なんだろう。

　僕はアルマの元に駆かけつける。

「アルマ、しっかりしろ！」

　もう腹部まで水の塊かたまりになっている。その目が薄く開く。

「スネイクか……」

　アルマは血を吐きながら咳せき込む。

「もう喋しやべるな！」

「役割を果たせ、スネイク。おまえにはやることがある」

　アルマは震ふるえる指で、エルフを指し示す。

「エルフの意識が戻ったところで、神に勝てるわけないだろッ？」

　声も出せなくなってきたのか、アルマはテレパシーでの会話に切り替える。

〈おまえとエルフリーデなら可能だ〉

「おまえが死ぬってときに、戦えだなんて言うな」

〈わたしの死を、すでにおまえは一度乗り越えたろう？〉

「二度目なんか耐えられないよ……」

　僕の頰ほおへとアルマは手を伸ばす。愛いとしそうに微笑みながら、僕の涙を拭ふく。

　僕は、胸にずっとつかえていた言葉を言う。

「おまえが絶対命令権を使って引き出した本音なんて、僕の心にあるほんのちょっとの疑念でしかない……助けたい。世界なんかどうでもいい……」

〈バカだな、スネイクは。この世界は、素晴らしいだろう？　生きることは楽しいだろう？　別れは切ないけれど、出で逢あうことはワクワクするだろう……？〉

　その言葉を聞いて、僕が頭に思い浮かべたのはエルフの笑顔だった。あいつは転校初日からはちきれんばかりの笑顔をしていた。アルマを失った傷きず痕あとは、僕の胸にいつまでも残っていて、その傷を、あいつの笑顔が少しずつ癒いやしていった気がする……。

　アルマは両手を使って僕の頰ほおを包み込む。

〈なあスネイク。確かにこの世界は痛みに満ちている。だが、あの素敵な出逢いがあったのも、この世界ではないか。おまえはこれからも様々な者と出逢い、ときに共感し、ときに感情をぶつけ合う。そして、いつか思うのだ。いつまでも、この世界に生き続けたいと〉

　アルマは深く微笑んだ。

　目の前が、涙でぶわっと曇くもって見えなくなる。

〈この世界は素晴らしい、とあいつヤハウエに伝えてくれ。あと、それと……〉

「何だよ」

　答える声が震ふるえた。抑おさえようとしたけど、ムダだった。

〈ご飯を口で食べるというのも楽しかった。空間をボタン一つで移動できないのは不便だったが、歩くのも楽しかった。おまえは傘のしまい方を教えてくれたな。ああいうのも楽しかった。何もかも楽しかったんだ。自分が、いまここに、アルマという名で存在しているという実感が湧わいて、世界中に『ありがとう』と言いたくなった。だから、もう少しだけ……〝青春というもの〟をしたかった〉

「…………」

　答えようとしたけど、嗚お咽えつで声が掠かすれて言葉が出なかった。

〈わたしの分も青春というものをしてくれ。精一杯、してくれ……〉

　それが最さい期ごの言葉となった。

「二度も託たくしやがって……このバカ」

　アルマは微笑みながら、水となった。形を失って流れ落ちて、手をすり抜ける。

　僕は、二度目のアルマの死を見届けた。




　　　　▽△




〔電子戦機、天てん使しの歌をジャミングしなさい！〕

　通信ウインドウから茜あかね子この声が聞こえる。

〔航空機で押し込んで制圧海域を確保、戦せん闘とう機きはフレアを天使の目の前に落としなさい！　防ぼう空くう艦かん同士で横列を組み、空の壁を築いて！　潜せん水すい艦かんはその援護。コルベットとフリゲートは側面からの一いち撃げき離り脱だつに徹するか、補給艦の護衛に回って。打撃群、あんたたちが勝利の鍵かぎになるわ。ミサイルをトップアタックモードにして惜しまずたたみかけて！　あのバケモノに一発でも多く当てるのよッ！　戦せん闘とう機きは日下部くさかべたちの援護に回して！〕

　神との戦いが始まっている。メインスクリーンにその様子が映し出されている。

　ヤハウェが手を天にかざすと、空から光が降りそそぎ、航空機が墜おち、ミサイルが爆発する。

　ヤハウェが二枚の羽根を超高速で擦すり合わせると、海が割れ、柩きゆう艦かんが吞のまれて沈没する。

　ヤハウェが息吹ゴツド・ブレスを放つと、そこから青い波動が拡がる。波動に触れると、守る手段もなく、次々と柩艦が分解していく。

　おまけに人類側の攻撃は、天てん使しが使っていたのと同じバリアで防いでしまう。天使は一枚しかなかったのに、要よう塞さいのように何枚も重なっている。

　天使だけでも倒せるかどうかギリギリなのに、レベルが違いすぎる。勝てるわけがない。アルマはどうして勝てるなんて言ったのだろう……？

　僕はエルフの元に行き、抱き起こす。ちょうど目を覚ます。

「……師し匠しよう？」

　エルフが目を覚ましても生存優先モードは解除されない。三さん位み一いつ体たいのウインドウもモジャモジャのままだ。ブルクハルトの言った『意識を閉じさせた』というのは、生存優先モードになったあとの、あの身動きしなくなった状態なのだろう。

　つまり、エルフが戦えなくなった原因は他にあるのだ。胸の中の落胆を抑おさえて、僕はエルフに状況を話す。

「アルマが死んだよ。凪なぎと、陽よう歌かも……味方はいっぱい死んでいる」

　エルフは何度も瞬まばたきをして放心している。

「……噓うそ、ですよね？」

　僕は答えず、メインスクリーンを見る。

「ヤハウェっていう天使よりも強い敵が現れて、ブルクハルトは死んだ。人類は負けるかもしれない」

「…………最初から、そうです」

「最初から？」

「勝てると言ってたのはボスだけです。研究してた人たちは、みんな言ってました。フュルギアは幽ゆう艦かんの、聖せい骸がい機きは天使や悪あく魔まの劣化コピーに過ぎないって。こんなので勝てるわけがないって言ってました」

「……そっか」

「驚かないんですか？」

「何となく思っていたことだよ」

「なら、師匠はなぜ戦ってたんですか……？」

「何でだろうな」

「ヘンですよ。天てん使しがあんないっぱい出たら、普通は絶望します……戦えなくなります。おまけにヤハウェは、ボスさえも恐れてた存在ですよ？　もう終わりです」

「最初から、戦いたくなかったのか……？」

　エルフがぽろぽろと涙を流した──。

「…………。はい」

「初めて僕を滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんに誘さそったとき、心残りがあって、青春しなくちゃいけない──そう言ったよな？」

「あのときは……必死でしたし」

「戦いたくないのに、何で誘ったりしたんだ？」

「言いたくないです」

　僕の視線を避さけるようにうつむいてしまった。

　メインスクリーンを見る。戦いは激しさを増している。フュルギアの艦かん隊たいは天使と神に圧おされて後退を続けている。

　僕は戦いにも加われず、どうしてこんな会話を続けているんだろう。いままで磨いてきた戦いの技はムダだったのだろうか。虚むなしい。自分の人生が否定された気分だ。他の誰だれかの艦に転送して貰もらって、そこでコマンダーとして戦えばよかったのかもしれない。

　でも、僕は〝ここにいること〟を選んだ。最後までやり通そう。

「どうして言いたくないんだ……？」

「言いたくない、って言いましたよね？　何度も訊きかないで下さい。強い師し匠しようには判わからないんですよ」

「僕が強い……？」

「めちゃくちゃ強いですよね。胃が痛いとか言いながら、けっきょくどんな敵とも対等に戦ってるじゃないですか」

「あー……やっぱおまえ、アホだわ」

「ハァッ？」

　僕は「ふんぬッ」というかけ声と共に、エルフの身体を持ち上げる。

「ひゃわわわ──ッ!?　師匠、何やってますか!?」

「なッ、なに、って、おおおおお、お姫、様、だっ……こ、だよ！」

「抱っこっていうか、腕も脚もプルプルになって、顔色真っ青で、汗が尋じん常じようじゃないぐらい、ぶわってなってますよッ!?」

「箸はしより重い……持たなかっ……主義、だ、か……うぉおおおッ、あとちょいッッ！」

　ふらついても、何とかフュルギアシートに運ぶ。壮絶に荒く息している僕の背を、エルフがさする。

「どうしてこんなことをしたんですか？」

「おまえ、夢だったんだろ？　お姫様抱っこ……」

「へ……？」

「おまえが戦えないんじゃ、どうせ死ぬ。だったら最後に夢を叶かなえてやろうと……げぶっ」

　咳せき込んで先が言えなくなる。ダメだ……僕は滅めつ葬そう戦せんより『貧弱選手権』で世界を目指すべきだったかもしれない。

「まあ筋肉の点から言っても、葬そう欠けつの点からしても、凡ぼん人じんより下だよ。最初からそうだった。シュラフトでもスタートはマイナスでさ。基本的に弱いんだ、僕は」

「師し匠しようが……？」

「弱いから負けて、それがストレスで胃が痛くなる。最初は胃が痛くなったら試合をやめた。試合中に笑うのだって、やせ我慢だ。ストレスを減らそうとヤバイ場面で笑っていたら、いつの間にか癖くせになってさ……」

　エルフが真顔になった。

「えっと、師匠が凄すごいヘタレに見えてきましたけど……？」

「おまえに言われたくないよッ！」

「ひゃッ、すいません」

「いまでも胃は痛むけど、アルマと出で逢あって、揺るがないあいつを眺めているうちに、自分が恥ずかしくなった──」

「アルマは強いです」

「違うよ？　あいつにも弱さはある」

「どんな？」

「誰だれにも言えないんだ。秘密をすぐ作る。ちゃんとした理由があるときも、ないときもある。言いたいときもあるのに、死ぬまで溜ため込んで、人生が終わるときにしか出せないんだ」

「アルマが……そんな風に……」

　エルフの目に、涙がじわっと湧わき上がった。僕はその肩を摑つかむ。

「おまえは、やめろよ。アルマみたいに死ぬときに託たくしたりしないでくれよ。失った誰かのために足あ搔がくのは、もう辛つらい。そんなのアルマだけにしてくれよ……」

　溜まった涙が流れていった。エルフはじっと僕を見つめる。

「判わかりました……さっきの質問にも答えます」

「弱いと言ったな？　例えばどんな？」

「友情を信じられません。笑い合っていても、心の中で何を考えているか判らないと思っています。それでも信じようとしてきました。でも……師匠と日下部くさかべのキスを見て、何かが壊こわれてしまったんです」

　茜あかね子こと僕がキスしたところを、こいつは見ている。でも、今度の相手は日下部だった。

　こいつにとっては親友とも呼べる存在だし、意味がまるで違うのかも。

「師し匠しようだってエルフが亡なき骸がらの涙なみだで、柩ひつぎが開く柩きゆう艦かんだから見てくれただけですよね。誰だれもエルフ自身のことなんか見ていません。エルフの力を頼っているだけです」

「おまえ、そんな風に思っていたのか」

「だから明るくしてごまかしてきました……でも、限界です」

　エルフの目から涙が落ちる。

「イヤなヤツなんですよ、エルフは。みんなに見み棄すてられても仕方ないぐらいに」

「それぐらい、誰だってそうだろう。裏表のないヤツなんかいないよ」

　床ゆかが揺れる。ヤハウェの光が近くに落ち、付近にいた柩艦が爆発したのだ。

　会話を終わらせようかと思っていたけど、エルフが話を再開する。

「昔の話をしますね。アルマを溶かして、エルフに混ぜるって話を聞いた瞬しゆん間かん、エルフは怖かったんです。でも、怖いだけじゃありませんでした」

　話しながらも、エルフの顔が引きつる。辛つらいのだろう。

「シュラフトでの師匠たちの戦いを、エルフは観ていました。師匠がアルマに恋しているのを、薄々感じていました。だから、エルフがアルマと混ざればふり向いて貰もらえるはずだって期待していました──」

　エルフがいま流しているのは、痛みを含んだ涙だと僕は思った。

　表情も、声も、それぐらいに痛々しかった。

「──エルフは、アルマが死んだことを喜びました」

　酷ひどい言葉だ。シンプルなのに胸が抉えぐられる。

「アルマの記憶を使って、師匠に近づいて。酷いですよね。最低ですよね」

　寒気がした。エルフが酷いと思ったからじゃない。僕はエルフと接するとき、どれだけ無自覚にエルフを傷つけたのだろうかと思い当たり、ぞっとしたからだ。

　こいつならこれぐらい言っても大丈夫──と、心ない言葉をくり返した。そのたびに、こいつは傷ついていたろう。

「師匠が日下部くさかべを好きだって思った途端、自分の醜みにくさに気づきました。エルフは最初から悪い子でした。誰も信じていなくて、信じていない自分を必死にごまかして。みんな言うんです。悩みがなくていいね、って。エルフは悩んでいますよ！　孤独ですよ！　だって誰もエルフなんか必要としていないんですからッ！　耐えられなかったんです！　自分なんか消えてしまえばいいと思いました……そう思ったら《三さん位み一いつ体たい》の三角形がモジャモジャになって……」

　不意に、閃ひらめきがあった。

「あー…………」

「あー？」

　泣きながらきょとんとしているエルフに、僕は言葉を返せない。頭の中でぼんやりと何かが繫つながった気がしたのに言葉にならなくて、髪を搔かきむしった。

「師し匠しよう……？」

　戦せん闘とうが激しさを増している。エルフの脇を、損傷を負った柩きゆう艦かんが通り抜けていく。修理しようにも補給艦の数が足りない。もうすぐ戦線が崩ほう壊かいするだろう。

「あのさ」

「はい」

「ごめん……胃が痛い」

「えええっ？」

　エルフが駆かけ寄ってきて、背中をさすっている。

「大丈夫ですか？」

「うんとさ……僕がアホとかバカとか山ほど言ったあれ、イヤだった……？」

「はいッッッッ!!」

　力ちから強づよッ！

「……マジでごめん」

「でも、好きでした」

「は？」

「イヤですけど……安心……できました」

　あー……これだ。さっきの閃ひらめきは、間違いなくこれだ。

　両方あるんだ。イヤな面、好きな面。僕はどっちかで割り切ってエルフの心を測はかろうとしている。

　──戦いたくない。

　これは本心だ。絶対にそう。

　でも、本心の全部じゃない。人の心って難しいな……。

「なあ、エルフ」

「はい」

「この世界も、おまえの周りの人間も、信じられないんだよね。他人が〝重要な戦力〟としてしか、自分を見ていないと、そんな風に思っている？」

「はい……」

「じゃあ、これは何？」

　僕はメインスクリーンを指差す。海はいま死闘になっている。神の圧倒的な力の前に、どの艦も死の瀬戸際に居る。なのに攻こう撃げきを緩ゆるめることはない。

「僕らは戦っていない。けど、茜あかね子こは何も言わない。早くして、とも言わない」

「頼られていないからです」

「違うよ。おまえは動けずにいる。責められて当然だ。でも誰だれも非難しない。なぜ？」

「……判わかりません」

「艦かん隊たいのみんなもおまえという人間を知っている。おまえを信じたんだよ。能力だの、性能だの。そんなんじゃない。おまえなら大丈夫、って思ったんだ」

「エルフを……そんな風に……？」

「信じられないか？　じゃあ、これは何だと思う？」

　僕はさっきから遠目で見ていたウインドウに近づいて、その内容を大映しにする。

〔エルフさん、がんばって下さい。星ほしちゃん信じてますから！〕

〔月つきちゃんも信じてますから！〕

　沖おき姉妹は二人ともぼろぼろ泣いて、しゃくり上げてオペレーションをしつつも、通信ウインドウに訴えかけている。

〔陽ようちゃんは……もう居ないけど、きっとエルフさんを信じていますから！〕

　月つき歌かの通信映像に閃せん光こうが映り、月歌の戦せん闘とう服ふくが六角形のモザイクになってセルブレイクする。

「ああ、月歌ちゃんッ？」

　柩きゆう艦かん月歌の戦せん闘とう指し揮き所しよに煙が漂ってきている。セルブレイクの箇所は大きい。

　なのに、必死に微笑む。

〔大丈夫ですよ！　エルフさんはいつだって、いっぱいミサイルくらっても耐えたじゃないですか……〕

「でも、月歌ちゃんはコルベットだから……」

　次に攻こう撃げきが当たったら死んでしまうかも──そう言おうとしたのだろう。でも、エルフは吞のみ込む。

〔エルフさんみたいに、なりたいから……〕

〔戦艦エルフリーデみたいに、なりたいから……〕

　映像が揺れる。砲ほう撃げきを受けているのだろう、なのに星ほし歌かと月歌は、声を合わせて叫さけぶ。

〔〔──たとえ死んでも、勝利を諦あきらめません！〕〕

「月歌ちゃん……星歌ちゃん……」

　エルフの目にじわっと涙が溜たまる。

　警報が鳴る。エルフへと幽ゆう艦かんの対艦ミサイルが迫ってくる。僕はとっさにウインドウに手を伸ばしたけど、操作系のウインドウは停止状態のままだ。マトンの多くもフリーズしている。物理コンソールを出して試したけど、やっぱり動かない。

「……ムリか」

　諦めかけたそのとき、飛来するミサイルが爆発し始めた。

　通信ウインドウに応援の声が届く。

〔頑張って、エルフちゃん！〕

〔待ってるよ！　立ち直って！〕

　柩きゆう艦かんエルフの周囲にたくさんの柩艦が集まってくる。軍ぐん艦かん学がく園えんの生徒だけじゃない。他国のフュルギアたちもいる。

〔滅めつ葬そうのエルフリーデを守れッ！〕

〔彼女ならあのバケモノも倒せるはず〕

　防空しきれないミサイルを、レーダーで誘さそって撃げき沈ちんした艦かんまで出る。

「ああああ──ッ、エルフは頑がん丈じようなんです！　当たっても大丈夫なんですよ!?　なのに……」

　その艦のコマンダーが通信ウインドウに映る。死んだフュルギアの幻げん体たいを抱いて、エルフへと静かに語りかける。

〔こいつも、あんたのために死ねて幸せだったはずだ。あとは頼むぜ。あんな神様なんて、ぶっ倒してくれよ〕

　通信映像が閃せん光こうに灼やかれて、砂嵐ノイズとなって途切れる。

「どうして……戦えないエルフを、守って死ぬんです……？」

「きっと、おまえに憧あこがれている」

「…………エルフに……憧れて……？」

「おまえは最初、未み来らい艦かんなのに旧式の砲ほう塔とうをつけていて、みんなに笑われた。でも、そのあと現代艦相手に互角に戦う姿を見せた。天てん使し相手でも怯ひるまずに立ち向かった」

　僕はエルフに歩み寄る。

「みんな怖かった。幽ゆう艦かんや天使なんてわけが判わからない存在と戦わされて、しかも相手は圧倒的に強くて、負けるって誰だれもが思ったろう。何で自分が負け戦に命を懸かけなきゃならないんだ、って思っただろう。それは軍ぐん艦かん学がく園えんの全生徒だけじゃなく、世界中のフュルギアやコマンダーが、共通して抱える恐れだったはずだ。僕はな、その恐れを塗り替えられるのは、たった一人だけだって思った……そして、やり遂とげたんだよ。おまえが」

　深呼吸をしてから、優しく言う。

「おまえはいま《滅葬のエルフリーデ》なんだ」

「滅葬の……エルフリーデ……」

「滅葬戦を勝利に導く女神。勇者たちの勇気そのものになる、象徴的な存在──いま、こいつらを逃げずに戦わせているのは、おまえだ。過去の試合や滅葬戦で、おまえは攻こう撃げきを何発も何発もくらって、ボロボロになりながらも戦い抜き、逆転勝利をもぎ取った。そのひたむきな姿が、こいつらの心を打った。戦えなくなったいまも、こいつらはおまえを信じている」

　僕はフュルギアシートのコンソールに手を伸ばし、通信ウインドウをいっぱいに表示する。何十枚も、ウインドウが増えていく。

　顔見知りも居れば、知らない顔もある。同時に表示したので何を言っているのか判らなくなったけど、その顔で言いたいことは判る。みんな、エルフを応援している。

「…………あ……ああ………………これ……」

　エルフは言葉に詰つまって、口を手で覆おおって泣き始める。

「おまえは愛されている。僕なんかよりも、ずっとね。能力なんかじゃない。おまえっていう人間の生き様を、こいつらは愛しているんだ」

「師し匠しよおぉ……」

「おまえが究極のバカで、それでも、どうしても愛が信じられないなら、教えてやる」

「え……？」

　僕はエルフに歩み寄る。

「あー…………」

「あー？」

「胃が痛い」

「大丈夫ですか!?」

「うるさいッ！　誰だれのせいだと思っているんだ」

「ひゃっ、すいません……？」

「告白だと？　ふざけるな！　こんなの僕らしくない。絶対に違う。全部おまえのせいだ。クソッタレ」

「はぇっ!?」

「僕をこんな気持ちにさせやがって。このアホエルフが！」

「ひゃあああ──ごめんなさい」

「だけど好きだ」

「──ッ、」

　あー……もう。

　キス、

　しちゃったじゃないか……。

　唇から伝わってくるエルフの温もりに、いままであった不安や苛いら立だちが溶ける。
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　硬直していたエルフも、目を閉じて、だんだん力が抜けて僕に支えられる。

　唇を離すと、エルフは瞼まぶたを開け、ぼおっと僕を見つめる。

「キスの上書きだ。これで全部、帳消し。信じられないなんてもう言うな。判わかったか」

　エルフの胸元から光が発せられる。ぽおっと明るく輝かがやいている柩きゆう章しようの右上に、新たな柩章が生じている。

「葬そう技ぎが出たのかッ？」

　エルフは答えず、訓練戦せん闘とう指し南なん書しよも読まずに葬技を発動する。目を閉じ、右左の掌てのひらを近づける。赤い光の十じゆう字じ架かが発生する。

「海の怒りを静めよ。悪はなく、憎しみもなく、罪すら存在しない。ただひたすら鮮やかに、色とりどりの魂たましいを咲かせよ──《生命の花》……」

　光がやがて弾はじけて閃せん光こうを放ち、キィ──ンと音が鳴る。

　次の瞬しゆん間かん、妙なものが見えた。

　ぽひゅ、と音がしたかと思うとエルフの頭に、それが咲いた。

「……花？」

　ぽひゅぽひゅぽひゅ、と音がして指揮所中、床ゆかにも壁にも天井にも花が咲いていく。赤、青、黄色、オレンジ……様々な色の花が咲いて、一面のお花畑になる。

　艦かん内ないだけじゃない。メインスクリーンの映像を見ると、周辺海域までお花畑になっている。

「……何だ、この葬そう技ぎ」

「さあ師し匠しよう、リベンジ行きますよ」

「リベンジ？」

　エルフの口元に微笑みが宿った瞬間、指揮所の照明が点灯し、すべてのウインドウが復活。生存優先モードは解除された。

「なッ、おまえ、これは──」

　通信ウインドウから大だい歓かん声せいが上がっている。

〔復活したッ！〕

〔何これ、噓うそでしょ……ッ、奇跡みたい……〕

〔うぇぇ──ん、死んだかと思ったよ！〕

　異変が起こっている。答えを求めて様々なウインドウに目を走らせたけど、海図に答えがあった。

　味方の柩きゆう艦かんが、次々と増えている。

　艦外カメラの映像を見る。お花畑の海に、艦かん艇ていの形をした花の塊かたまりが浮かんできたと思うと、ぽひゅんと音を立てて柩艦に変わる。

〔沈んだ艦が、戻って来ているぞッ！〕

〔弾薬も補充されてる！〕

〔ダメージも完全修復されてるじゃない〕

「……なッ、な!?」

　通信ウインドウから沖おき姉妹の声が聞こえる。

〔〔陽ようちゃあああああああああああああん──っ！〕〕

　僕は新たに現れた、一枚の通信ウインドウに絶句する。

　陽よう歌かが微笑んでいる。

〔…………ただいまです。天てん才さい先せん輩ぱい……〕

「……陽歌、だよな？」

〔はい！〕

　通信ウインドウに茜あかね子こが映る。

〔これ、あの子の葬そう技ぎなの……？　エルフリーデがやったの……？〕

「……そう、みたい」

〔あり得ないわよ！　何なの、このデタラメな強さ！　ホンット、エルフは規格外よね。ふざけてるわ──〕

　怒鳴り散らしたかと思うと、ふっと怒りの表情を消し──不敵に笑む。

〔でも、お陰かげで勝利が見えたわ〕

　茜子は、全体通信に切り替える。

〔さあ全艦突とつ貫かん！　明日を迎えたければ撃うちなさい！　未来が欲しければ首を刎はねなさい！　敵が天てん使しでも神でも、そんなの関係ないわよ。あたしたちは勇者よ。世界を救うのは他の誰だれでもない──いまここにいる、あたしたちなんだからッ!!〕

　エルフは最大船速でかっ飛ばす。

　双ふたつの胴どう体たいの間から、真っ赤に赤熱した妖よう刀とう衝しよう角かく《ムラマサ》を突き出す。

「──我に続け、ですよッ！」

　エルフの雄お叫たけびに応じて、スピーカーが割れるほどの大きな鬨ときの声こえが上がる。

　全艦が、勇ゆう猛もう果か敢かんに攻めに転じる。幽ゆう艦かんは次々と沈み、直撃弾をくらいまくってヤハウェの侵しん攻こうが止まる。嵐のように降りそそぐ人類側のミサイルが、そのバリアに少しずつだけどヒビを入れている。

　退しりぞこうとして、ヤハウェが悲鳴を上げる。ヤハウェの脚が花のついた蔓つるに絡まれている。海面から伸びるそれはどんどんヤハウェを引きずり下ろしていく。しかも砲ほう口こうをふさいで攻撃も封じている。攻撃を封じただけでなく、天てん使しの歌声も小さくしている。

　神だけじゃなかった。天使も蔓つるに巻かれて引きずり下ろされ、海面から首だけ出している。ネプチューンが海面ギリギリの滑空をする。そして天使とすれ違いざま、蛇へび型がたの聖せい骸がい機きが斬ざん馬ば刀とうをふり抜き、首を刎はねる。さらに加速して、天使の首を次々と刎ねて回る。

「……ムチャクチャだよ。何て葬そう技ぎだ。こんなの使えるなら──……、」

　ヤバい。笑いが止まらない。

「相手が神だろうと勝つしかないじゃないか、なあッ？」

「五い十そ六ろくたんは言いました──自ら助くるが、一番の助けであると。エルフは信じます。みんなが好きと言ってくれる自分を！　みんなが信じてくれるエルフ自身の力を信じますッ！」

　音声コマンドで入力。

「バンカーバスター砲弾全弾、自動給弾ベルトに挿そう入にゆう！」

　エルフにマックスＢＯＸのコントローラを二つ投げる。

　柩きゆう艦かんエルフの装甲ハッチが開き、ガトリング式主砲が二基、迫せり出てくる。

「イナーシャモーター始動、火器反動制御ジャイロ、スタンバイ──」

　唸うなるような音と共に、六本の砲身が高速回転を始める。

　エルフが、二刀流コントローラで敵に狙ねらいをつける。

「シリンダーキャノン、ファイア！」

　放たれた雷らい轟ごうのような砲声と共に、海が歪ゆがむ。その映像を映している偵てい察さつ飛ひ翔しよう体たいアルゴスも、砲撃による衝撃波で吹き飛ばされる。

　ヤハウェが閃せん光こうと爆煙に包まれる。数発は耐えたろう。バリアはあっという間に割れて、ヤハウェの装甲が砕ける。何百発もの直撃弾を一いつ瞬しゆんでくらって、分厚い装甲が穴だらけになっている。

　ヤハウェが両手を天にかざす。空から光が降りそそいでくる。

〔削そぎ削ぎしますね〕

　柩艦茜あかね子このコマンダー涙る衣いが、リモートコントロールの攻撃機で空爆してヤハウェの右手を灼やき尽つくす。破壊の光は到達する前にかき消えた。

　ヤハウェは二枚の羽根を超高速で擦すり合わせる。海が割れ始める。このままでは艦隊が吞のみ込まれる。

〔〔人類は、負けないもん！〕〕

　星ほし歌かと月つき歌かがミサイルを直撃させて、ヤハウェの羽根の動きを封じる。その間にネプチューンが回り込んで、聖骸機の斬馬刀と翼よく撃げきで、擦り合わせている羽根を二枚斬きり落とす。別の羽根でネプチューンを叩たたき落とそうとしたが、海面跳ちよう躍やくしてきた闇やみ子こに潜せん水すい格かく闘とうコンボを入れられて、狙いが逸それる。海面の割れ目は元に戻った。

　ヤハウェが口を開く。あの理不尽な攻こう撃げきだ。息吹ゴツド・ブレスを放てば柩きゆう艦かんが分解される。

　僕はエルフにコントローラを投げ渡す。

「メガコイルレーザー、発射！」

　照明が切れた中、エルフは物ぶつ理り液えき晶しようだけで大出力レーザーをヤハウェの口に照射させ、口そのものを灼やき尽つくす。

「フォーリナーシステム、作動」

　ブラックホール弾を叩たたき込み、ヤハウェの胸に大穴を空ける。

〔神様だろうと何だろうと、校則は絶対です──〕

　ネプチューンが再度飛来して、ヤハウェの背後に回り、翼つばさをさらに二枚斬きり落とす。

　翼を失ったヤハウェは、残った羽根でふらつきながらも飛んでいる。

〔魔ま性しようの誘いざないを聴きなさい。水の底へと沈みなさい。魅み了りようは甘美。死は赦ゆるし──《ローレライの歌》！〕

　クローディアの放った重力圧グラビテイ・プレスの葬そう技ぎが、ヤハウェの身をさらに沈める。

　エルフが葬技で出した花が消えたけど、もう必要はない。ムラマサがヤハウェに突き刺さったからだ。これでもう、こいつは動けない。

　腕を前に突き出して、拳こぶしにする。僕の服が黒い戦せん闘とう服ふくになる。

　僕の隣に、アルマの幽ゆう体たいがふわりと降り立つ。このアルマは虚きよ無むの海に送られた方のアルマ。聖せい骸がい機きの方が実体で、この姿は謂いわば幻げん体たいと同じだ。

　アルマはもう生きてはいない。充分すぎるほど、それは判わかっている。僕は胸に微かな痛みを覚えた。その痛みを見透かすように、でも癒いやすように、幽体のアルマは微笑んでくれた。

「──貴様の〈《魂成りし剣ガイステイゲス・シユヴエルツ》〉────確かに預かった」

　アルマはそう言って、僕の腕を撫なでる。腕に、長い紋もん章しようが刻まれる。

　天井が割れて、空と海が視界に広がる。目の前にヤハウェの巨体が迫っている。

　聖骸機が柩ひつぎから起き上がる。

「滅めつ葬そうを完かん遂すいする」

　アルマが静かにそう告げると、聖骸機の手に悪あく魔まの剣が生じる。

　剣装開始──。

　この瞬しゆん間かんから、僕の実体は剣の方になる。見えている〝僕の姿〟は幻体に過ぎない。剣が折れれば、僕は死ぬ。

「──スネイク、剣を振れッ！」

　僕がサイドスイングの動作に入ったときだ。

　いきなり、ヤハウェの頭ず蓋がい骨こつが笑うように口元を歪ゆがめた──……、

　罠わなだ。そう気づいたときには、刃が降ってきたあとだった。閃せん光こうが空で弾はじけ、聖骸機の剣が後ろに撥はね返される。閃光はさらに三回起こり、アルマの戦闘服の右腕がセルブレイクする。その瞬しゆん間かん、聖せい骸がい機きの左腕がスピンしながら落ちてきて、戦せん闘とう指し揮き所しよの前方を押し潰つぶす。爆発が起こって、僕も転びそうになる。

「堪こらえろッ、スネイク！　転ぶと、おまえの動きをトレースして聖骸機が海に落ちるぞ」

　アルマの声に我に返って、足をダンッと踏ふみつけ、何とか転倒を避さける。聖骸機も僕と同じ姿勢になっていて、海に落ちる寸前でギリギリ踏み留まっている。

「師し匠しよう、四本あります！　気をつけて下さい」

「四本……？」

　何が、と訊きこうとしたけど、答えは空にあった。ヤハウェの背から甲こう殻かく類るいのような腕が四本伸びていて、先端は死神のカマのような黒い刃やいばになっている。

　刃には──文字が刻まれている。

　アルマが腕を押さえ、痛みに掠かすれた声で読む。

「第一の刃サタン、第二の刃バフォメット、第三の刃ベルゼブブ、第四の刃ルシファー」

「神が悪あく魔まの力を借りるなんて……どういう冗談だよ」

　僕は姿勢を戻し、無む念ねん流りゆうの構えを取る。左腕が動かない。聖骸機の腕が斬きり落とされたからだろう。

　僕の剣《アスタロト》は重厚な両手剣だ。片手で持ってみるけど、重みで剣先がゆらゆらとブレる。なのに相手のカマは小さく、スイングスピードは圧倒的に速い。しかも四本もある。不利と言うよりは、絶体絶命だ。

　おまけに味方の艦かんが海上に一つも見えない。

「閉へい鎖さ空くう間かんか……」

　孤立した。ヤハウェを僕の剣技だけで倒すなんて……そんなの、できるのか？

　胃がきゅっと締しまる。

「何を怖おじ気けづいているのだ、スネイク」

「や……やるよ。やるしかないよね」

　ヤハウェは嘲笑あざわらうように口元を歪ゆがめる。

　四本のカマが猛速でふり下ろされ、閃せん光こうが生じる。悪魔の剣アスタロトの刀身を斬りつけられて、その表面に傷がつき、僕の戦闘服がセルブレイクする。息が止まるほどの痛みが襲おそってきた。

「がッ、あ──」

　そもそもあれだけ強かった日下部くさかべが、片腕になって剣の技量を維持できなかったのに、ちょっと教わっただけの僕が勝てるわけがない。最初からムリだった──……、

　意識が遠のく。

「師匠ォォオ──ッ！」

　エルフの絶ぜつ叫きようが耳に届いた。

　ダメだッ、気を失うな──自分に言い聞かせて、前のめりに崩れそうになる直前で一歩踏ふみ出し、ぎゅっと踏みしめる。転倒寸前だった聖せい骸がい機きも、何とか踏み留まる。

　呼吸が空振りして、息が肺に届かない。目の前が暗くなり、また意識が朦もう朧ろうとする。全身全霊の力で息を吸い、どうにか呼吸を取り戻す。

　咳せき込んだあと、口が僕の意志に反して動いた──。

　急に、ヤハウェの動きが止む。

　困惑したのだ、僕が笑っているから。

「やせ我慢で笑っている場合じゃないですよ！」

「いつものストレスじゃない。エルフはいつも、こんな痛みに耐えてきたのかと思ったら……嬉うれしくてさ」

「……師し匠しよう」

　エルフの目に涙が溜たまる。

「僕のために、耐えた痛みが────おまえなりの愛情なんだな」

　そしてそれこそが、エルフリーデの魂たましいの底。

　あいつはずっと僕を支えてくれた。

　いま僕にできることは、その気持ちに応こたえることじゃないのか……？

　僕の心に、何かが宿る。その〝何か〟を言い表す言葉が見つからない。感情なのか意志なのかも判わからない。それはこの苦境に遭あっても、まったく揺るがない何かだ。満まん身しん創そう痍いでも僕を戦いに向かわせる、とてつもなく大きくて熱い何かだ。

「見てろよ。一人前の男になって、おまえらを守ってやる──」

　剣を握り直す。アスタロトの刀身に青白い光が宿り、聖骸機の目が激しい光こう輝きを放ったかと思うと、その瞳に白い柩きゆう章しようが刻まれる。

　ヤハウェが恐れるように目玉を剝むき、カマが一斉にたじろぐ。

　僕の手の甲にはエルフの柩章のコピーがある。その右上に、葬そう技ぎの追加柩章が宿る。どうやら葬そう欠けつは卒業のようだ。

　自然と頭の中に、知識が流れ込んでくる。授かったそれを口にする。

「絶望に満ちた世界を憂うれえよ。時を超えて、明日への希望となれ──《中傷者デイアボロスの目》」

　僕の脳裏を、瞬しゆん間かん的てきにかすめた光景がある。

　ヤハウェの攻撃だった。聖骸機とその剣を攻撃する様子が、記憶の一場面のようにありありと浮かんだ。でも、それは過去じゃない。未来の光景だ。

「終わりだ。ヤハウェ──おまえが創つくったこの世界は、後悔だらけかもしれない。憎しみが晴れることなく、争いの絶えない世界だ。それでも、敢えて言う」

　僕は無む念ねん流りゆうの構えを取る。

「この世界は素晴らしい。生きるに値する世界だ。だから僕らは、この世界で生きていく」

　地を抉えぐるようなアンダースイングの動作をして──……、

　死んでいった者を想おもって、

　この苦しい世界で生きていく覚悟を決めて、

　聖せい骸がい機きと共に、悪あく魔まの刃やいばを振るう。

「──無む念ねん流りゆう立たち居い合あい、秘技《無む塵じん双ぞう》ッ！」

　ヤハウェは雄お叫たけびを上げてカマを振り下ろし、剣を叩たたき折ろうとした。

　だけど、僕には剣筋が見えている。

　すべてを避けるルートで、アスタロトの刃を振り上げて──……、













　神の首を────刎はねた。













　聖歌の歌声が止む。

　首は空中で、大量の白い羽根と変わり、天へと舞まい上がって散る。

　神の肉体が崩れていく。装甲にヒビが入り、砕けて落ちて、落下の途中で水となって、滝となって海に流れ落ちていく。閉へい鎖さ空くう間かんが晴れて、周囲に他の柩きゆう艦かんたちが見えてくる。

　軋きしむ音を立てて、大だい審しん判ぱんの門が閉まる。そして、門も砕けて落ちて、水となる。

　残りの幽ゆう艦かんも水になって流れ落ちてしまった。




　滅めつ葬そう戦せん──、完了。




　静かだ。

　通信回線は繫つながっているけど、誰だれ一人、喋しやべろうとしない。

　通信ウインドウから茜あかね子この呟つぶやきが聞こえる。

〔……峰ほう介すけ、勝ったの……？　ねえ……〕

「ああ……勝った」

〔世界は……ちゃんと続くの？〕

「師し匠しよう……」

　僕が答えようとしたとき、エルフが戸惑うような声を発した。

　ふり向くと、フュルギアシートにいるエルフが──……え？　エルフなのか？

　真っ白な、天てん使しのような、荘そう厳ごんで優美な戦せん闘とう服ふくに身を包み、七枚の羽根と、天使の輪、そして後ご光こうを放つ神こう々ごうしいエルフがそこにいる。

　右の瞳ひとみには、アルマにあった聖痕ステイグマが刻まれているし、モントゥの持っていた柩きゆう章しようも、黒から白に変わって刻まれている。

　まるで女神だ。……っていうか、女神なんだろう。エルフはいま、現存するすべての次じ元げん力りよくを所有している。だから神そのものなんだ。宇宙はビックバンというリセットを免れた。

　思わず、笑みがこぼれる。

「大丈夫。この世界は終わることなく、明日を迎える」

　怒ど濤とうの歓かん声せいが、スピーカーを震ふるわせる。

〔やったあああああ──ッ！〕

〔俺たちは世界を救ったんだ！〕

〔もう怯おびえずに眠れるのね〕

　エルフの指揮所に、各かく艦かんの幻げん体たいが次々と転送されてくる。

「峰ほう介すけぇ……あたしたち、やったよぉ」

　茜あかね子こが子供みたいに大泣きしている。

「おまえ、ちゃんと総そう司し令れい官かんしていたよ」

「撫なでてよぅ……」

　撫でたら、悲鳴上げられてアンテナから放電されたし。何なのもう。

　日下部くさかべも泣いている。

「吉よし岡おかくんのお陰かげです。立ち直れたのは吉岡くんが居たから……」

「僕がしたのは背中を押しただけ。立ち直ったのは、おまえ自身の強さだよ」

　沖おき三姉妹が抱きついてくる。

「変態せんぱぁい……」

「えぇーん……せんぱぁあい……」

「陽ようちゃん、ホントは怖かったです……」

「おまえら、よくやったよ」

　涙る衣いが、僕を見ながらふっと微笑む。

「また削そぐなんて言うなよ？」

「削ぎませんよ。笑顔を教えてくれた恩人ですから……」

　嗣し子し道どうさんが背中に抱きついて泣いている。泣きながら防犯ブザー鳴らしている。

「小学生女子の方から抱きつく事案発生です……」

「だったら鳴らさないで！」

　闇やみ子こが服の後ろを摑つかんでくる。

「お兄ギャん、祝いの呪のろいをかけますので髪の毛下さい」

「祝うだけでいいはずだよッ!?」

　僕はエルフを見る。エルフも僕を見ている。

「本当に、よくやったよ。みんな」

　いつしか海に夕陽が浮かぶ中、喜びの声は長く続いた。

　そのあと日下部くさかべに凪なぎの最さい期ごを話した。日下部は泣きたかったはずなのに、海上保安庁から救助任務の依頼が来たとき、涙を拭ふいて率先して手伝った。

　救助が終わってから、僕は自動航行モードにして指揮所を離れる。

　エルフの甲板に座って星を眺める。隣となりにエルフの幻げん体たいが座って、一緒に星を眺める。

「ねえ、師し匠しよう。これから世界はどうなりますか？」

「どうもならないよ。いつもと同じ。明日が来て、また生きる。僕らが命を懸かけて守ったものって、たったそれだけだよ」

「それだけでも……とても大事なこと、ですよね？」

　エルフの澄み切った微笑みが、月光に照らされて、とても綺き麗れいだ。

「うん。守ってよかった」

　他の艦かんにバレないように、僕らはそっとキスをする。







　海かい境きよう四年、八月二九日──。

　夏の終わり。僕らは神を殺して、世界を救った。
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　　　　▽〔現在　海境五年〈17才〉五月九日〕△




　金かな槌づちで釘くぎを打ち込むのってけっこう難しくて、ズレて指を打っちゃって悲鳴を上げていたら、後ろからエルフの笑い声がした。

「師し匠しようがアホやってます！」

「うるせえッ！」

　エルフは医い療りよう用ようの眼がん帯たいをつけている。ハートのシールを貼って可愛くしているけど、その下には聖痕ステイグマの瞳ひとみが隠されている。こいつはいま〝正しよう真しん正しよう銘めいの女神様〟なんだよなあ……。

　大だい審しん判ぱんの戦いから、もう一年くらい経つ。世界はまた様変わりした。

　ブルクハルトの死により組織が弱体化したメーア・シュロス財団は解体され、その人材は各国に散った。流出したフュルギアの技術を軍事利用しようという思惑が、新たな紛争を生んでいる。平和憲法を謳うたう日本もその流れから無縁ではなく、いま軍ぐん艦かん学がく園えんとそこに通うフュルギアを、政府が力尽くで接収して管轄下に置こうという、かなり危険な動きがある。

　この避ひ難なん所じよも女じよ子し寮りようが再建するまでの仮住まいだったけど、援助を受け入れたら政府の人間を学園内部に入れることになる。そういう事情なのでしばらく直りそうにない。

　そこである人に『軍艦学園女子寮』の看板をつけなさい、って命じられたんだけど、やったことのない大工仕事が難しい。

　女子寮のドアが開いて、制服姿の沖おき三姉妹が出てくる。

「変へん態たい先せん輩ぱい、ちゃんとやってますか？」

「何で僕が、朝っぱらから女子寮の仕事を……」

「「「庶しよ務むですから！」」」

「雑用ばっかりじゃないか！」

「庶務とは雑用をする役職だ、って言ってましたよ」

「月つきちゃんもそう聞きましたよ」

「陽ようちゃんは……」

　そこで途切れたので、みんなの視線が陽よう歌かに向く。赤くなりながらもじもじしている。

「……お仕事する天才先輩、素敵だと思います」

「そ、そう……？」

「は、はい……」

　最近、陽歌の反応だけが乙女っぽくてやりにくいなぁ。

　何かヘンな空気なので、また作業を再開する。また釘が曲がってきた。うーん……。

　僕は生徒会の庶務って役職に就つかされている。

　決めたのは生徒会長だ。こいつがトンデモなくて、日下部くさかべに帯刀権限を与えて武装風紀委員《ネオＭＭＭ》を組織したり、フュルギアの自治権を新日本政府に要求したりしている。

　ドアが開いて、そいつが出てきた。

「やってるわね、峰ほう介すけ。ご苦労様」

　生徒会長、野の尻じり茜あかね子こ様──。

　マントを身につけ、親衛隊まで伴ってのご登場だよ。茜子は大人がへつらうほどの、大人物になってしまった。いまや『日本のフュルギアは野尻が動かす』なんてマスコミが言うぐらいだから。

「あのさぁ、改修プログラムとか宿題とか、他にやることあるんだけど」

「いいの。あんたは少し、そういうのから離れなさい」

「えーっ……」

　涙る衣いも出てくる。

「先せん輩ぱい。女じよ子し寮りように覗のぞきですか？」

「違うよッ!?」

　嗣し子し道どうさんが出てきて、防犯ブザー鳴らしている。

「女子寮侵しん入にゆうの事案発生なの」

「カンベンしてよ！　そういう犯罪を臭におわす発言すると、あいつが……」

「校則違反の臭いがします！」

　日下部くさかべが太た刀ちの柄つかに手をかけて近づいてくる。

「無罪だよッ！」

　登校時間だ。食堂から少女たちがどんどん出てくる。大おお型がた艦かんの子が岸まで行って《艦装クライド》して、コマンダーや一般生徒を運んでいる。いま燃料不足だからフェリーも出せない。みんな助け合っている。

「あ。クジラです」

　エルフが江え戸ど海かいを指差す。潮を噴きながら巨体が海面を跳はねる。子供を連れている。イルカも周りで跳ねている。まるでみんなでダンスをしているみたいな、不思議な光景だ。

　少女たちは足を止め、歓かん声せいを上げている。

　エルフも笑っている。

　……こいつって、ホントに黙っていると綺き麗れいだよな。微笑みも柔らかいし、可愛いし。

　あの日、キスしたことを思い出して、胸がドキドキしてきて──、目を離そうと思ったのに離せない。

　僕に気づいたエルフが、小首を傾かしげる。

「師し匠しよう、顔真っ赤ですよ？」

「うるせええええええええええ──ッ」

「やーい、可愛いです！」

　逃げたので追いまくる。フェイントかけられたり、ギリギリで身を躱かわされたり。その様子が面白いらしくて周りの女の子たちが笑っている。散々逃げられたけど、どうにか捕まえた。

　ほっぺ両手で持って広げてやった。
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「ひゃわあああッ、師し匠しよう、めっひゃ可愛ひれふぅ！」

「男子に向かって可愛いなんて言うな！」

「わはりまひら！」

「もう言うなよ？」

「はひ」

　ほっぺを放した。

「……」

　エルフが、そーっとあとずさる。

「おい、何で離れる？」

「…………」

　エルフが、また逃げ出した。

「師し匠しよう子こちゃん、めっちゃキュートですッ！」

「エルフ、てめえっ！」

　周りが大爆笑だ。僕もエルフもつられて笑いながら追いかけっこしている。

　ああもう、楽しいな。

　辛つらいことがあっても、笑い合う時間があれば、生きている、って実感できる。




　アルマ、見ているか──？

　いま僕は〝青春というもの〟をしている。

　おまえに託たくされたこの時間を大切にして、生き続けるよ。







　　あとがき




　エイプリルフールに書いていますけど、噓うそではありません。

　今回はエルフリーデの改修が『完全に未来』の様相を呈ていしていますけど、乗っかっている技術自体は、実現している現代のものが多いです。

　例えば爆ばく発はつ成せい形けい侵しん徹てつ体たいはビルの解体で柱を一いち撃げきで断つために使われています。日本のビルって頑がん丈じように造られているので、例えば米国のビルを壊すよりも相当な威力が求められるのだそうです。この技術はその条件を満たしています。

　酸素ケミカル・ヨウ素オキシゲン・化学アイデインレーザー砲も迎撃実験に成功しています。アニメに出てくるレーザーとちがって、ピュシューンという音もなければ、当たってすぐ爆発もしません。レーザーポインターっぽい照射をしばらく続けて爆発する感じなのが、逆にリアルなように感じました。

　フェリーに乗って目的地がもう見えているのになかなか岸につかなくて、何分も船がウロウロしたりしてうんざりした経験はないでしょうか？　アジマススラスターは客船や運うん搬ぱん船せんに導入され始めていて、スムーズに岸へと寄せるのに使われています。

　日下部くさかべに搭とう載さいされているアクティブ防護システムは、戦車を対戦車ロケット弾から守るために開発されました。弾に弾を当てて防ぎましょう、なんて神かみ業わざもいまの技術なら自動でできてしまうのですね。

　ロボットだって歩くことは可能になっていますし、僕が少年だった頃から考えると、格段の進歩です。レーザー一つにしても米国からＳＤＩ戦略防衛構想っていうのがでてきたときは、「そんなんできるのかなあ」と思ったものですが、実際はソ連に向けたブラフだったことが判わかってがっかりしたものです。

　いけるかな？　と思い始めたのが『オールド・ドッグ出撃せよ』（デイル・ブラウン）や、『クレムリンの枢すう機き卿けい』（トム・クランシー）を読んでいる頃で、それでも実在しない兵器であって、当時はロマンでしかなかったものが、いまこうして確固たるリアルとなって生みだされたことを思うと、ああ長生きするものだなあ、と思ってしまいます。

　残りはすぺしゃるさんくすです。mamuruさん、いつも素敵なイラストをありがとうございます。鷹たか山やま誠せい一いち先生、さはらあきら先生、あしがらさん、箕み崎さき准じゆん先生、三み門かど鉄てつ狼ろう先生、諸もろ星ぼし悠ゆう先生、いつもツイッターで絡んでいただいて大変感謝しています。

　最後になりましたが。

　夢物語のレーザー兵器もこうして世に出ています。自分の夢も、決して諦あきらめずに研けん鑽さんを積めば、いつか叶かないます。

　エイプリルフールに書いていますけど、噓ではありません。


二〇一四年　四月一日　茜あかね屋やまつり
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茜あかね屋やまつり

ドイツ語で11という数字をエルフと読むのを知ってどうにか使えないかと色々考えましたが、11という数字がどうにも中途半端で諦めました。

ちなみに16はゼヒツェーンで20はツヴァンツィヒ数字とは思えぬカッコ良さ……ッ!!
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mamuru

ふとももにはさまれたいです







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「茜屋まつり先生」係

「mamuru先生」係











本書は書き下ろしです。
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